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サケ科魚類イトウは国内最大級の淡水魚であり、各種レッドリストで絶滅危惧種として記載され

ている。本研究では、イトウの遺伝的構造をマイクロサテライトDNA解析により明らかにし、保全

遺伝学的観点から、より適切な保全策の立案に寄与することを目的とした。解析は、主要分布域を

網羅する北海道内の14個体群350個体について実施した。解析の結果、多くの個体群間で有意な遺

伝的分化が検出され、近隣水系間（河口間10km以下）や水系内支流間といった、局所的なスケール

における遺伝的分化も進んでいることが示唆された。個体群内の遺伝的多様性は全体的に低かった

が、道東地方の個体群は比較的高い多様性を示した。これらの結果から、遺伝的観点からイトウを

適切に保全するためには、各水系、場合によっては支流を個別の保護管理単位として捉え、個別に

保全策を立案・実施する必要があると考えられた。また、遺伝的多様性を保全するためには、比較

的多様性が高いものの個体群単位の絶滅が相次いでいる、道東地方の個体群を優先的に保全する必

要があると考えられた。 

 

1．はじめに 

イトウ（Hucho perryi）はサケ科イトウ属に属する

国内最大級の淡水魚であり、日本を含めサハリンや

千島列島南部、沿海州にも生息している（木村 1966、

グリツェンコら 1974）。国内では、かつては青森県

と岩手県の一部の水域にも生息していたが、これら

の個体群は既に絶滅し、現在は道南の一部および日

高地方を除く北海道に分布が限定されている（青柳 

1957、宮地ら 1976）。イトウ属はユーラシア大陸に

広く分布し、本種以外に、シベリアに生息するアム

ールイトウ（H. taimen）、鴨緑江上流のコウライイト

ウ（チャチ）（H. ishikawai）、揚子江上流の虎魚（H. 

bleekeri）、ドナウ川のHuchen（H. hucho）の4種が知ら

れている（Holcik et al. 1988）。日本に生息するイトウ

は、他の4種と異なり、唯一降海性を有する（川村ら 

1983、Edo et al. 2005）。また、他4種より鱗が大きく、

側線鱗数が少ない（イトウ：110～125枚、他種：150

～200枚）（木村1966、Holcik et al. 1988）。他の日本産

サケ科魚類が全て秋に産卵するのに対し、イトウは

唯一春に産卵する（Fukushima 1994、Edo et al. 2000）。
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また、シロザケ等は一度の産卵で生涯を終える一回

産卵型として知られるが、イトウは典型的な長寿多

数回産卵魚で、20年近く生き、数回に渡り産卵を繰

り返す（Edo 2001）。イトウは魚食性が強いことでも

有名で、体長も1mを超えることから、釣魚としても

人気が高い。 

イトウは、本州では既に絶滅したが、北海道にお

いてもその個体数を年々減少させている（江戸・東

2002）。現在、イトウは環境省レッドリストで絶滅

危惧IB類（環境省 2007）、北海道レッドリストでは

絶滅危機種に選定されている（北海道 2000）。さら

に2006年には、国際自然保護連合（IUCN）レッドリ

ストで、最も絶滅の危険性が高いとされるCR

（Critically Endangered）に選定された。絶滅が憂慮さ

れるイトウだが、近年の北海道における生息状況等

に関する調査から、実際に地域によっては個体群の

絶滅が相次ぎ、また、残存する個体群の多くにおい

ても、繁殖個体の数が激減していることが明らかと

なっている（江戸ら 未発表データ）。 

近年の調査により分布や繁殖の状況等が明らか

になる一方、個体群内の遺伝的多様性の程度や個体

群間の遺伝的交流の有無など、イトウの遺伝的構造

に関する情報は、これまでほとんど明らかにされて

こなかった。北海道内の一部の水系では、イトウの

遺伝的構造についての調査や検討が十分になされ

ないまま、増殖を目的として、別水系由来の個体の

移植放流が実施されている。イトウと同じサケ科に

属するサクラマスにおいては、異なる水系間では仔

魚が孵化するまでの積算水温に大きな差があり、交

雑個体の積算水温はその中間の値をとることや、ス

モルト（銀毛化した幼魚）の降海時期も水系間で異

なること等が報告されている（小林ら 1994）。また、

異なる水系間でサクラマスの交換放流実験をおこ

なったところ、いずれの水系においても移植された

個体の産卵回帰率が非常に低いこと等が報告され

ており、その要因の一つとして、生活史全体を通じ

ての遺伝的不適合が示唆されている（真山ら 1989）。

イトウについても同様に、移植個体の放流河川への

遺伝的不適合や、水系間交雑による異型交配弱勢な

どが懸念される。野生生物の保全を実行する際には、

遺伝学的観点からの調査に基づいた保全策を立案

することが重要であり、遺伝的構造を無視した保

護・保全策は原則行うべきではない（Pullin 2002）。

イトウの遺伝的構造の解明は、本種個体群における遺

伝的観点からの保全指標を得るうえで、急務である。 

著者らは、平成18年度PRO NATURA FUNDの助成

を受けて、イトウのミトコンドリアDNAを解析し、

本種の低い個体群内の遺伝的多様性と、高い個体群

間の遺伝的固有性等を明らかにした（江戸ら 2008）。

そして、それらの結果に基づき、本種の保全策とし

て、各水系（個体群）を個別の保護管理単位とし、水

系ごとに保全策を立案・実施する必要があること、

遺伝的構造を考慮しない水系間の個体の移植放流

を原則禁止とすること、遺伝的多様性を維持するた

め、絶滅の恐れのある個体群については、人工増殖

を含む生息域外保全等を実施する必要があること

などを提言した（江戸ら 2008）。しかし、ミトコン

ドリアDNAは母系遺伝であり、その解析結果に父系

は反映されない（小池・松井 2003）。サケ科魚類の

いくつかの種では雌雄で分散パターンが異なる例

が報告されており、特にオス分散の傾向が報告され

ている（Bekkevold et al. 2004、Kitanishi 2007）。父系

も反映する核DNAの解析を行うことで、ミトコンド

リアDNAの解析結果とは異なるイトウの遺伝的構

造が検出されるかもしれない。また、ミトコンドリ

アDNAと比べ多型性が高い遺伝マーカーを用いる

ことにより、同一地域内の隣接した水系間（河口間

距離10km以下）や、同一水系内の異なる支流間とい

った、より局所的なスケールでの遺伝的差異を検出

できる可能性もある。さらに、ミトコンドリアDNA

だけではなく、複数の遺伝的指標を用いることで、

遺伝的構造・特性に関するより多くの情報を得るこ

とができ、より正確性・信頼性の高い保全策の提言

が可能となることが期待される。 

これらの点に鑑み、本研究では、父系を反映し、

より多型性の高いマイクロサテライトDNAの解析

を行い、その結果を用いて、北海道全域におけるイ

トウ個体群の遺伝的構造をより詳細に把握し、遺伝

的多様性保全の観点から、より適切なイトウ保全策

の立案に寄与することを目的とした。 
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2．研究方法 

解析は、イトウの主要分布域を網羅する、北海道

内の14個体群（空知川、雨竜川、問寒別川、サロベツ

川、声問川、尻別川、知来別川、鬼志別川、猿骨川、

猿払川、斜里川、風連川、別寒辺牛川、釧路川）350

個体及び外群2個体群（サハリン、コッピ川）10個体を

対象に実施した。サンプル収集のために個体（成魚、

稚魚）を捕獲した際には、脂鰭の一部のみを採取し、

個体は速やかに捕獲した場所に放流した。発眼卵を

採集する場合には、1つの産卵床から数粒のみとし、

同一支流内の産卵床からは明らかに卵径の異なる卵

のみを別個体由来のサンプルとして扱った。採集し

たサンプルは99%エタノールで保存し、DNA抽出を

行うまで3℃で保存した。DNA抽出は、プロテナーゼ

Kとキレックス（Chelex 100、Bio-Rad社）を用いて行っ

た。抽出したDNAは300μLのTEバッファーに溶かし

3℃で保存した。 

マイクロサテライトDNA解析は、イトウ及び他の

サケ科魚類を対象に開発された既知の18遺伝子座

（Froufe et al. 2004, Hatakeyama et al. 2005）を用いて

行った。まず、集団遺伝解析に適した遺伝子座を選

定するため、ミトコンドリアDNA解析において多型

性に富んでいた4個体群27個体を用いて対立遺伝子

多型の有無を調べた。その結果、10遺伝子座におい

ては、複数の対立遺伝子、もしくはポリメラーゼ連

鎖反応（PCR）による遺伝子の増幅が確認されなかっ

たため、本研究では残りの8遺伝子座を用いて解析

を行った。PCRにはサーマルサイクラー（ PCR 

Thermal Cycler SP; Takara）を用い、全遺伝子座とも、

0.5unit Taq Polymerase（Ampli Taq Gold; ABI）、各プラ

イマーを0.5μL、0.2mMのdNTP、50mMのKCl、20mM

のTris-HCl（pH8.4）、1.5mMのMgCl2、0.5-1.0μLの

DNA溶液、超純水を加えた合計20μLの条件で行っ

た。温度条件は、まず92℃で12分、次に94℃ 30秒、

アニーリング温度30秒、72℃30秒を37回繰り返し、

最後に72℃7分とした。アニーリング温度は、Froufe 

et al.（2004）及びHatakeyama et al.（2005）に従った。

PCR産物はABI PRISM 3100 Genetic Analyserを用い

て解析し、対立遺伝子のフラグメントサイズの判別

にはGENE SCAN Analysis ver.3.7（Applied Biosystems

社）を用いた。 

各個体群の遺伝的多様性を比較するため、出現対

立遺伝子数（A）、ヘテロ接合度（HE）、Allelic richness 

（Ar; El Mousadik and Petit 1996）、固有対立遺伝子数

（NPA）を算出した。これらの算出にはGENEPOP 

（Raymond and Rousset 1995）およびFSTAT ver.3.4 

（Goudet 2001）を用いた。ハーディ・ワインバーグ平

衡からのずれと連鎖不平衡の有無、近交係数（FIS）は

GENPOPを用いて求めた。 

北海道におけるイトウ個体群の遺伝的構造を把

握するため、各個体群間の遺伝的分化係数（FST; Weir 

and Cockerham 1984）をArlequin ver.2.000 （Schneider 

et al. 2000）を用いて算出するとともに、GENEPOP

を用いて遺伝的差異について有意性の検定（exact 

test）を行った。これらの解析では、サンプル数が25

個体以上の8個体群のみを用い、有意性の有無は、

繰り返し回数を10,000回としたリサンプリング法に

よって判別した。得られた結果にはシークエンシャ

ルボンフェローニ補正（Rice 1989）を行った。次に、

個体群間の遺伝的類似性を主成分分析により求め

た。主成分分析にはPCAGEN（Goudet 1999）を用いた。

地理的距離と遺伝的距離との関係を把握するため

に、距離による隔離の効果（isolation by distance, e.g. 

Wright 1943）を求めた。有意性の検定のためMantel 

test （Mantel 1967）を行い、繰り返し回数は10,000回

とした。Mantel testにはGENPOPのプログラム

ISOLDEを用いた。 

これまでの集団遺伝学における解析手法では、河

川や地域（日本海側、オホーツク海側など）といった

事前情報を用いて個体群を定義していた。しかし、

近年、このような事前情報に基づき定義された個体

群と遺伝情報に基づくクラスターが異なる場合が

あることが、様々な魚類において報告されている

（例えばVaha et al. 2007, Geist et al. 2009）。さらに、

本研究では個体数の少ない個体群があることから、

上記の遺伝的構造解析手法（FST、主成分分析等）に加

え、STRUCTURE ver.2.3.1（Pritchard et al. 2000）を用

いて、個体の遺伝情報から北海道におけるイトウ個

体群の遺伝的クラスター数（K）、及び各個体の帰属

クラスターの推定を行った。この方法では、北海道
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表1．各個体群内の遺伝的多様性 

N:解析個体数、A:対立遺伝子数、 

Ar: Allelic richness、NPA: 固有対立遺伝子数、 

HE:ヘテロ接合度、FIS:近交係数 *:P<0.05 

にはKクラスターが存在する、というモデルを仮定

し、各個体の遺伝子型に基づき尤もらしい個体群数

の推定と各個体の帰属クラスターの推定を行う。本

研究では、K=1～16とし（14個体群及び外群2個体群）、

admixture model及びcorrelated frequencies modelを用

いて、各Kの対数尤度（ln Pr（X/K））を推定した（マル

コフ連鎖モンテカルロ法、繰り返し回数100,000回

（burn-in: 50,000）を1セットとし、10セット行った）。

Kの決定には、ΔK法を用いた（Evanno et al. 2005）。 

 

3．結果 

マイクロサテライトDNA 8遺伝子座における各個

体群の遺伝的多様性を求めた結果、対立遺伝子数

（A）、Allelic richness（Ar）及びヘテロ接合度（HE）は、

それぞれ2.0～3.9、1.9～2.6及び0.27～0.45となり、

北海道全域におけるイトウ個体群の特徴として、全

体的に遺伝的多様性が低いことが明らかとなった

（表1）。特に、個体群サイズが大きく安定している

と考えられる空知川水系や問寒別川水系の個体群

では、遺伝的多様性が低かった。一方、近年個体数

が激減し絶滅が危惧されている道東地方の個体群

（釧路川、風蓮川等）においては、個体群サイズが

小さいにもかかわらず、比較的多数の対立遺伝子が

検出された（表1）。ハーディ・ワインバーグ平衡か

らのずれを求めた結果、全体としては有意なずれが

認められ（P<0.001）、2個体群（雨竜川、釧路川）にお

いても有意なずれが認められた（データ未掲載）。ま

た、3つの遺伝子ペアにおいて連鎖不平衡が生じて

いる可能性が見られたが、先行研究からこれらの遺

伝子座は連鎖していないことが報告されているた

め（Hatakeyama et al. 2005）、以降の解析はこれらの

遺伝子座を含めて行った。近交係数（FIS）は-0.164～

0.188となり、尻別川及び別寒辺牛川で有意な正の値

を示した。 

 

図1．主成分分析の結果 

 

 

図2．距離による隔離の効果 

（Mantel test: P=0.001, r2=0.403） 
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 Exact testによって各個体群間の遺伝的な差異を求

めた結果、全ての個体群間で有意な遺伝的差異が検

出された。また、「空知川」と「雨竜川」といった同一

水系（石狩川水系）内支流間においても、遺伝的な

差異が検出された（表2）。個体群間の遺伝的分化係

数（FST）は0.0683～0.3433であり（Global FST=0.218）、

exact testと同様、同一水系内の支流間も含めた、全

ての個体群間で有意な差異が検出された（表2）。主

成分分析の結果、個体群間の遺伝的類似性は、ミト

コンドリアDNA解析において明らかとなった地理

的クラスター構造（日本海側・オホーツク海側・根

室海峡側・太平洋側の4グループ、江戸ら 2008）と

ある程度類似した構造を示したが、個体群間の遺伝

的類似性の程度は、地理的クラスターにより異なっ

ていた（図1）。第1主成分および第2主成分の寄与率

は、それぞれ、36.3%および18.0%だった。地理的距

離による隔離の効果（isolation by distance）を求めた

結果、地理的距離と遺伝的距離（FST）との間に有意な

相関関係が認められた（図2；y = 0.056x + 0.1287, r2 = 

0.403, Mantel test: P = 0.001）。 

 STRUCTURE及びΔK法により遺伝情報からクラ

スター数（K）を推定した結果、北海道に生息するイト

ウは8つの遺伝的クラスターに分けられることが示

唆された（図3）。各個体群における各個体が帰属する

遺伝的クラスターを表3に示す。各遺伝的クラスター

は2～8個体群により構成されていたが、各遺伝的ク

ラスターの構成個体の割合はクラスター毎に異なり、

遺伝的クラスター1～3は日本海側の個体群、クラス

ター4～5はオホーツク海というように、その最頻個

体はある程度の地理的傾向を示した。さらに、「空知

川（クラスター1）」と「雨竜川（クラスター2）」といっ

た同一水系内の異なる支流間や、「知来別川・鬼志別

川（クラスター4）」と「猿骨川・猿払川（クラスター5）」

といった同一地域内の近隣水系間においても、割り

当てられる遺伝的クラスターが異なっていた。 

 

4．考察 

本研究における対立遺伝子の出現頻度や遺伝的

分化係数、STRUCTUREの結果等から、北海道に生

息するイトウは明瞭な遺伝的構造を形成しており、

個体群間で遺伝的な分化がかなり進んでいること

が明らかとなった。ミトコンドリアDNAを用いた先

行研究では、北海道に生息するイトウ個体群が4つ

の地域クラスター（日本海、オホーツク海、太平洋、

根室海峡）を形成していること、個体群間に有意な

遺伝的分化が認められることが報告されているが

（江戸ら 2008）、マイクロサテライトDNAを用いた

本研究においても、同様の傾向が示された。さらに、

「猿払川・猿骨川」と「鬼志別川・知来別川」といった

同一地域内近隣水系間（河口間距離10km以下、道北

地方猿払村内）における遺伝的差異や、「空知川」と

「雨竜川」といった同一水系（石狩川水系）内支流間

での遺伝的差異も認められたことから、イトウは同

一地域内の近隣水系間もしくは同一水系内の異な

る支流間といった、より局所的なスケールにおいて

も、遺伝的な分化が進んでいることが示唆された。

他にも、主成分分析の結果から、個体群間の遺伝的

類似性の程度が地域クラスターにより異なってい

ることが明らかとなり、遺伝的分化の程度が地域も

しくは水系毎に異なっていることが示された。 

一方で、Mantel testの結果、距離による隔離の効

果も検出された（図2）。これは、水系間での遺伝的

交流の程度は極めて低いものの、全く交流が無いわ

けではなく、近隣水系間ではわずかではあるが交流

があることを示唆している。イトウは降海すること

 

図3 STRUCTUREによって推定された個体群数

（K） 

左軸および黒丸は10セットの平均対数尤度を、

右軸および白丸はΔK値を示す。 
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表2．遺伝的分化係数（FST: 下段）及び exact test（上段）の結果 

FST、exact test ともにシークエンシャルボンフェローニ補正を行い、いずれも全ての組み合わせで有意

差が検出された（P < 0.05）。個体群の省略名は表1.を参照。 

 
 

表3．STRUCTURE によって推定された北海道におけるイトウの遺伝的クラスターの構成 

太字は各遺伝的クラスターに割り当てられた個体数の各個体群における最頻値。 

個体群の省略名は表1. を参照。 

 

が知られており（Edo et al. 2005）、そうした降海個体

による海を介した別水系への侵入により遺伝子流

動が生じている可能性が考えられる。なお、他種の

サケ科魚類では、オス個体に因る分散が報告されて

いる（Bekkevold et al. 2004、Kitanishi 2007）。イトウ

に関しては、標識個体の再捕獲率を用いた解析から、

メスが同じ支流に何度も遡上して産卵することが

明らかとなっており（支流レベルの母川回帰）（Edo 

2001、江戸・東 2002）、また、ミトコンドリアDNA

解析の結果から、水系間におけるメスの分散がかな

り少ないことが示唆されている（江戸ら 2008）。し

たがって、イトウについても、こうした河川間の分

散とそれに基づく遺伝子流動は、オス個体に因る傾

向があるかもしれない。 

個体群内の遺伝的多様性に関しては、全ての遺伝

的多様性指標において、全体的に低い値を示した。

特に、日本海側及びオホーツク海側に位置する個体

群において、遺伝的多様性の低さが顕著であり、空

知川や問寒別川など個体数が多く安定した個体群

においても、平均対立遺伝子数は3個未満であった。

一方、太平洋側に位置する釧路川や根室海峡側に位

置する風蓮川など道東地方に位置している個体群

では、生息個体数が少ないにもかかわらず、比較的

多数の対立遺伝子が検出され、日本海側やオホーツ

ク海側と比べて、道東地方の個体群が高い遺伝的多

様性を有していることが示唆された。こうした傾向

はミトコンドリアDNAの解析結果と同様であり（江

戸ら 2008）、北海道のイトウ個体群、特に日本海側

及びオホーツク海側の個体群では、ミトコンドリア

DNAとマイクロサテライトDNAの双方において遺

伝的多様性が低く、道東地方の個体群では、逆に双

方において遺伝的多様性が比較的高いことが明ら
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かとなった。江戸ら（2008）は、Mismatch distribution 

testの結果から、日本海側及びオホーツク海側の個体

群において、最終氷期前（98,000～280,000年前）に個

体数の急激な増加があったことを示唆している。個

体数が現在比較的安定している日本海側及びオホ

ーツク海側の個体群において遺伝的多様性が低い

のは、個体数の急激な増加が生じる以前に、創始者

効果やボトルネック効果のような遺伝的多様性を

減少させる要因により多様性が著しく低下し、その

後多様性が回復するほど十分な時間が経過してい

ないためかもしれない。 

マイクロサテライトDNAを用いた本研究から、北

海道に生息するイトウの遺伝的特性として、高い個

体群固有性と低い遺伝的多様性等が明らかとなっ

た。これらの結果はミトコンドリアDNA解析から得

られた結果と同様の傾向を示しており（江戸ら 

2008）、遺伝的観点を踏まえたイトウの保全策とし

て、各水系を保護管理単位 （ Management Unit, 

Evolutionary Significant Unit: Waples 1991, Waples 

1995）とすることや、異なる水系間での個体の移植

放流を原則禁止とすること等が、重要かつ有効であ

ることをあらためて示唆している。特に、本研究に

おいて、「空知川」と「雨竜川」といった同一水系内

支流間での遺伝的差異や、「猿払川・猿骨川」と「鬼

志別川・知来別川」といった同一地域内近隣水系間

（河口間距離10km以下）における遺伝的差異も認め

られたことから、水系単位はもちろん、場合によっ

ては支流を単一の保護管理単位として捉え、保全策

も支流などの保護管理単位ごとに検討する必要が

あると考えられる。また、近隣水系間や支流間でも

個体の移植放流が遺伝的攪乱に繋がる可能性があ

ることから、事前に遺伝的構造等に関する詳細な知

見やそれらに基づく遺伝学的観点からの影響評価

に関する十分な検討などがない限り、そうした局所

スケール内における個体の移植放流についても、原

則禁止とすべきであろう。 

さらに、本研究から、ミトコンドリアDNAだけで

なくマイクロサテライトDNAの解析結果において

も、道東地方の個体群（釧路川、風蓮川等）において

比較的高い遺伝的多様性があらためて確認され、ま

た、複数の固有対立遺伝子も見られた。したがって、

北海道内におけるイトウの遺伝的多様性を維持す

るためには、道東地方の個体群の保全を優先的に図

っていくことが重要であると考えられる。特に、近

年道東地方において生息個体数の減少が顕著であ

ることから、絶滅が危惧されている個体群（保護管

理単位）については、生息域外において個別に人工

増殖を図るなど、保護管理単位（水系・支流）レベル

で絶滅を回避するための直接的かつ具体的な保全

策を立案し、実施することが急務であると考えられ

る。 
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To describe in detail the population genetic structure of endangered salmonid, Sakhalin taimen (Hucho perryi), 350 

individuals collected from 14 populations were investigated by analysis of eight polymorphic microsatellite loci. Exact 

test and genetic differentiation (FST) revealed that genetic divergence among populations was high (Global FST = 0.218). 

Significant correlation was observed between genetic differentiation and geographic distance (Mantel test: P = 0.001, r2 = 

0.403). Furthermore, eight genetic clusters were identified by model-based Bayesian clustering approach implemented in 

STRUCTURE. These results imply that Sakhalin taimen populations could be subdivided even between neighboring 

river-systems (< 10 km) and/or between tributaries within a river-system and that gene flow is likely to occur only 

between neighboring populations. While genetic diversity within each population was low on the whole (allelic richness 

= 1.9–2.6, average heterozygosity = 0.27–0.45), populations located in eastern Hokkaido showed comparatively high 

genetic diversity. Since the level of genetic differentiations among populations are high, each taimen population 

(river-system and/or tributary) should be treated as separate management unit, and artificial introduction of individuals 

among different management units should be prohibited in principle to conserve the unique genetic population structure. 

Furthermore, from the viewpoint of conserving genetic diversity of this species, populations located in eastern Hokkaido 

should be given high priority to conservation program and ex-situ conservation containing artificial breeding of 

endangered populations should be considered and conducted. 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

沖縄島で再発見された絶滅危惧種 
オキナワトゲネズミ保全のための調査 

アージ研究会 
河内 紀浩・小松 知普・岩崎 誠・中田 勝士 

 

Research for conservation of the Okinawa spiny rat rediscovered in Okinawa Island 

Okinawa spiny rat research group 
Norihiro Kawauchi，Tomoyuki Komatsu，Makoto Iwasaki and Katsushi Nakata 

 

オキナワトゲネズミの保全活動を行うために、1）生息状況調査、2）テレメトリー法による行動圏・

活動性・ねぐら調査、3）聞き取り・既存資料調査を行い、本種の基礎的な生息・生態調査を行った。

これらの調査により、現在判明している生息範囲外において低密度で生息していること、2月～6月ま

での行動圏は100％最外郭法で約3,700～5,000m2、活動は20～0時、5～10時、休息は14～19時に高頻度

で確認された。ねぐらは3ヶ所以上持ち、木の根元の穴を多く利用していた。また、それぞれのねぐ

らの出入り口は2ヶ所以上確認された。本調査により、初めて本種の基礎的な生態（行動圏・活動性・

ねぐら環境等）及び新たな生息地域が明らかとなった。 

 

1．はじめに 

トゲネズミ属Tokudaiaは中琉球の固有な属で、奄

美大島 （ 1933年発見 ）にアマミトゲネズミ T．

osimensis、徳之島（1977年発見）にトクノシマトゲネ

ズミT．tokunoshimensis、沖縄島（1946年発見）にオキ

ナワトゲネズミT．muenninkiの1属3種が生息する。 

オキナワトゲネズミは沖縄島北部にのみ生息する

固有種で、国の天然記念物に指定されている。本種

はノネコ等の外来種からの捕食圧や森林伐採などの

影響により生息状況が悪化していると考えられてお

り（大島ら 1997、河内・佐々木 2002）、環境省及び

沖縄県版RDBにより絶滅危惧IA類に指定されている。

しかし、本種の分布や生態調査はほとんどされてお

らず、2008年3月に捕獲されるまでその生息状況は不

明であった。2008年3月時点で確認された生息範囲も

十数ヘクタールと非常に狭い範囲であった。また、

本種の生態情報についても全くわかっておらず、今

後の保全対策には生態学的情報が不可欠である。 

2．調査地 

沖縄島（面積約1,208km2）は琉球列島のほぼ中央に

位置する沖縄諸島の一つであり、その北部地域（通

称：やんばる）は自然環境が比較的多く残っており、

固有種が多数生息する地域である。やんばるの植生

はスダジイCastanopsis sieboldiiが優占し、オキナワ

ウラジロガシQuercus miyagii、タブノキMachilus 

thunbergii、マテバシイLithocarpus edulisなどのブナ

科カシ群やクスノキ科などの亜熱帯性常緑広葉樹

に覆われている。調査地は国頭村の北側の森林地域

とし、これまでにオキナワトゲネズミの記録のあっ

た地域を対象とした。今回、詳細な位置情報は希少

種保全の観点から記載しないこととした。 

 

3．方法 

（1）生息状況調査 

生息状況調査は沖縄島北部の国頭村の森林内で、

2008年12月から2009年5月にかけて、フィルム式の
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自動撮影カメラ（麻里府商事製、Field NoteⅠa）を用

いて本種の生息状況の調査を行った。フィルムは

ISO400・36枚撮りを使用した。撮影結果は哺乳類も

しくは鳥類が撮影されたものを有効撮影枚数とし、

動物種ごとに撮影地点数でとりまとめた。また、撮

影開始時刻と終了時刻からカメラごとに稼働日数

を求めた。 

（2）テレメトリー調査 

テレメトリー調査は2009年2月から6月にかけて、

沖縄島北部国頭村の森林域で行った。まず、はじめ

に本種に電波発信機を装着するために小型の箱ワ

ナ（約10×14×22cm）を用いて、捕獲を行った。捕獲

した個体は外部計測後、一部を改良したカナダ製

（Holohill system Ltd）の首輪式の小型発信機（重量：

約4～4.8g）を装着し、捕獲地点で放逐した。位置の

測定は八木アンテナを用いて3方向以上から記録し、

三角法により位置を確定した。調査は個体ごとに毎

月1回、24時間連続（1時間に1ポイント）の追跡を行

った。また、1日1～数地点の任意の方探を月に4日

以上を行った。ねぐらの位置の確定は電波の方向や

強さにより特定した。ねぐら環境の記録として、場

所、樹種、胸高直径、出入り口の数を記録し、ねぐ

ら地点を中心に10m四方で胸高直径10cm以上の木

本類を対象に植生調査を行った。 

（3）聞き取り・既存資料調査 

聞き取り調査は2008年11月から2009年6月にかけ

て行った。本種は森林性の小型哺乳類で、一般的に

あまり知られていないため、調査対象者はやんばる

地域在住の林業関係者や生物関係者を中心に行っ

た。既存資料は文献や報告書、書籍などを中心に収

集を行った。 

 

4．結果および考察 

（1）生息状況調査 

自動撮影カメラ（以下、カメラとする）は7地域（南

からA～G地域）に119地点に設置した。カメラの稼働

日数は1,526.5日、有効撮影枚数は2,968枚で、8種の

哺乳類（外来種のノネコFelis catus・ノイヌCanis 

familiaris・クマネズミRattus rattusの3種を含む）と12

種の鳥類の計20種が確認された（表1）。哺乳類では

クマネズミ、鳥類ではヤンバルクイナGallirallus 

okinawaeとアカヒゲErithacus komadoriの撮影率が高

い結果となった。 

オキナワトゲネズミの確認地域は7地域中3地

域で、確認地点は22地点、地点平均撮影率が18％（11

～60%）となった。本種の確認地域はC・D・E地域（地

点間直線距離：CとDが1.8km、DとEが0.7km、CとE

が2.4km）と調査地の北側の比較的近い地域に集中

していたが、特にCとD地域での確認地点が多い結果

となった。また、本種と体の大きさなどが類似して

いる外来種のクマネズミは全地域で確認されてお

り、確認地点数は37地点、地点平均撮影率は31%（10

～63%）となった。 

国頭村の森林内には在来のオキナワトゲネズミ

と同所的に外来のクマネズミが生息していること

やクマネズミがオキナワトゲネズミよりも多数確

認されたことから、優占的にクマネズミが生息して

いるものと考えられた。また、過去の文献によると

（表2）、クマネズミはやんばるの森林内には生息し

ていなかったと推測されるが、1997年以降に国頭村

の森林内で確認されるようになり、確認率から推定

すると、近年、その生息密度が高くなっているもの

と考えられた。そのため、体の大きさが類似してい

るクマネズミの侵出はオキナワトゲネズミにとっ

 

表1 カメラによる確認種とその割合 
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表2 文献による過去のクマネズミの生息状況の推移 

 
 

 

表3 月別の調査日数、地点数、行動圏面積 

 

て餌資源等で競合する可能性があり、本種の生息状

況を悪化させることが推測され、クマネズミへの対

策を考慮する必要があるものと考えられた。 

（2）テレメトリー調査 

1）行動圏面積と空間配置 

2008年2月16日に捕獲した♀成獣2個体（♀01・♀

02）と♂亜成獣1個体（♂01）の計3個体に発信機を装

着し、追跡を開始した。各月の追跡日数、地点数、

行動圏面積、行動圏の空間配置を示した（表3、図1）。

2月中旬に捕獲したため、2月の追跡日数及び地点は

少なくなっている。行動圏面積は各個体や月により

大きな差が見られるが、2月から6月の行動圏は約

3,700～5,000m2とほぼ同じ値を示した。月別の空間

配置をみると、成獣♀2個体の行動圏はどの月にお

いても重なりがなく、サンプル数は少ないものの、

テリトリーを持って生活している可能性が考えら

れた。また、調査終了後には再捕獲を行い、すべて

の個体の発信機を取り外した。 

2）活動性 

位置確定時に電波の入力状況から活動及び休息

を記録し、データを1時間ごとにまとめ、その割合

を算出した（図2）。活動と休息は終日見られるが、

活動は20時から0時及び5時から10時にかけて70％

以上の割合で活発が記録された。休息は14時から

19時にかけて50％以上の割合で確認された。本種  

 

 図1 月別の行動圏の空間配置 

 

 

 図2 2月から6月までの活動割合 
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表4 巣穴の形状及び植生 

 
 

表5 聞き取り・既存資料一覧 

は日中及び夜間にも活発に活動しており、夜行性の

ノネコだけではなく、昼行性のマングースにも捕食

される可能性が高いと考えられた 

3）ねぐらの形状 

すべての個体において、3ヶ所以上のねぐらを持

っており、確認できたオキナワトゲネズミのねぐら

環境は木の根元に空いたもしくは掘った穴が6ヶ所、

石及び木の根元に空いた穴もしくは掘った穴が1ヶ

所、人工物が1ヶ所であった（表4）。ねぐらに用いた

木の樹種はスダジイが3ヶ所、マテバシイが2ヶ所、

イスノキが１ヶ所、エゴノキが１ヶ所で、胸高直径

は12～32cmと幅があった。人工物は道路わきの側溝

内でリターの溜まった場所であった。 

オキナワトゲネズミが利用しているねぐらは地

面の木の根元にあるもしくは掘った穴を主に利用

しており、出入り口も2～5ヶ所ある場所であった。 

（3）聞き取り・既存資料調査 

オキナワトゲネズミの情報は聞き取りで14件、既

存資料は7件、新聞記事が1件の計22件の位置情報を

得ることが出来た（表5）。過去の状況をみると、大

宜味村や国頭村では普通に生息していたものと考

えられ、名護市源河においても年代は不明であるが、

生息していた可能性がある。聞き取りでは比較的

1990年代までの情報が多く、2000年以降は情報が少

なく、既存資料ではノネコなどの糞からの情報が多

く、生きた個体の情報は少ないのが現状であった。
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5．結論 

今回の調査でこれまでに未確認地域でのオキナ

ワトゲネズミの生息情報が得られ、これまでに確認

されている地域の外側を結ぶと生息地面積が約

3km2となった。これらの地域は比較的集中している

が、カメラの撮影率からその生息密度に大きな差が

あると考えられた。また、テレメトリー調査により、

本種の生態が一部明らかとなった。行動圏面積は約

3,700～5,000m2、活動は終日確認され、ノネコだけ

ではなくマングースによる捕食の危険性が高いこ

とが明らかとなった。ねぐらは複数の木の根元を用

い、出入り口も複数見られた。これはヘビ類などの

捕食者回避のためと推測される。また、競合が懸念

されているクマネズミの森林域への侵出も確認さ

れ、本種よりも高密度で生息しているものと考えら

れた。今後、オキナワトゲネズミの保全をしていく

ためには、生息地の評価（森林環境・外来種の生息

状況）が必要となってくるため、外来種の生息状況

を含んだ様々な生息環境において密度調査やテレ

メトリー調査を行い、評価していく必要がある。 
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Below foundamental ecological Research was carried out for conservation Okinawa spiny rat Tokudaia muenninki : 

1) sensar camera survey, 2) home range and activity, nest research, by using radio-telemetry, 3) fact-finding on the spot 

and existent record research.By these researches, we found that they also live low density in out of known habitats, home 

range is about 3700~5000m2 by Maximum Convex Polygon during Feb to June, adult female have exclusive home 

range, activity period found at 20-24, 5-10 o’clock, resting period found at 14-19 o’clock. They have more than three 

nests that mostly used tree root den. There are more than 2 entrances each nests. According to this research, fundamental 

ecology (home range, activity, nest environment,etc) and new habitats was revealed for the first time. 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

国内希少種のヤマネコ類と人間の共存にむけた基礎研究 
―人間活動へのヤマネコの生態学的反応― 

琉球大学ヤマネコ生態研究グループ 
伊澤 雅子1）・寺西 あゆみ1）・荒木 大輔1）・土肥 昭夫2） 

中西 希1）・Juan Jose Diaz Sacco1） 
 

Toward the coexistence of the endangered wild cats and human in Japan 
―the ecological response of wild cats to the human activity― 

Wild cats research group, University of the Ryukyus. 
Masako Izawa, Ayumi Teranishi, Daisuke Araki, Teruo Doi, 

Nozomi Nakanishi and Juan Jose Diaz Sacco 
 

本研究では2つの典型的な事例、西表島大富地域、対馬田ノ浜地域で近年行なわれた農地整備とそ

れぞれのヤマネコの関わりをヤマネコの行動圏内の環境利用から探った。2008年10月～2009年9月に、

イリオモテヤマネコの成獣メス1個体、ツシマヤマネコの成獣メス2個体、成獣オス1個体の追跡調査

を行なった。両ヤマネコとも工事区域を忌避しており、大規模な工事はヤマネコ類に負の影響を与え

ていると考えられた。2地域のヤマネコの生息地での撹乱のタイプと度合いは、工事施工時の配慮の

程度と、農業タイプに応じた改良後の環境の違いにより、異なっている可能性がある。今回、工事の

影響が評価できたのは、両地域でこれまで継続して調査が行なわれてきて、基礎資料が蓄積されてき

たことによるものが大きい。今後、このような影響評価を行なうため、また人為的改変の実施や配慮

を検討するため、継続的な生息状況の把握、人為的改変前後を含む長期的なモニタリングが必要であ

る。 

 

1. はじめに 

国内には、東南アジアに広く生息するベンガル

ヤマネコPrionailurus bengalensisの2亜種、イリオモ

テヤマネコP. b. iriomotensisとツシマヤマネコP. b. 

euptilurusが、それぞれ沖縄県西表島、長崎県対馬に

生息している。この2亜種の生息数はいずれも100頭

前後であり、絶滅が危惧されている（自然環境研究

センター 2005、琉球大学 2008）。イリオモテヤマ

ネコもツシマヤマネコも本来の生息地は自然林で

あるが、人間活動の場の周辺や人間の手の入った二

次林、耕作地も利用している。これまで、それぞれ

のヤマネコが生息する島嶼の環境、特に亜熱帯と温

帯の地理的あるいは生物相の違いにより2亜種の食

性や行動圏に関する生態学的な特徴が異なること

が指摘されている（伊澤・土肥 1991、Izawa et al. 

2009）。また、人間活動の増加は、人為的要因によ

る直接的な死亡や、生息地の分断化、人間活動回避

のような間接的要因により野生生物保全の上で重

大な脅威をもたらすことが知られている（Sinclair 

and Byrom 2006）。イリオモテヤマネコ、ツシマヤマ

ネコともに人為的な環境改変による好適生息地の

減少、生息個体数や生息状況、生息地の利用様式の

1） 琉球大学理学部海洋自然科学科：〒901-0213 沖縄県中頭郡西原町千原1番地 
2） 福岡市在住 
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図 1 調査地 

変化が報告されている（自然環境研究センター 

2005、琉球大学 2008）。 

西表島、対馬は自然環境だけでなく、人間活動の

種類、程度、質が大きく異なる。これらの違いは、

ヤマネコの生態とその生息状況に大きな差異を生

み出していると考えられ、その理解は、野生生物と

人間が相互の影響を最小として共存しつつ、今後こ

れらのヤマネコ類の保全を考えていく上で必要不

可欠である。本研究では、2亜種のヤマネコがそれ

ぞれの島嶼で、特にこれまで人為的改変の行なわれ

た地域において人間活動とどのように関わってい

るか、また人間活動によりどのような影響を受けて

いるかについて明らかにし、今後人間とヤマネコ類

の共存を考慮した保全策を構築する上での基礎資

料とすることを目的とした。 

本研究ではそれぞれの生息地で近年起こったヤ

マネコに大きな影響を与えたと考えられる2つの典

型的な事例を取り上げた。西表島の大富地域の農地

整備と道路拡幅工事、対馬の田ノ浜地域の農地整備

である。 

2．調査地 

西表島は琉球列島の最南端八重山諸島の北緯24

度15分～24度25分、東経123度40分～123度55分に位

置し、亜熱帯域に属している。島の面積は約293km2

で、83％は常緑広葉樹に覆われている。人口は約

2,000人で、ここ30年は増加傾向にある。主要産業は

本来農業であったが、近年は観光業の割合が増加し

ている。集落は沿岸部の低地に集中し、周辺は水田、

サトウキビ畑、牧場に利用されている。調査は島の

東南部に位置する大富地域で行なった（図1）。調査

地は数本の川を含み、川沿いはマングローブ林等の

低湿地が広がり、小さな沢が入り組んだ地形である。

大富地域では、1987年から大規模な土地改良事業が

行なわれ、1997年に改良区が完成した。改良区完成

後も小規模な工事は続けられており、環境は大きく

改変されている。 

対馬は九州と朝鮮半島の間、北緯34度05分～34度

42分、東経129度10分～129度30分に位置し、温帯域

に属している。島の面積は約710km2で、91％は森林

に覆われている。しかし、そのうち天然林・二次林

は約60％で、約30％はスギ・ヒノキの植林地である
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（第6・7回自然環境保全基礎調査 植生調査 環境

省自然環境局生物多様性センターより算出）。人口

は約38,000人で、ここ30年間は減少傾向にある。主

要産業は漁業、林業、農業である。調査は対馬北西

部の志多留・田ノ浜地域で行なった（図1）。調査地

は1989年に国設伊奈鳥獣保護区に指定されている。

平野と山地が複雑に入り組み、平地部は集落、水田、

畑、草地、湿地が混在している。調査地内の集落は

対馬の集落の中でも比較的人口の少ない集落であ

る。田ノ浜地域では、2004年度から農地整備の工事

が開始され、もともと農地として利用されていた場

所の区画整理、道路の拡張、ため池や用水路の整備

などが行なわれた。工事は、全工区を小さく分けて

年度ごとに違う区画において実施された。工事は

2008年度で終了したが、環境は大きく変わった。 

ヤマネコが連続して利用している志多留地域で

も合わせて調査を行なった。 

 

3．方法 

（1）捕獲 

2008年12月から2009年1月に発信機装着のために

それぞれのヤマネコの捕獲を行なった。捕獲した個

体は、体の各部位を計測し、電波発信機を装着後、

捕獲地点で放逐した。麻酔処理は獣医師によって行

なわれた。また、捕獲および処置は環境省、文化庁

の許可を受けて行なった。 

（2）ラジオ・トラッキング調査 

2009年2月から9月までに、ポータブル受信機と3

素子アンテナを用いて、1～3時間間隔で10～20日間、

ヤマネコの追跡調査を行なった。発信電波の方位探

査は2点以上の位置から行ない、ハンドヘルド型GPS

によって測位した測定位置と角度からLoas 4.0を用

いて個体の位置座標をUTM座標系で算出した。また、

Arc GISを用いて、100％最外郭法で行動圏を推定し

た。 

（3）自動撮影装置によるモニタリング調査 

西表島大富地域において環境省西表野生生物セ

ンターによって設置されている自動撮影装置の記

録を借用し参照した。また、2008年10月から2009年

9月まで、自動撮影装置を対馬志多留・田ノ浜地域

に12ヶ所設置した。なお、2008年10月から2008年12

月にはツシマヤマネコの捕獲のため、カメラの前に

餌を置き誘引したが、その他の時期には誘因は行な

わなかった。撮影されたヤマネコ類は額・胸の模様

や耳切れ、発信機の色によって個体識別を行なった。 

（4）環境ゾーニングマップ 

人為的な環境改変の影響を評価するために、調査

地での環境調査をもとに国土地理院土地利用メッ

シュデータ、環境省自然環境センター第6回・第7回

自然環境保全基礎調査の植生図を用い、環境ゾーニ

ングマップを作製した。それぞれの調査地の環境タ

イプを以下に示す。 

【西表島：大富地域】 

1）自然林：近年伐採されていないケナガエサ

カキ－スダジイ群落 

2）二次林：ハドノキ－ウラジロエノキ群落、

リュウキュウマツ林 

3）草 地：水田、ススキ草地 

4）農 地：牧草地、サトウキビ畑（農地整備の

行なわれた地域） 

5）植林地 

6）住宅地 

【対馬：志多留・田ノ浜地域】 

1）針葉樹林：スギ、ヒノキの植林地 

2）落葉樹林：コナラ、ノグルミなど 

3）照葉樹林：常緑樹、シイ、ヤブツバキなど 

4）低湿草地：水田、休耕田 

5）草  地：ススキ、伐採跡地 

6）笹  林：密生したメダケの単一群落 

7）工事区域：工事終了直後の2008年度の工区 

（5）行動圏内の環境解析 

各個体の行動圏内の利用環境を調べるために、行

動圏内の環境解析を行なった。個体位置と環境ゾー

ニングマップを重ね合わせ、各環境区分内のヤマネ

コの個体位置数が全個体位置数に占める割合をヤ

マネコの環境利用度とした。この環境利用度と各環

境区分が行動圏内に占める割合からIvlevの選択指

数（E）を算出した。行動圏内の各環境区分の面積は

Arc GISを用いて算出した。選択指数（E）は、0＜E≦

1ならば嗜好性、－1≦E＜0ならば忌避性、E＝0であ
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表 1 各追跡期間における行動圏サイズ 

＊個体位置数の少ない月の行動圏サイズは参考

値として示す。 

 

れば選択性のないことを示す。 

解析には、イリオモテヤマネコではE-083の2009

年2月から9月にラジオ・トラッキング調査で得られ

た全個体位置を用いた。ツシマヤマネコではCFT-24、

CFT-28、CMS-29の2009年4月と9月にラジオ・トラ

ッキング調査で得られた個体位置を用いた。ただし、

個体位置数の少なかったCFT-28の4月については除

いた。 

また、個体位置が十分に得られたツシマヤマネコ

については移動経路としての環境利用に関する解

析も行なった。50％固定カーネル法を用いてコアエ

リアを推定し、方位探査の間隔が2時間以内で、か

つ、コアエリアへの出入りとコアエリア間の移動に

用いたものだけを「移動経路」とした。これを環境ゾ

ーニングマップと重ね合わせ、移動経路の線分を環

境区分で区切り、環境区分ごとの合計線分長を実測

値とし、ヤマネコの環境利用度とした。この環境利

用度と各環境区分が行動圏内に占める割合から

Ivlevの選択指数（E）を算出し、移動経路としての環

境選択性を調べた。 

 

4．結果 

（1）イリオモテヤマネコについて 

1）調査地で確認されたヤマネコ 

捕獲調査では、成獣メス1個体（E-083）を捕獲し、

発信機を装着した。E-083は今回の捕獲が初めての

確認であるが、経産個体であったため、イリオモテ

ヤマネコのメスについてのこれまでの知見から判

断して、以前からこの地域に生息していた個体であ

ると考えられた。自動撮影調査により、大富地域で

は他にも定住オス2個体の生息が確認された。 

2）行動圏 

E-083は大富地域西部に行動圏を維持していた

（図2a）。全調査期間中の行動圏面積は199.12haであ

った（表1）。どの追跡期間にも調査地西部の森林を

必ず利用していた。 

3）行動圏内の環境利用 

E-083の行動圏内に含まれた環境タイプは、自然

林、二次林、草地、農地の4つのみで、住宅地と植

林地は含まれなかった。E-083は行動圏内で、農地

と自然林を忌避し、草地と二次林を選択的に利用し

ていた（図2a、表2a）。また、E-083の行動圏内には川

が流れており、その付近を高頻度に利用していた。 

（2）ツシマヤマネコについて 

1）調査地内で確認されたヤマネコ 

捕獲調査では、成獣メス2個体（CFT-24、CFT-28）、

亜成獣メス（CFT-27）、成獣オス1個体（CMS-29）を捕

獲し、発信機を装着した。CFT-24は、2005年に田ノ

浜地域で初めて捕獲されており、今回は3回目の捕

獲であった。それ以外の個体は今回の捕獲が初めて

の確認であった。捕獲調査終了後、自動撮影調査で

はヤマネコが48回撮影され、発信機を装着していな

い個体が2～4個体確認された。 

2）行動圏 

捕獲個体のうち、成獣メスCFT-24、CFT-28、成

獣オスCMS-29は志多留・田ノ浜地域に定住してい

た（図2b～d）。行動圏サイズはそれぞれCFT-24が

125.92±12.65ha（平均±SD、n=4）、CFT-28は十分な

個体位置が得られた月で99.85ha（n=2）、CMS-29は

217.19±98.84ha（n=4）であった（表1）。CFT-28、

CMS-29は9月に行動圏サイズが急激に大きくなっ 
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図2 ヤマネコ類の行動圏と行動圏内の環境区分 

 

a イリオモテヤマネコ 成獣メス E-083 

2009年2～9月に得られた全個体位置と100％最外

郭法を用いた行動圏を示す。 

 

 

 

 

 

 
b ツシマヤマネコ 成獣メス CFT-24 

ツシマヤマネコについては破線が2009年4月、 

実線が2009年9月の行動圏を示す。 

 

 

 

c ツシマヤマネコ 成獣メス CFT-28 

 

 

 

d ツシマヤマネコ 成獣オス CMS-29 
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表2 ヤマネコ類の環境選択性 

a イリオモテヤマネコ（2009年2～9月の全個体位置を用いた） b ツシマヤマネコ 

Ivlev の選択指数（E）は0＜E≦1ならば嗜好性、－1≦E＜0ならば忌避性、E＝0であれば選択性のないこ

とを示す。 

 

ているが、これはこの月に初めてこれまでの行動

圏からはずれた場所の利用が確認されたためであ

った。しかし、そこはトラッキングが困難な場所

であるため、それ以前に利用していなかったかにつ

いては確証がない。CFT-24 と CFT-28 は隣接した行

動圏を持ち、CMS-29 はそれらを包含する行動圏を

持っていた。 

9月の各個体の行動圏内に占める2008年度工事区

域の割合は、CFT-24が4.83％（2004～2008年度の全工

事区域については17.85％）、CMS-29が1.47％（全工

事区域では5.85％）で、CFT-28は行動圏内に工事区域

を含まなかった（図2b～d）。 

3）行動圏内の環境利用 

3個体とも針葉樹林、落葉樹林、照葉樹林を忌避

し、低湿草地、笹林を選択していた（表2b）。行動圏

内に工事区域を含むCFT-24、CMS-29は4月、9月と

も工事区域を忌避していた。 

行動圏内に工事区域を含まないCFT-28は移動経

路として針葉樹林、落葉樹林、照葉樹林を忌避し、

低湿草地、草地、笹林を選択的に利用していた（表

2b）。工事区域周辺を利用するCFT-24とCMS-29は、

工事区域以外ではCFT-28と同じ傾向を示した。

CFT-24は、4月には工事区域を忌避していたが、9月

には選択していた。CMS-29は、4月と9月のどちら

も移動経路として工事区域を忌避していた（表2b）。 

 

5．考察 

（1）イリオモテヤマネコについて 

西表島の大富地域では1987年から沖縄県により

大規模な農地整備事業が行われ、イリオモテヤマネ

コの生息環境は大きく変化した。この工事によって

森林面積が減少し、この地域におけるイリオモテヤ

マネコの生息数が減少したことが報告されている

（渡辺ほか 2002）。しかし、今回追跡した成獣メス

E-083とほぼ同じ場所に行動圏を維持していた定住

オスが、農地整備区の中に残された河川沿いの潅木

林をコリドーとして利用していたことが報告され

ており（田中 2005）、イリオモテヤマネコが農地整

備区に残されたわずかな環境を利用して生息を続

けていたと考えられる。E-083は行動圏内に農地を
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含んでいたが、ほとんど利用することはなく忌避し

ており、これまで指摘されたように農地整備区はイ

リオモテヤマネコの生息地としての質は良くない

と考えられる。環境選択性解析の結果、ヤマネコの

生息地として好適であるはずの自然林が忌避され

ており、二次林が選択的に利用されていた。これに

は西表島の二次林の性格と地形的要因が関わって

いる。西表島の二次林は伐採後ほぼ自然に回復して

いる森林であり、亜熱帯という気候から森林回復も

早いと考えられるため、伐採から十分に時間が経過

した二次林はヤマネコにとって自然林と変わらな

い生息環境であると考えられる。一方、地形を見る

と、E-083の行動圏は河川に沿った低地を中心に広

がっており、これらの地域は全て二次林であるのに

対し、行動圏の東部にあたる自然林は標高が上がる

斜面になっている。イリオモテヤマネコは傾斜の大

きい場所を避け、谷沿いを移動することが報告され

ている（渡辺ほか 2002）。すなわち、E-083は餌動物

が豊富であると考えられる河川沿いの低湿地を利

用することができたため、傾斜のきつい自然林をあ

えて利用することなく生活できていたと考えられ

る。 

また、E-083が経産個体であったことからも、こ

の地域が土地改良区の近くであっても繁殖が可能

な好適な生息環境であることが示唆される。 

（2）ツシマヤマネコについて 

対馬の田ノ浜地域では2004年度から2008年度に

農地整備工事が行なわれ、ツシマヤマネコの生息地

の利用様式が変化したことが考えられる。今回、行

動圏内に工事区域を含む個体はどちらも2008年度

の工事終了直後の4月、工事終了後6ヶ月経過した9

月、いずれの場合も工事区域を忌避していた。この

ことから、工事終了後から6ヶ月経過しても工事区

域は生息地として好適でないと考えられる。また、

志多留・田ノ浜地域のツシマヤマネコは、4月、9月

のいずれの月も針葉樹林、落葉樹林、照葉樹林を忌

避し、低湿草地、笹林を選択していた。忌避してい

た環境は調査地内の山地環境、選択していた環境は

低地環境である。ツシマヤマネコは低地部では植生

被覆が高い地域、水田・低湿草地、水系・林縁部の

周辺を特に選択していることから（渡辺ほか 2003）、

工事区域を除いた他の環境選択性は、これまでと変

わらなかったと考えられる。 

移動経路としては、成獣オスCMS-29が4月、9月

ともに工事区域を忌避していたのに対して、成獣メ

スCFT-24は、4月には工事区域を忌避していたが、9

月には移動経路として工事区域を利用していた。環

境が大きく改変され、生息に不適と考えられる工事

区域であっても、工事終了後6ヶ月で直接的な工事

活動のない回復期には移動経路として次第に利用

されるようになり、コリドーとしての役割を果たす

ようになる可能性が示唆された。これは、元々、低

湿草地であった工事区域が工事前の状態に戻りつ

つあり、もとの形態で利用され始めたと考えられる。 

このような利用の回復が、CFT-24だけに見られた

ことは、行動圏の位置と関係があると考えられる。

行動圏サイズが大きく、工事区域以外にも利用可能

な地域を広く持つCMS-29に対し、CFT-24は行動圏

の中心で工事が行なわれ、さらに周辺にも同性の他

個体CFT-28がすでに定住していることから、利用で

きる地域が限られていた。また、ツシマヤマネコの

メスは、オスに比べ定住性が高いことが知られてい

る（前川 1998、上野 2001）。改変後の利用の回復に

は、行動圏内に工事区域が占める割合や各個体の行

動圏配置、性別などが影響している可能性がある。 

生息好適地の改変、減少はあったものの、成獣メ

スCFT-24、CFT-28が定住しており、かつ経産である

こと、また亜成獣個体が捕獲されたこと、仔ネコの

目撃などからも田ノ浜地域はツシマヤマネコにと

って重要な生息地の一つであると考えられる。 

（3）人間とヤマネコ類の共存にむけて 

大規模な工事はヤマネコ類の好適生息地の減少

を引き起こし、生息地の利用様式の変化をもたらし

た。生息地の質は悪化し、ヤマネコ類に負の影響を

与えていると考えられる。広域、大規模な環境改変

によりヤマネコ類が生息できなくなることや個体

群密度が減少することも予想される。 

今回、それぞれのヤマネコの人為的改変の行なわ

れた地域における行動圏内の環境利用から人間活

動との関わりを探った。西表島の大富地域も対馬の
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田ノ浜地域も、これまでの報告通り、どちらもそれ

ぞれのヤマネコの最重要生息地の一つと言える地

域であった。また、いずれも工事以前からヤマネコ

の調査とモニタリングが続けられてきた地域であ

る。今回の結果から、両地域の農地整備後、イリオ

モテヤマネコもツシマヤマネコも人為的に改変さ

れた環境を忌避していることが明らかになった。 

西表島では1987年～1997年度に農地整備事業が

行なわれ、その後も小規模な改変が行なわれてきた。

農地整備における自然環境への配慮という観点か

らは河辺林を残すという程度のことしか行なわれ

なかった。イリオモテヤマネコは2005年には土地改

良区に残された河辺林などわずかな環境を利用し

ているのみであることが報告されており（田中 

2005）、工事終了から12年が経過した今回の調査で

も農地整備区域はヤマネコに忌避されているまま

であった。 

対馬では2004年～2008年度に農地整備事業が行

なわれ、西表島での事業時に比べて野生生物への配

慮が強く望まれる時代にあったこともあり、工事期

間の設定や方法、工区内の環境整備等についてかな

り議論がされた上で実施された。現在のところ西表

島の場合と同様に工事区域は忌避されているが、回

復しつつある工事区域をコリドーとして利用し始

めている個体がいることはわかった。しかし、行動

圏と工事区域の位置関係によっては大きな影響を

受けている個体もいた。今後、本地域についてどの

程度、工事区域の利用が回復しうるか、また長期的

にどの程度個体群密度や繁殖に影響があるかなど

について、継続したモニターが必要である。 

この2つの地域に対するヤマネコの生息地として

の撹乱のタイプと度合いには、上に述べたように時

代の違いによる工事の際の配慮の程度の違いがあ

る。何らかの配慮をすることがある程度の効果をも

たらすことは両地域に共通している。両地域の相違

点として、もう一つは、各島嶼での農業タイプの違

いからくる改良後の環境の違いがある。西表島の場

合はサトウキビ畑としての利用であり、未利用地も

乾燥草地になっている。イリオモテヤマネコの餌動

物は少ないことが予想され、水系のある河辺林に利

用が集中している。一方、対馬の場合は改良後の利

用は水田であり、ため池、水路を含む水系が維持さ

れている。また、冬季灌水も野生生物のための配慮

として推奨されており、冬鳥やカエル類の生息が確

認されている。ツシマヤマネコの主要な餌動物であ

るネズミ類の状況については今後の調査を待ちた

い。また、両地域について、今回、および今後も影

響評価ができる背景にはこれまでそれぞれの地域

で調査が継続されてきた蓄積があったことが大き

い。 

どちらも小島嶼に生息する個体群であり、ある程

度は人為的に環境が悪化した地域でも生息を続け

ざるを得ない状況はある。しかし、影響の受け方は、

生息している個体の質や行動圏の配置によって、ま

た、工事時の配慮やその後の利用形態によって、か

なり異なると考えられる。今後、人為的改変にあた

って、全面的に行なうべきでないケース、適正な配

慮によって影響を軽減できるケース、その場合の配

慮のやり方を判断するには、通常の継続的な生息状

況の基礎的把握、工事の前後の長期的なモニタリン

グが必要であると考えられる。 
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We investigated the habitat use patterns of the Iriomote cat and the Tsushima leopard cat in the re-developed 

agricultural areas in Otomi area on Iriomotejima Island and Tanohama area on Tsushima Islands, respectively. We 

conducted the radio-tracking surveys on one adult female Iriomote cat, and two adult female and one adult male 

Tsushima leopard cats. Both wild cats avoided re-development areas. It suggested that the large-scale construction 

negatively affected the wild cats. The type and degree of disturbance were different between two areas, in relation to the 

degree of the attempt to reduce the effect by re-development activity and the agricultural type after re-development. 

Having conducted long-term ecological surveys on the wild cats enables us to assess the effect of redevelopment in this 

study. The monitoring of the habitat selection and spacing pattern of the wild cats in these areas should be continued to 

understand the wild cats' population trend in the future. 
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霧ヶ峰におけるイタドリ緑化導入個体による 
地域個体群の遺伝的影響の分析 
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Tatsuaki Kobayashi, Kaori Shimizu and Koichi Uehara 

 

霧ヶ峰高原は古くから景勝地として知られる。本研究は霧ヶ峰高原において自生するイタドリの地

域個体群と道路工事などに伴う緑化事業により外部より導入された個体との関係性を分子マーカー

を用いて明らかにした。現在、著者らは国内各地でイタドリの調査を行っており、国内の遺伝的重要

単位地図の作成を目指している。国内のイタドリの種内変異、地域性系統の中で霧ヶ峰のイタドリが

どのような位置にあるのか解明を試みた。霧ヶ峰地区の自然地域周辺と自動車道路沿いなどで調査と

サンプリングを行い、そのうち12地点の個体からDNAを抽出した。あわせて関東各県と新潟、岐阜、

石川、富山、高知で採集した個体からもDNAを抽出し、葉緑体DNAのrbcL～accD領域、核DNAのITS

領域のダイレクトシークエンスを行い系統樹を構築した。解析の結果、霧ヶ峰のイタドリは10ヶ所は

単系統となったが、霧ヶ峰に隣接する諏訪市の人里地区の1ヶ所と、踊場湿原入り口の自動車道路沿

いの個体は系統が異なっており、他地域から持ち込まれたものである可能性が示された。 

 

1．はじめに 

緑化事業は地球環境や地域環境の改善に重要な

役割を担っている。しかし緑化により人為的に導入、

植栽された植物はその地域に生きる在来の個体群

に様々な影響を及ぼし、自然を守るはずだった緑化

という行為が在来の生態系にダメージを与え自然

を脅かしている例が報告されている。緑化事業の当

初は外来種が使用され、侵略的外来種として生態系

に大きな悪影響を与えた。1970年代からは生態系へ

の影響に配慮し在来種が用いられるようになった

が、それらも種内変異により地域ごとに独特の遺伝

的形質を持つものも多く、そうした地域個体群が持

つ独自の遺伝的特徴が他地域に由来する個体や栽

培個体を用いた緑化事業により失われる可能性が

指摘された。 

イタドリは日本と周辺のアジア地域に分布する

大型多年生草本で､ 雌雄異株であり、昆虫によって

広範囲で受粉し、翼のついた種子は風によって散布

される。染色体数は2n = 4x、8x = 44、88であること

が報告されている（Beerling et al. 1994）。雌雄株どち

らも繁殖力が強く（Iwata et al. 2006）、地下茎を伸ば

して急速に生長し、群落を形成する（Wymer et al. 

2007 ）。地下茎は横に 15 ～ 20m までに生長し

（Locandro 1973、Conolly 1977）、茎の断片が0.7gほど

あれば新しい植物体を形成できるといわれている

（Brock and Wade 1992）。また、様々な生育環境に適

応可能なことから、崩壊地のような不安定な土壌条

件下における先駆植物とされている（Shiosaka and 

1） 千葉大学大学院園芸学研究科：千葉県松戸市松戸648 
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Shibata 1993）。また、部分的に硫黄酸化物に抵抗す

る機能を持ち（Natori and Totsuka 1984）、大気が硫黄

酸化物に汚染された草地における優占種のひとつ

で（Yosioka 1974）、日本では火山の溶岩地帯に早く

から侵入するパイオニア植物でもある。 

イタドリは種内変異に富み、いくつかの外部形態

の変異が認められる（Makino 1961、Kitamura and 

Murata 1963、Kitagawa 1982）。例えば、高山帯に生

育するイタドリは低地帯のものとは著しく異なり

矮生型をしており（オノエイタドリ: Shiosaka and 

Shibata 1993）、北陸や東北に生育しているものは、

葉の表面に毛のような突起がある（ケイタドリ : 

Inamura et al. 2000）。そのほかにも花色が赤いベニイ

タドリ、伊豆七島に見られるハチジョウイタドリな

どの地域性系統が知られる。また、近縁種として本

州日本海側と北海道に分布するオオイタドリが知

られ、両種の雑種も存在する。イタドリは国内では

在来種の緑化植物として､道路工事等で出来た裸地

に人為的に導入・植栽されたが､現在ではそのこと

が、イタドリの地域個体群の特性を失わせる原因と

して問題視されている。 

近年、生物多様性の保全は種レベルより小さい、

地域個体群の遺伝情報を重視したESU（Evolutionary 

Significant Unit: 進化的重要単位）に基づいた遺伝子

レベルの多様性の保全対策が必要になってきた。た

とえ同種の植物を国内他地域から移植する場合で

あっても、移植される植物の遺伝的背景が異なる場

合、交配により在来植物の地域的遺伝的特徴を失わ

せる結果となることが危惧される。 

その一方でイタドリは、園芸植物として19世紀の

英国に導入されて以来、現在はヨーロッパ各地、北

米、オセアニアにまで分布を広げ、きわめて悪質な

侵略的外来種と認識されている。 

本研究では八ヶ岳中信高原国定公園中央に位置

する霧ヶ峰高原において自生するイタドリの地域

個体群と道路工事などに伴う緑化事業により外部

より導入された個体との関係性を分子マーカーを

用いて明らかにする。現在、著者らは国内各地でイ

タドリ・オオイタドリの調査を行っており、国内の

遺伝的重要単位地図の作成を目指している。国内の

イタドリの種内変異、地域性系統の中で霧ヶ峰のイ

タドリがどのような位置にあるのかを明らかにし

たい。 

霧ヶ峰高原は古くから景勝地として知られ昭和

14年に国指定天然記念物に指定されるなど環境保

護が意識されつつもスキー場・道路建設など開発も

行われ、一部にイタチハギなど外来種の定着も認め

られる。 

当地においてイタドリは草原や湿地植生の構成

要素として重要な役割を果たしているが、緑化によ

り導入されたイタドリは地域個体群と同種である

ため容易に交配可能であり、外来個体群の遺伝的な

影響が危惧される。本研究ではイタドリの地域性系

統、緑化導入個体、交配が起こった集団を遺伝的に

識別し、地域個体群への影響を明らかすることを目

的とする。 

 

2．材料と方法 

2008年10月、2009年7月に霧ヶ峰において現地調

査を行い霧ヶ峰高原に近接する諏訪湖周辺の市街

地から、霧ヶ峰高原の中心である八ヶ島湿原周辺ま

で生育するイタドリ個体群の詳細な調査・サンプリ

ングを行い、外部形態観察用のさく葉標本、葉の一

部をDNAサンプル用に採集した。生態的特性の調査

も同時に行った。霧ヶ峰高原では自動車道路沿いか

ら八島ヶ原湿原、車山湿原周辺の自然地域まで21地

点でサンプリングを行った（図1）。霧ヶ峰以外の地

域では、共同研究者や研究協力者の協力を得て、こ

れまでに25都県44地域から100以上のサンプルを得

ているが、関東、中部、北陸のサンプルを中心にDNA

抽出を行い、比較解析に用いた。 

これらの各地点で採集したサンプルのうち各1

～2個体の葉を、Micro SmashTM MS-100（TOMY）で

粉 砕 後 、 BioSprint15 （ QIAGEN ） 、 QuiqkGene S 

（FUJIFILM）、DNeasy Plant Mini Kit（QIAGEN）を用

いてDNA抽出を行った。 

サンプリングにより得られたイタドリの葉から

DNAを抽出し、各集団から葉緑体DNAのrbcL～accD

遺伝子間領域、核DNAのITS領域をダイレクトシー

ケンスにより塩基配列を解析した。 
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図1 霧ヶ峰のイタドリ採集地点 

霧ヶ峰付近のイタドリ採集地点を示す 

DNA塩基配列の解析はABI PRISM 3100 Genetic 

Analyzer（Applied Biosystems）を用い、得られたサン

プルの塩基配列データは、AutoAssenbler（Applied 

Biosystems）を用いてアッセンブルし、コンセンサス

シーケンスデータを作成した。このデータを用い、

GENETYX-WIN Version 4.0.2を使用してアライメン

トを行い、その後、PAUP＊4.0bを用いてMP法（最節約

法）による系統樹を構築した。また、ブートストラ

ップ法による統計学的検定も行った。 

 

3．結果 

（1）葉緑体ＤＮＡ 

葉緑体DNAについては関東及び中部地方、伊豆大

島、高知県の13地点から、各1個体ずつの計13サン

プルを用い、rbcL～accD領域のダイレクトシークエ

ンスを行い約1,400bp中の1,334bpの塩基配列を確定

した。これをアライメントすると共に比較解析し、

17ヶ所で変異を見いだした。そこで、得られた配列

をPAUP＊4.0bを用いて最節約法系統樹を構築した

（図2）。外群には塩基配列データベースからP. 

weyrichiiを用いた。 

（2）核ＤＮＡ 

関東及び中部地方（万座、谷川岳、須坂、甲府、

日光、松戸、君津、江ノ島、富士山）、伊豆大島、

北陸地方（長岡、富山、石川）、東海地方（岐阜）、高

知県四万十の18地点から、各1～2個体ずつの計29サ

ンプル、および霧ヶ峰地区の12地点（19個体）のサン

プルを用い、核DNAのITS領域のダイレクトシーク

エンスを行った。約700bp中の560bpの塩基配列を用

いてアライメントすると共に比較解析し、36ヶ所で

変異を見いだした（図3）。得られた配列をPAUP＊4.0b

を用いて近隣結合法（核DNA系統樹1：図4）および最

節約法系統樹を構築した（核DNA系統樹2：図5）。外

群には塩基配列データベースからP. aviculare を用

いた。また、調査サンプリング時に採集したオオイ

タドリ（万座d）も解析に加えた。 

 

図2 葉緑体DNA系統樹(再節約法) 

再節約法による葉緑体DNAのrbcL-accD

領域を用いた分子系統樹 
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4．考察 

（1）葉緑体ＤＮＡの系統解析 

葉緑体DNAの最節約法系統樹では、大きく2つの

クレードi、iiに分かれた（図2）。クレードiは、新潟

県長岡と関東周辺の個体群で構成され、ブートス

トラップ値は84％であった。クレードiiは霧ヶ峰の

個体で構成され、ブートストラップ値は95％であ

った。 

伊豆大島と高知県四万十は核DNAの解析結果と

同様に明確に分類できなかった。また、長野県北部

須坂も主なクレードから外れ、単独で系統樹の基部

から分枝した。この結果は、Inamuraら（2000）の先行

研究において、長野県小県郡の個体群のみが周辺地

域の系統から外れた結果と一致している。 

この葉緑体DNAの解析結果では、長岡市と関東周

辺に分布する系統と霧ヶ峰高原に分布する系統が

存在することが判明した。また、この結果はInamura

ら（2000）の先行研究結果とほぼ一致し、さらにその

結果に関東地域の個体群の系統を加えることがで

きた。 

（2）核ＤＮＡの系統解析 

核DNA系統樹1（図4）では、大きく2つのクレードI、

IIに分かれた。クレードIは、新潟県長岡と長野県須

坂、富山、石川で構成され、ブートストラップ値は

100％であった。クレードIIは霧ヶ峰～富士山の長野

県中部から関東地域周辺の個体群で構成され、ブー

トストラップ値は57％の支持であった。 

核DNA系統樹2（図5）では、系統樹の信頼性が低く

核DNA系統樹1のクレードIIが不明瞭になり、クレー

ドIも含まれた。しかし、核DNA系統樹1でクレード

Iとなった新潟県長岡、長野県須坂、富山、石川の北

陸日本海側地域で構成されるクレードが認められ

た、ブートストラップ値は、核DNA系統樹2では

99％であった。そのほか、霧ヶ峰を含む関東地域

周辺、伊豆大島、岐阜、高知県四万十はその分岐の

信頼性が低く不十分で箒状となった。 

高山地域、富士山のサンプルは低地サンプルの葉

形とは異なり矮生型であった。このため、富士山は、

低地サンプルとは分子系統的に区別されると推測

した。しかしながら、本研究ではその系統に明確な

特徴を示すことは出来なかった。このことから、富

士山の特徴的な葉形は、単に森林限界という特殊な

生育環境に適応するために分化した生態型ではな

いかと考えられる。 

今回の核DNAの系統解析では、長野県の中部から

群馬県の谷川岳を境として北陸日本海側のイタド

リの系統が一つのクレードにまとまることが判明

した。しかし、分岐の信頼性は低く箒状になり、詳

細な分類には至らなかった。 

（3）核ＤＮＡと葉緑体ＤＮＡの解析結果の比較 

葉緑体DNAの系統樹（図2）と核DNAの系統樹（図

4、5）を比較すると、図2で別なクレードに属して

いる新潟県長岡と須坂が、図4、5では同じクレー

ドを構成しており、核DNAと葉緑体DNAの系統樹

における長岡の位置が異なっている。このように

なった原因として、葉緑体遺伝子の浸透の可能性

が考えられた。 

葉緑体遺伝子の浸透は、同じ種であるが系統の異

なる2つの個体の交雑により生じた種内雑種が、両

親と同系統の個体との戻し交雑を繰り返していく

ことで、片方の系統の葉緑体遺伝子が、一方の系統

の個体に入り込んでしまう現象である（綿野 2001）。

葉緑体遺伝子は母性遺伝のため、系統の異なる父親

（花粉親）と母親（胚珠親）が交配することで母親の

葉緑体遺伝子が入り込んでしまう遺伝子浸透が起

こる事が知られている。 

このことから、今回の結果について考えると、長

岡は、須坂と単系統であったが関東周辺の個体群と

の交配により、関東周辺の個体群の葉緑体遺伝子が

浸透したと推測できる。しかし、現段階では解析集

団や解析領域が少なく、また核遺伝子の浸透や水平

伝播などの他の原因も考えられるため、原因につい

ては断言できない。サンプル数や解析領域を増やし、

詳細な系統分布を把握することで明確にできるだ

ろう。また、霧ヶ峰も図3では関東周辺とクレード

を構成していたが、図2では関東周辺とは別のクレ

ードを構成しており、核DNAと葉緑体DNAの系統樹

における位置が異なっている。この原因についても、

前述の長岡と同様に葉緑体遺伝子の浸透が考えら

れる。 
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（4）霧ヶ峰のイタドリ 

霧ヶ峰のイタドリは近隣結合法系統樹（図4）では

霧ヶ峰b、d、g、h、k、q、sが単系統となり、霧ヶ峰

aと霧ヶ峰m、t、霧ヶ峰i、霧ヶ峰oが別の系統となっ

た。また、再節約法（図5）では霧ヶ峰b、d、g、h、k、

m、o、q、s、t が単系統となったが霧ヶ峰aと霧ヶ峰

iが別の系統となった。このうち霧ヶ峰m、t は自然

地域にあり、比較的近い群馬県の万座と同じ系統に

なり地理的に近いため、遺伝的に近い系統が自然地

域に分布している可能性が示唆された。霧ヶ峰oも

自然地域であった。これらは再節約法系統樹（図5）

では単系統となった。霧ヶ峰aと霧ヶ峰iは近隣結合

法系統樹（図4）、再節約法系統樹（図5）でともに同じ

結果が得られている。霧ヶ峰aは諏訪市から霧ヶ峰

高原に上る市街地道路沿いにあり、人里地域である

ことと、霧ヶ峰地区から離れているため異なる系統

になったと考えられた。自動車道路沿いで、人為的

に造成された法面で生育していたため、造成の土に

種子が混ざっていたか、あるいは緑化により他地域

から種子が持ち込まれた可能性もある。一方、霧ヶ

峰iは伊豆大島の個体と同じクレードになった。これ

は踊場湿原入り口の自動車道路近くに位置してお

り、これも、緑化事業あるいは通行する自動車など

に付着した種子がこの地域で発芽育成した可能性

が考えられた。伊豆大島の個体と単系統になったこ

とから、関東南部、伊豆地方から種子が持ち込まれ

た可能性が考えられた。いずれにしろ、系統樹の分

枝が不明瞭であり、霧ヶ峰地域内の自生個体の変異

である可能性も残されている。今後、解析塩基数を

増やし、より正確で詳細な系統樹を作成し、検討す

る必要があると考えられた。 

霧ヶ峰のイタドリは、今回解析した個体について

は地域内の大部分で単系統となり地域個体群であ

ると考えられたが、自然地域の地域性系統にもいく

つか変異があることがわかった。周辺部（霧ヶ峰a）

と地域内の自動車道路沿いに（霧ヶ峰i）異なる系統

の個体が認められた。特に霧ヶ峰i個体は踊場湿原の

保護地域に隣接しており今後より詳細な生態遺伝

学的調査、遺伝的解析と、対応が求められるものと

考えられた。 

 

図3 核 DNA ITS 領域の変異 

核 DNA の ITS 領域に認められる変異 
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図4 核DNA系統樹1(近隣結合法) 

近隣結合法による核DNAのITS領域を用いた分子系統樹 

 

 
図5 核DNA系統樹2(再節約法) 

再節約法による核DNAのITS領域を用いた分子系統樹 
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5．今後の展望 

本研究では、確定できた核DNAの塩基配列がまだ

短く系統樹の信頼性が低かった。今後他の領域のシ

ークエンスを行い、データ量を増やしていく必要が

ある。それと平行し、国内全域のイタドリの遺伝的

解析を行うことで、イタドリの進化的重要単位

（ESU）の地域的区分が確立し、イタドリの地域性系

統の保全、人為的に導入され定着したイタドリ個体

の識別と、その起源の推定、地域性系統との交配の

実態が明らかになるものと考えられる。 
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Kirigamine highland is known from of old as scenic sites. This research clarified the relations of two with a molecular 

marker. This research clarified the relations of the regional population of Polygonum cuspidatum that grows naturally in 

Kirigamine highland and individual introduced from the outside by greenery business according to road works, with a 

molecular marker. Authors investigate conservation biology of P.cuspidatum in various places. Authors are aiming at 

making map of Evolutionarily Significant Unit of P.cuspidatum in Japan. We try to clarified that the phylogeny of 

P.cuspidatum in Kirigamine highland. We investigated the surrounding of a natural region, and along the motoring road 

of Kirigamine highland, and DNA has been extracted from the individual of 12 points. DNA is additionally extracted 

from the individual collected with each prefecture in Kanto, and Niigata, Gifu, Ishikawa, Toyama, and Kochi. We 

constructed phylogenetic tree using rbcL-accD region of chloroplast DNA, and ITS region of nuclear DNA. As a result of 

the analysis, ten places of P. cuspidatum in Kirigamine highland became a monophyletic group. As for the individual 

along the motoring road of the village district in Suwa City that is adjacent to Kirigamine highland and Odoriba 

marshland entrance, are different. It was possibility that it was the one that had been brought in from another region. 
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カンムリウミスズメは、日本近海のみに生息する小型海鳥である。個体数は減少していると考えら

れており、近年保全の必要性が高まっている。本研究では、三浦半島における本種の再発見された生

息地での分布および繁殖の可能性の調査を行った。小型漁船を用いた分布調査により、本種の三浦半

島周辺における分布域は剣崎沖から鎌倉沖までの三浦半島沿岸域に広がっていることが明らかにな

った。特に城ヶ島の長津呂崎周辺には分布が集中していた。また、2月から5月にかけては三浦半島周

辺では高い頻度で観察され、少なくとも40羽以上がこの海域に生息していることが示唆された。繁殖

地の調査では、3地点で10回の調査を行ったが、繁殖に関する手がかりを得ることが出来なかった。

船上調査ではヒナを伴った家族群は観察されなかったが、5月にヒナの目撃情報が寄せられた。今後

は本年度の調査で明らかに出来なかった家族群の生態、未調査の繁殖適地での繁殖調査などが課題で

ある。 

 

1．はじめに 

カンムリウミスズメSynthliboramphus wumizusume

（写真1）はチドリ目ウミスズメ科に属する全長24cm

ほどの海鳥である。分布域は日本列島とその周辺地

域の海域に限られ、個体数は10,000羽以下と推測さ

れている（Gaston 1998）。IUCNのレッドリストでは

Vulnerable、環境省RDBでは絶滅危惧Ⅱ類、また国

の天然記念物の種指定を受けている世界的な希少

種である。 

本種は2月から4月にかけて島嶼の岩の割れ目等で

営巣し、繁殖期以外は基本的に陸には上がらず海上で

生活する。繁殖地としては、宮崎県門川町枇椰（びろ

う）島、三重県紀北町耳穴（みみあな）島などが知られ

ている。太平洋岸の繁殖地では静岡県下田市沖の神子

元（みこもと）島が北限である（樋口 1979）とされ、伊豆

諸島には350～850つがいが繁殖している（carter et al. 

2002）。本調査の対象地である三浦半島周辺海域にお

いては、1920年代には「相模灘から三崎沖にかけては

普通のもの」とされ、1921年5月にはヒナの採集記録が

ある（山階 1936）が、1930年代以降は断片的な記録があ

るのみである。樋口（1979）は、三浦半島においては少

なくとも現在は繁殖していない、としている。 

ところが、2004年から三浦半島南端の城ケ島にお

いて、海鳥類の渡りの状況を把握することを目的と
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した調査が当グループにより始まると、本種は城ケ

島の長津呂（ながとろ）崎においては、毎年2月から5

月に継続的に観察されることが明らか（日本野鳥の

会神奈川支部 2007）となった。さらに2008年5月に

は同グループが城ヶ島沖で行った船上観察会で、ヒ

ナを伴った家族群が目撃された（小田谷ほか 未発

表）ことから、三浦半島周辺海域での繁殖の可能性

が再認識されている。 

2．調査の目的 

カンムリウミスズメは伊豆諸島北部において近

年個体数が減少していることが明らかになってい

る（望月・植田 1996）。本種は全国的にも減少して

いると考えられており、原因としては、侵入したネ

ズミ類による成鳥・卵の捕食（環境省 2002）、漁業

による魚との混獲による影響（Piatt and Gould 1994）

が大きいと考えられている。しかし、本種の保全に

要するデータが不十分であることから、繁殖地・生

息海域での保護活動のためには、本種の分布・季節

移動等の基礎的な生態の把握が急務である。 

そこで本調査では、三浦半島で再発見された本種

個体群の保全策を提言するために、ヒナを伴った家

族群を含む三浦半島周辺海域における分布調査と、

本種の保全に関わる情報を収集・集約することを目

的とする。 

 

写真1 カンムリウミスズメ成鳥生殖羽 

    2009年5月2日三浦半島沖で撮影 

 
図1 センサス調査のルート 
   黒丸は気象条件等を記録した定点 
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3．海上における分布調査 

（1）調査方法 

近年の三浦半島周辺におけるカンムリウミスズ

メの記録は、少数の断片的な記録以外は城ケ島の長

津呂崎からの観察によるもので、周辺海域における

分布状況はこれまで明らかになっていない。本調査

では、三浦半島周辺海域における分布状況を明らか

にするため、船舶を用い、2009年2月から7月に、定

量的なデータを得るためのセンサス調査および任

意の分布調査（以下、「船上調査」とする）を実施した。 

船上調査は、三浦市諸磯（もろいそ）の釣船「光二

（みつじ）丸」（5.75トン、定員16名）をチャーターして

行い、センサス調査のルートは三浦市剣崎沖約1km

（N35.07481, E139.40367）から鎌倉市稲村ケ崎沖約

1km（N35.17332, E139.31316）までの、三浦半島南-西

海岸のおよそ1km沖を通る約30kmのルートを設定

した。図1に示す12の定点を直線で結ぶような航路

をとった。センサス調査は10～13km/h程度の速度で

航行し、各回とも5名以上の調査員によって行った。

2月に1回、3～5月に各3回、7月に1回の計11回のセ

ンサス調査を行った。基本的にセンサス調査を含む

調査全体の時間は8:00から15:00までの7時間と設定

したが、当日の気象条件等により終了時刻が早まる

場合があった。行った船上調査の時間と調査員数、

および天候について表1にまとめた。 

本種を発見した位置をGPS（測地系: WGS84）によ

り計測し、その群れ数・行動・換羽状況などを記録

した。また、適宜影響のない範囲での写真撮影を行

った。 

記録にあたってはモニタリングのデータとして客

観性を確保するため、スティック法を用いて船から

の距離を25m以内、50m以内、100m以内、100m以上

の4段階に分けて測定した。スティック法に関しては

海鳥の洋上調査ワークショップ報告書（日本災害情

報センター 2007）を参考にした。 

また、センサス調査の前後に、三浦半島沖およそ

20kmまでを調査対象海域として任意に航行し、本種

の定性的な分布調査も実施した。また、2月に1回、5

月に2回、7月に1回、任意航行のみの調査日を設けた。 

調査中には本種の他にも32種の海鳥を観察した

（詳細後述）。なお、ウミスズメSynthliboramphus 

antiquusは本種と酷似しており、その識別が問題とな

るが、後頭部の色や体形・嘴の形状などの違いで確

実に識別できた。天候の状況や遠距離など条件の悪

い事例で両種の識別が困難な場合は、「ウミスズメ

類」として記録した。 

（2）調査結果 

分布調査では、表2に示す通りのカンムリウミスズメ

の出現があった。本種は1～4羽の群れで出現し、観

察した個体は2例を除いて全て成鳥生殖羽であった。 

センサス調査と任意調査を合わせた本種の出現ご

との全てのデータを、図2で示す。延べ149個体、76

の群れを観察記録した。また、月ごとの観察データ

を図で示した（図3、4、5、および6）。船上調査によ

る分布域は、図2のとおり、鎌倉市材木座沖から三浦

市剣崎沖にまでであった。 

 

表1 船上調査の調査時間・調査員数・天候 

 

表2 船上調査におけるカンムリウミスズメ出現数/日 
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図2 2009年2月から5月までのカンムリウミスズメ

全出現分布図 

 

 

図4 2009年3月出現分布図 

 

 

 

図6 2009年5月出現分布図 

 

 

図3 2009年2月出現分布図 

 

 

 

図5 2009年4月出現分布図 

 

全調査での本種の出現日は2月21日から5月2日ま

での全調査日と5月16日及び7月4日であり、5月9日、

5月23日、5月30日及び7月20日には観察されなかった。 

センサスルートにおける観察時間当たりの本種の

観察個体数を図7に示した。2月から5月を通じて、諸

磯から城ケ島長津呂崎沖にかけての調査区間では、

観察時間当たりの本種出現数が、他の区間に対し有

意な差があった（Mann-WhitneyのU検定、N＝8、N＝8、

U＝8、P＜0.05）。その他の区間の出現数を下回った

のは、出現しなかった3月28日と4月11日のみであり、

4月11日の2個体は諸磯のすぐ北で記録されたもので

あった。 

また、調査船が母港を諸磯港とするため、この海

域を調査前後に通過した際にも本種が目撃されるこ

とが多かった。 
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（3）考察 

1）三浦半島周辺における本種の分布 

本種の三浦半島周辺における分布は、剣崎沖から

鎌倉沖までに及んでいる事が明らかになった。東京

湾側については、剣崎沖以東はほとんど調査してお

らず、どのような分布をしているのかは確認できな

かった。 

4月11日には相模湾中心部（N35.12272, E139.4387）

において2個体が観察された。密度は三浦半島周辺

付近に比べ低いが相模湾中央部から西部にかけて

も分布している可能性がある。 

2月から3月には三浦半島の南東海域での記録が

あるが、4～5月にはこの海域では確認されず、やや

北よりの海域での記録が増加した。本種が季節によ

り生息域を変えている可能性があるが、潮目の有無

（詳細後述）に左右されている可能性もある。 

2）三浦半島周辺に生息する個体数 

カンムリウミスズメは少なくとも2月中旬から5

月上旬には三浦半島の周辺海域で継続的に観察さ

れることが表2から読み取れる。1日の最大観察数は

42個体（2月21日）であり、ほぼすべてが同一の潮目

（しおめ）上で観察されたため、この日の観察個体数

は重複がほとんどないと考えられる。三浦半島周辺

に生息している個体数を本調査のデータだけから

推定するのは困難と考えられるが、2月21日の観察

例と当日の調査海域の狭さから、少なくとも40個体

以上が生息しているのではないかと考えられる。こ

れは本種の総個体数の0.5～1％程度以上に当たると

考えられ、三浦半島周辺海域はもともと数の少ない

本種全体の保全にとっても重要であると考えられ

る。 

3）集中的に利用している可能性のある海域 

検定結果より、2月から5月を通じて、センサスル

ートにおいては城ケ島長津呂崎沖から諸磯沖にか

けての調査区間では他の海域に対し出現頻度に有

意な差があった。図7より、単位時間あたりの観察

個体数がこの区間で顕著に高い事から、この海域に

は本種の分布が集中している可能性があり、三浦半

島周辺の個体群の保全上非常に重要な海域である

可能性がある。なお、この海域でも本種の混獲のお

それがある刺し網漁等が操業されており、混獲の実

態の把握が本個体群の保全には不可欠である。 

4）7月の成鳥の記録と、非繁殖期の三浦半島周辺に

おける分布 

1羽の本種成鳥が7月4日に確認された（詳細後述）。

非繁殖期に本種は三陸沖などに分散することが報

 

 

 

図7 センサス調査での観察時間当たり出現数。長津呂―諸磯間で出現頻度が高いことを示す。 
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告（Piatt and Gould 1994）されており、城ケ島長津呂

崎では、5月中旬に数十羽/日もの数で東へ移動する

のが何回か観察されている（小田谷ほか 未発表）。

これらの観察から、5月には三浦半島の周辺海域を

利用していた個体群の大部分はこの海域を離れ、東

進あるいは北上するのではないかと推測されてい

たが、7月の観察例から、この海域にとどまる個体

も存在することが示唆された。本種の季節的な移動

や非繁殖期の分布に関しては、ジオロケータ、GPS

等を利用した詳細な追跡による解明が待たれる。 

5）群を構成する個体数の変化 

カンムリウミスズメは海上では1～4羽で行動し

ていた。行動を共にしている一群を群として扱った。

観察された群を構成する個体の数について、季節ご

とに比較した。 

本種の繁殖地である三重県耳穴島での産卵時期

は3月中旬から下旬であるという（樋口 1979）。本種

は2卵を1週間ほどの間隔をあけて産卵するので、三

浦半島周辺の個体群についてもほとんど繁殖時期

が同じであると仮定すると、抱卵開始はほぼ4月ご

ろからであろうと考えられる。これに基づき2～3月

を繁殖期前期（産卵まで）・4～5月を繁殖期後期（抱

卵‐育雛）と定めた。群の構成数の割合を繁殖期前

期と後期に分けてグラフで示した。（図8、9）。 

2～3月にはほとんどの群れ構成数は2羽であり、4

例のみ奇数の群れ数であった。4～5月には4羽の群

れが見られず、単独行動の目撃例が約半数であり、

2羽の群れ数の割合が減少した。 

本種は抱卵を交代で行うと推測されている（樋口 

1979）。本調査で記録された群れ構成数の変化は、

この個体群が繁殖活動にかかわっていることを示

唆するものであるかもしれない。 

（4）特筆すべき観察例など 

1）潮目への集中 

カンムリウミスズメが海流により形成される局

所的な潮目に集中している事例が複数回観察され

た。同一の潮目をたどって走行したところ、2月21

日に30羽、5月2日に7羽、5月16日に16羽の個体を観

察した。航行した大まかなルートを細い線で示した

（図10）。潮目で観察した個体には頻繁に潜水して採

食するものも多く、こうした分布の集中は採食活動

に関係のあるものと推測される。 

2）採食行動の観察 

5月2日のセンサス調査中、体長10cmほどのカタク

チイワシとみられる小魚を海上で飲み込む個体を

潮目上で観察した。観察地点付近は、船舶に搭載さ

れた魚群探知機によっても表層に大きな魚群があ

ることが映し出されていたほか、小魚の群れがいた

ことは目視でも確認できた。カンムリウミスズメが

浅い海中を潜水する採食行動は本調査を通じても

 

図8 繁殖期前期の群を構成する個体数の割合 

 

 

図9 繁殖期後期の群を構成する個体数の割合 
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数回観察されたが、実際に餌とする生物が何である

か確認できたのはこの1回のみであった。 

3）第一回夏羽と推定される個体の観察 

5月16日に三浦半島沖（N35.09054, E139.5848）にお

いて見慣れない羽衣の1個体を観察撮影した（写真

2）。この時期、成鳥生殖羽であれば、目の周囲が黒

く、後頸部は明瞭に白いはずであるが、本個体では

目先は白く、後頭部が黒いためこれと合致しない。

また幼鳥（当年生まれの鳥）であれば、観察された時

期ではまだ綿羽が多く残っているはずで、特徴に合

致しない。また、本種は2年で成鳥羽になると推測

されている。以上から、本個体は第一回夏羽ではな

いかと推定される。 

 

 

写真2 カンムリウミスズメ第一回夏羽 

    2009年5月16日三浦半島沖で撮影 

 

図10 潮目におけるカンムリウミスズメの集中した観察例 
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4）成鳥非生殖羽個体の観察 

7月4日に三浦半島沖（Ｎ35.17615, E139.6033）にお

いて成鳥1個体を観察撮影した（写真3）。本個体は初

列風切に著しく摩耗した旧羽が残っていることから

幼鳥ではないと判断され、また、眼の前後が黒っぽ

いことから、第一回夏羽ではなく成鳥生殖羽から非

生殖羽への換羽中の個体であると考えられる。 

前述した3）の第一回夏羽、成鳥非生殖羽の個体と

もに三浦半島周辺海域においては初の観察・撮影例

であり、本種の換羽や年齢識別を考察する上で非常

に貴重な記録が得られた。 

（5）船上調査で記録された海鳥 

船上調査で確認された海鳥類（アビ目・カイツブリ

目・ミズナギドリ目・ペリカン目・海性ガンカモ類・

ヒレアシシギ科・トウゾクカモメ科・カモメ科・ウ

ミスズメ科の鳥類）は12科・33種であった（表3）。 

 

    写真3 カンムリウミスズメ成鳥非生殖羽 

        2009年7月4日三浦半島沖で撮影

 

表3 船上調査において確認された海鳥類 
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4．繁殖地調査 
1921年のヒナの採集記録（山階 1936）、2008年の

家族群の目撃記録、海上での分布状況から、三浦半

島周辺にカンムリウミスズメの繁殖地が存在する

可能性が示唆されるが、詳細な調査はこれまで行わ

れていなかった。本種の保全上、繁殖地の把握は極

めて重要な課題である。そこで、当グループでは

2008年から本種の繁殖地調査を行っており、2009年

も継続して、三浦半島沿岸部における本種の繁殖地

を確認するための調査を行った。 

本種の繁殖適地と考えられる場所を（樋口 1979）

に基づき数か所選定し、調査を行った。繁殖地調査

は、産卵～抱卵期間と推測される4月上旬から5月上

旬に、帰巣調査および探巣調査を行った。帰巣調査

は夜間本種が帰巣時に特徴的な声で盛んに鳴く習

性があることを利用し、鳴き声の確認およびICレコ

ーダーを用いた録音を試みた。探巣調査は横須賀市

笠島のみで行い、日中に候補地を踏査し巣を探索し

た。 

調査は、三浦市城ケ島・三浦市毘沙門・横須賀市

佐島笠島の3地点で二つの調査を合わせて合計10回

実施した（表4）、調査地点を図11に示した。 

結果としていずれも繁殖の手がかりとなる情報

を得ることはできず、これらの地点では少なくとも

今年は繁殖していない可能性が高いと考えられる。

ただし、今年調査できなかった繁殖適地と考えられ

る離島・岩礁・崖地等が数か所存在するため、今後

さらに調査を要すると考えられる。 

 

表4 繁殖地調査を行った日時・場所、および手法 

 

 

 

図11 2009年に繁殖地調査を行った地点 
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5．情報収集調査とヒナの目撃情報 

当グループでは、2008年からカンムリウミスズメ

の分布状況の把握を目的として、漁業者やマリンス

ポーツを行う市民を対象に、本種に関する情報の聞

き取り調査を実施している。「カンムリウミスズメ

を探しています」というチラシを配布し（図12）、情

報収集につとめた。これまで複数の情報が寄せられ

ている。 

2009年5月11日に加藤隆司氏により三浦半島沿岸

にて本種の親1個体とヒナ1羽が目撃・撮影されたと

いう情報が本調査により得られた。また、三浦半島

周辺では2008年にもヒナを連れた家族群が複数観

察されており（小田谷ほか 未発表）、この海域が本

種の巣立ち後の生息域として重要な海域である可

能性もある。 

 

6．2009年度助成研究のまとめと今後の課題 

小型漁船を用いたセンサス調査および任意の海

上調査により、三浦半島周辺海域での2月から5月の

カンムリウミスズメの分布域が大まかに明らかに

なった。本種は剣崎沖から鎌倉沖まで広く記録され

たが、センサスルート上では城ヶ島長津呂崎沖と諸

磯沖の間で出現頻度が高く、任意調査でも多く確認

された。分布域が季節変化している可能性も示唆さ

れたが、来年以降さらにデータを蓄積し明らかにし

ていきたい。 

同一の潮目付近に集中している事例が複数回観

察された。どのような潮目を好むのか、また、どの

ような餌生物を採食しているのかを今後明らかに

していきたい。 

目的としていたヒナを伴う家族群を今年の調査

では確認できなかった。今後はヒナの確認を行うと

ともに利用している海域・利用時期を定性的に明ら

かにしていきたい。また、本種は野鳥観察や撮影を

趣味とする市民にとっては魅力の強い種類であり、

家族群を含む本種に悪影響を与えない形での観察

ルールづくりも今後の課題である。 

本調査では三浦半島周辺での繁殖地調査を行っ

たが、繁殖に関する手がかりを得ることは出来なか

った。今後、調査できなかった岩礁・離島・崖地等

での繁殖地調査を継続して実施し、繁殖の可能性を

調査していきたい。 
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Japanese murrelet is a small seabird, endemic of the sea around Japan. Its total population is thought to be decreasing, 

so the need of the conservation is rising recently. This research focused on the distribution of the birds and breeding 

possibility of the rediscovered habitat around Miura peninsula. 

Distribution survey using small fishing boat, showed that Japanese murrelet distribute along the coastline of Miura 

peninsula from off TSURUGIZAKI to off KAMAKURA. Especially, the birds gathered in the sea around the cape 

NAGATORO more often than not. From Feb. to May, this species were observed frequently, at least 40 bird in habit the 

sea area around Miura peninsula.  

We chose 3 sites to research breeding status of this species, but we did not get any clues to discovery of breeding site, 

despite 10 times surveys. We did not confirm birds accompanying chicks, but we get witness information of a chick with 

an adult in May. 

We are planning to research the ecology of birds accompanying chicks and breeding possibility of sites we did not 

survey this year. 
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図12 カンムリウミスズメ目撃情報募集のチラシ 
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GISを用いたツキノワグマにおける保護管理対策の評価 

ツキノワグマ保護管理ネットワ―ク 
山本 俊昭1）・梶ヶ谷 博1）・関 香菜子1）・小松 未緒子1） 

玉谷 宏夫2）・田中 純平2）・大江 久美子2）・小山 克2） 

 

Evaluation of management approaches for the conservation using GIS 
in Asian black bear（Ursus thibetanus） 

Asian black bear management network 
Toshiaki Yamamoto, Hiroshi Kajigaya, Kanako Seki, Mioko Komatsu 

Hiroo Tamatani, Junpei Tanaka, Kumiko Oe and Masaru Koyama 
 

近年、野生動物が生息する環境の変化に伴い、野生動物による農林業被害が増加しており、大きな

社会問題になっている。これら野生動物による被害を軽減するためには、長期的なデータを収集し、

行動特性を把握することで効果的な保護管理を行うことができると考える。そこで本研究では、長野

県軽井沢町にて1999年から2008年までに取得した雌ツキノワグマ19個体分のデータを用いてGISによ

る解析を行い、行動特性を解明することを目的とした。その結果、軽井沢町に生息するツキノワグマ

の平均行動域は10.27±7.09km2であった。また、年ごとの行動域を比較すると、他の年と比較して縮

小する傾向がみられた。一方、季節ごとに行動域内の森林の割合をみた場合、2006年以外の年では夏

から秋にかけ森林の割合が増加する傾向があったのに対して、2006年では減少する傾向がみられた。

さらに、各行動域の重心点から森林までの距離を求めた結果、多くの年では森林内に重心点があるの

に対して、2006年では重心点が森林の外にある個体が多く見られた。季節ごとに見ると、2004年と2006

年における夏の行動域と秋の行動域の重心点が森林外に位置する傾向が示された。ツキノワグマにと

って秋の主要な採食種であるミズナラが2006年は不作であったことが報告されており、餌資源の多寡

がツキノワグマの行動特性に対して強く影響していることが示唆された。 

 

1．目的 

近年、森林環境等の変化に伴い野生動物による被

害や農林業被害が発生し、野生動物と人との軋轢が

大きな社会問題となっている。農林水産省の報告に

よると、2006年の野生動物による農作物の被害は

196億円にものぼり、内8億円がツキノワグマ（Ursus 

thibetanus)によるものであった。ツキノワグマの場

合、農林業被害に加え、出没による精神的苦痛も非

常に大きいためさらに深刻な問題となっている。 

ツキノワグマは北海道を除く全域に分布してい

るが、九州・中国地方・紀伊半島・下北半島の個体

群は、「絶滅の恐れのある地域個体群」として環境

省のレッドリストに指定されており（環境省 2002)、

個体数の減少が懸念されている。一方、全国で毎年

多くの個体が有害駆除されており、特に2006年は本

州各地での大量出没による人や農作物への被害拡

大に伴い、捕獲数(許可捕獲によるもの)が全国で

5,000頭を超え、うち捕殺されたものは4,500頭を超

えた。本研究の調査地である長野県北佐久郡軽井沢

町においても、人とツキノワグマの軋轢は深刻であ

1） 日本獣医生命科学大学 
2） NPO法人ピッキオ 
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る。その原因として、地域住民の高齢化のため耕作

が放棄された農地、人里付近の里山の手入れが行き

届かなくなった事、また、別荘地の開発による生息

環境の減少や悪化等が野生動物との距離を縮め、軋

轢を増大させていると考えられる。このような状況

からも、人と野生動物の軋轢を減少させ、かつツキ

ノワグマの個体群への影響を最小限にするために、

科学的根拠に基づいた保護管理対策が急務とされ

ている。特に行動学的な研究は、その種の保護管理

を行う上で重要視されている。 

これまでのツキノワグマにおける行動学的な研

究では、雄の行動圏が雌の行動圏に比べて大きいこ

とが広く知られている（Hazumi and Maruyama 1986, 

1987)。また、季節によって利用する餌資源が異なる

ことに伴い、行動圏の標高が大きく変化したことが

報告されている（Izumiyama et al. 2004)。しかし現在

までのツキノワグマに関する行動学的研究は、森林

に生息する個体群を対象にするものがほとんどで

あり、人と動物の接触が多い里山に特化したクマ類

の研究はなされていない。また、大型の哺乳類の研

究は同じ時期に複数個体を調査する事、長期間に渡

り同じ個体を調査する事が非常に困難であること

から、個体間の関係性を示した研究はほとんどない

のが現状である。そこで本研究では、複数個体のデ

ータを用いてGIS（地理情報システム)により、里山に

生息するツキノワグマの行動特性を分析すること

から保護管理対策について提言することを目的と

した。 

 

2．方法 

調査地 

軽井沢町は、群馬県との県境に位置し長野県の東

部に位置する（図1)。総面積は156.05km2で、人口1万

8,000人の町である。北部には浅間山（標高2,568m)・

鼻曲山（標高1,602m)、中心部には離山（標高1,256m)

を有する軽井沢町は、カラマツ林を中心に、クリ、

ミズナラ、コナラ林と未だに豊かな自然が残っている。

また、軽井沢町は、一部鳥獣保護区及び国有林とし

て指定されているため、サルやシカ、イノシシ、ツ

キノワグマ、鳥類と様々な野生動物が生息している。 

年間の平均気温は7.9度と過ごしやすいため、年間

800万人もの観光客が訪れる避暑地としても有名で

あり、北部には別荘地が数多く存在し、現在では1

万4,000戸を超える別荘が建設されている。一方で、

南部には広大な農地が広がり、トウモロコシや蕎麦

など気候に適した作物の収穫を行っている。 

軽井沢町に生息するツキノワグマは、関東山地個

体群と越後・三国個体群に属し、比較的安定した個

体群である。町内の生息数は不明だが、長野県全域

では1,300頭から3,100頭が生息していると推定され

（長野県 2007)、捕殺数（有害鳥獣駆除及び狩猟によ

る捕殺数)は、2006年の例外を除き、1995年以降は捕

獲上限数が定められた保護管理計画に基づき150頭

前後で推移している。 

 

植生図 

植生図は、解析ソフトDifiniensを用いて衛星写真

より、森林、緑の多い住宅地、市街地、草地の4種

類に分類して作成した。各植生の定義は以下の通り

 

 図1 本研究の調査場所 
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である。森林は、針葉樹および広葉樹で覆われてお

り、人の利用が極めて低い場所とした。緑の多い住

宅地は、主に針葉樹と広葉樹に覆われているものの、

人が利用している場所とした（主に別荘地）。市街地

は、建造物が多く、人の利用が高い場所とした。草

地は、山頂付近の森林限界の場所やゴルフ場など主

に樹木のない場所とした。河川（水路を含む）は、住

宅地図（株式会社ゼンリン）を使用し、GISを用いて

幾何補正を行い、住宅地図に記載されているすべて

の河川を地図上に書き足して、河川地図の作成を行

った（図2）。さらに、現地での調査を行い、河畔林

のタイプわけを行った。 

 

材料 

本研究は、長野県北佐久郡軽井沢町において、委

託事業である「ツキノワグマ対策事業（受託者：NPO

法人ピッキオ）」の一環として、1999年から2007年

の間に取得された雌グマのテレメトリー（電波発信

器による位置特定）データを使用させていただいた。

ツキノワグマの捕獲のために、ドラム缶檻を使用し、

誘因物として蜂蜜または果実類を使用した。捕獲後、

一時的な麻酔を行い、電波発信機（VHF）の装着、外

部測定、必要に応じて第一小臼歯の抜歯、血液、体

毛の収集を行った。第一小臼歯は、年齢査定に用い

た。作業終了後、捕獲場所から放獣場所へ移動し放

獣された。その後、テレメトリー調査を夏期は基本

的に一日一回、その他の季節には平均10回/月行った。

尚、冬眠の確認後は、翌年の春まで調査を行わなか

った。 

捕獲された個体のうち、本研究で用いた個体のデ

ータを表1に示した。捕獲された個体の捕獲時の年

齢は平均8.10歳であり、追跡期間は最長で63ヵ月、

最短で6ヵ月であった。 

 

ＧＩＳ解析 

1998年から2007年の間に取得された雌グマのテ

レメトリーデータをGIS（ESRI社 Arc View 9.2)によ

りデーターベース化した。行動解析には、テレメト

リーデータの点数が20点以上の場合のみ用い、季節

は4月から5月を春、6月から8月を夏、9月から11月

を秋とした（Benson et al. 2007）。年間及び各季節の

50%と95%行動域の推定には、固定カーネル法を用

いて行い（Worton 1989）、各行動域の面積を算出した。

なお、固定カーネル法にはHome Range Extensionを

使用し、平滑化パラメーターにはLSCV（least square 

cross validation）を用いた（Seaman et al. 1996）。 

 

3．結果 

行動域 

各個体で得られたテレメトリー数は、年間平均

81.82ポイントであった（表1）。最も多かった個体で

は、295ポイント/年間であり、少なかった個体では

20ポイント/年間であった。各個体の行動域面積を表

3に示した。年間の平均行動域は、50％行動域にお

いて2.15±1.62 km2、95%行動域において10.27±

7.09km2であった（表2）。各年度間で比較した結果、

2004年と2006年の95%行動域の面積は、他の年度と

比較し縮小する傾向にあった（図3）。さらに季節ご図2 軽井沢町の植生図 
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とに比較すると、夏の平均行動域（95%行動域）は

11.62±1.09 km2であったのに対して、秋の平均行動

域では12.03±3.28 km2であり、夏と秋との間には明

確な行動域面積の違いは認められなかった。 

 

植生割合 

本研究にて植生図を作成した結果、軽井沢町にお

ける森林、緑の多い住宅地、市街地および草地の割

合は、それぞれ50.63％・20.62％・5.87％・22.88%で

あった（図2）。これら植生図を用いて行動域内の植

生割合を解析した結果、軽井沢に生息するツキノワ

グマの年間行動域は平均77.8％が森林であることが

明らかになった（表3）。年度ごとに比較した場合で

は、2006年において森林の割合が減少している傾向

が認められた（図4）。さらに、季節ごとに比較して

も、基本的には夏から秋にかけて森林の割合が増加

するのに対して、2006年では反対に減少する傾向が

見られた（図5）。 

 

 

表1 GISに用いた個体の年齢およびポイント数 

 
 

表2 各個体の行動域面積（km2） 
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表3 行動域内の森林割合 

 

 

 

 

 

 

図3 年間における行動域面積の変化率 
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図4 年間における行動域内の森林割合 

 

 

 

 
 

図5 夏から秋にかけての行動域面積の変化率 
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重心点 

重心点の位置を求めた結果、ほとんどの個体では

森林内にあった。特に、秋において森林内に重心点

がある傾向が見られた。一方、2004年と2006年の秋

に関しては、約半数の個体の重心点が森林外にある

傾向が見られた（表4）。 

 

表4 重心点と森林の位置関係 

 

 

4．考察 

本研究により軽井沢に生息する多くのツキノワ

グマの行動特性として、1）秋の行動域は夏に比べて

大きくなること、2）行動域内の森林割合が夏から秋

にかけて増加すること、3）重心点が夏に比べ秋のほ

うが森林内に位置する傾向が示された。ツキノワグ

マは秋になると貯食のため、落葉広葉樹林であるミ

ズナラを利用するとされていることから（Hashimoto 

2002, Hashimoto et al. 2003)、軽井沢町に生息するツ

キノワグマの多くは秋にかけて奥山にあるミズナ

ラを求めて移動した可能性が考えられる。しかしな

がら、2006年の場合では1）他の年度に比べて行動域

が小さくなったこと、2）森林割合が夏から秋にかけ

て減少したこと、3）重心点が夏と秋ともに森林外に

位置する傾向が示された。2006年には、長野県下に

おけるミズナラの凶作が指摘されている（岸元 

2007、泉山ほか 2008）。軽井沢町でも森林内の食物

資源が不足していたことが知られており、奥山のほ

うへ移動せず秋の行動域が夏の行動域に近くなっ

たと考える。このことが一因で、秋の出没が他の年

度に比べて多くなり、結果として大量出没に繋がっ

たのではないかと考えられる。本研究より、餌資源

の多寡が強く行動特性に影響することが示唆され

た。これまでにも、ブナの豊凶とツキノワグマの捕

獲個体数には相関があることが報告されており

（Oka et al. 2004）、その年度の餌資源の結実状況に応

じた出没への対策を行っていくことが必要である

と考えられた。 
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Recently, the natural habitats of wildlife are rapidly changing and consequently make a conflict with human. To 

decrease conflicts with wildlife, we need to understand the behavioral characteristics of wildlife and manage them 

effectively. In this study, we aimed to analyze telemetry data of 19 female black bears Ursus thibetanus japoincus from 

1999 to 2007 using GIS and appear behavioral characteristics of female black bears. Our data showed that home range 

size of female black bear was averagely 10.27±7.09 km2. in Karuizawa, Nagano prefecture, Japan. Compared among 

average home range size of each year, these of 2004 and 2006 have a tendency to become smaller than other years. 

Furthermore, the center points of home range of many individuals in autumn of 2004 and 2006 were located in out of 

forest estimated by using GIS. In the autumn of 2006, items of food shortage were certainly acorns of oak trees, which 

were main food item in autumn. Our results indicate that patterns and distributions of food items are influenced strongly 

to behavioral characteristics of bears. 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

北海道に分布する希少種ノサップマルハナバチにおける 
侵入外来種の影響と遺伝的多様性に関する研究 

マルハナバチ保全研究グル―プ 
高橋 純一1）・小野 正人2）・光畑 雅宏3）・山崎 和久4）・MARTIN, S.J.5） 

 

Research of the impact of invasive alien species and the genetic diversity 
in rare species Bombus florilegus on Hokkaido 

Bumblebee Conservation Research Group 
Jun-ichi Takahashi, Masato Ono, Masahiro Mitsuhata, Kazuhisa Yamasaki and Stephen J. Martin 

 

北海道道東沿岸部は、日本在来マルハナバチ15種のうち10種が分布し、また希少種ノサップマルハ

ナバチB. florilegusも生息しているため重要な生息地である。我われは2009年5月から9月に根室・野

付・知床半島において在来マルハナバチと外来種セイヨウオオマルハナバチの生息状況を調査した。

訪花植物上では累計1,002個体のマルハナバチを観察することができた。セイヨウオオマルハナバチは

全調査地で見つかった。ノサップマルハナバチは、沿岸部で女王蜂15頭と働き蜂35頭を観察すること

ができた。本種は北海道東部で生息地の縮小及び分断化が進んでいるが、特にセイヨウオオマルハナ

バチが多い地域では、希少種ノサップマルハナバチと近縁種エゾオオマルハナバチBombus hypocrita 

sapporoensisの減少が示唆された。これらの結果から北海道道東部における在来マルハナバチの早急な

保全対策が必要である。 

 

1．はじめに 

現在マルハナバチ類は世界規模で減少している

ことが報告されている（Goulson et al. 2008）。日本で

はマルハナバチは北海道から屋久島にかけて15種6

亜種が分布し、北海道には10種が生息しているが、

このうち4種が固有分布である（伊藤 1998）。マルハ

ナバチは花粉媒介者であるため、減少や絶滅は植物

相や生態系に影響を及ぼすことが危惧されている

（鷲谷  1998）。ノサップマルハナバチ （ Bombus 

florilegus Panfilov）は、国内では根室・野付・知床半

島の沿岸部という非常に限られた場所にのみ生息

している（Sakagami and Ishikawa 1969、中谷 1999、

浅沼 2002、西村 2005、横山ほか 2006、井上ほか

2007、Inoue et al. 2009）。本種は北海道版レッドデー

タブックの希少種に指定されているが、特別本種を

対象とした保護は行われていない。また本種の生態

に関しては、ほとんど情報がなく（鷲谷ほか 1997、

片山 2007、米田ほか 2008）、コロニーの採集記録

は根室半島での松浦（1995）による1巣の記録のみあ

る。過去に行われた根室半島での本種の分布調査か

らは、生息範囲が年々縮小していることが示唆され

ている。（中谷 1999、西村 2005、横山ら 2006）。 

セイヨウオオマルハナバチ（B. terrestris L.）は、ヨ

ーロッパ、北アフリカ、西・中央アジアを原産とし

ている（Williams and Osborne 2009）。日本には農業用

の受粉昆虫として1991年に輸入が開始されている

1） 京都大学生態学研究センター     2） 玉川大学大学院農学研究科 
3） アリスタライフサイエンス株式会社  4） 岐阜大学(連合大学院農学研究科)応用生物科学部 
5） Department of Animal and Plant Sciences, University of Sheffield, Sheffield S10 2TN, UK 
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（小野 1998、国武・五箇 2006）。その後、国内各地

で帰化個体が確認されるようになり、北海道では

1996年以降に野生巣が数多く見つかっている

（Matsumura et al. 2004、Inoue et al. 2007、Inoue et al. 

inpress）。北海道では本種の帰化範囲が年々拡大を続

けていて（川原 2004、横山ら 2004、横山・中島 2005、

永光 2008）、根室・野付半島では2006年に初めて本

種が採集されている（横山ほか  2007、井上ほか 

2007）。セイヨウオオマルハナバチが帰化した北海

道の北・中・西部地域では、同亜属のエゾオオマル

ハナバチ（B. hypocrita sapporoensis Cockerell）の個体

数が減少することが報告されている（Inoue et al. 

2008、長光 2008）。ノサップマルハナバチも同亜属

であることから、本種はエゾオオマルハナバチと同

じようにセイヨウオオマルハナバチの帰化による

影響を受けることが危惧されている（横山ほか 

2006、井上ほか 2007）。 

現在、道東部でのノサップマルハナバチの分布状

況に関する情報は不足している。そこで今回我われ

は、ノサップマルハナバチ、エゾオオマルハナバチ、

セイヨウオオマルハナバチの3種（写真1）に関して

訪花植物上での観察から個体数および分布状況の

調査をマルハナバチ類の活動期である5月から9月

にかけて行った。さらにDNAマーカーを使ってノサ

ップマルハナバチの繁殖構造について解析を行っ

た。 

 

2．材料および方法 

（1）マルハナバチ相の観察 

根室・野付・知床半島（羅臼）でマルハナバチ類の

生息状況を調べるために、2009年の5月から9月にか

けで計4回の観察調査を行った。調査期間は、1回目

は2009年5月26日から6月2日まで、2回目は2009年6

月22日から27日まで、3回目は2009年8月17日から21

日まで、4回目は2009年8月29日から9月3日までとし

た。観察範囲はおおよそ15 km2とした。観察時間は、

1回の調査につき観察地ごとに8時から17時までの

間8時間を連続で1人が行った。種類と個体数の測定

は、ノサップマルハナバチ、エゾオオマルハナバチ、

セイヨウオオマルハナバチの種類とカスト（女王蜂、

働き蜂）の個体数と訪花した植物種を観察地ごとに

記録した。結果は調査期間ごとに各観察地での訪花

優占種とマルハナバチのカスト別個体数を表1に示

した。調査方法は、基本的に井上ら（2007）と同様の

方法で行った。 

 
写真1-1 ノサップマルハナバチ 

 
写真1-2 エゾオオマルハナバチ 

 
写真1-3 セイヨウオオマルハナバチ 
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（2）ノサップマルハナバチの遺伝構造解析 

DNA解析するためにノサップマルハナバチを採

集し、99％エタノールに保存した。それぞれの個体

から胸部筋肉組織と受精嚢を取り出して1.5 mlのチ

ューブに移し細かくすり潰した。DNA抽出には

DNeasy mini kit（QAIGEN）を使用して方法はキット

に添付の方法に従って行っ。 

遺伝構造の解析は、Estoup et al.（1995）によりセイ

ヨウオオマルハナバチのマイクロサテライトDNA

から設計された13種類のプライマー（表2）を用いた。

PCR反応条件は、Takahashi et al.（2008）の方法に従っ

て行った。PCR反応液は、鋳型DNAを1μl，2.5 mM 

dNTP混合液を0.8μl、10×Ex PCRバッファーを1.5

μl、ExTaq（TaKaRa）を0.075 units、それぞれのプラ

イマーを10 pmol、DNase free水（Ambion）で最終容量

を15μlとした。ABI3100ジェネテックアナライザー

（ABI）でフラグメント解析をした。 

 

3．結果および考察 

（1）マルハナバチ相 

調査したすべての地域で3種のマルハナバチを観

察することができた（表1）。女王蜂の観察個体数は

全調査期間を通じてエゾオオマルハナバチの255頭

が最も多かった。働き蜂はセイヨウオオマルハナバ

チの319頭が最も多かった。最も観察数が少なかっ

たのは、女王蜂の15頭と、働き蜂の35頭のノサップ

マルハナバチであった。 

今回の根室半島の納沙布岬でセイヨウオオマル

ハナバチの女王蜂がはじめて確認された。根室半島

では2006年に友知からほど近いタンネ沼ではじめ

て観察されている（横山ほか 2006）。今回の調査で

本種は根室半島全域にその分布範囲を広げている

ことが明らかになった。日高支庁の日高町での例で

は、セイヨウオオマルハナバチの初記録から4年目

には、本種の個体数が急激に増加している

（Matsumura et al. 2004）。根室半島でのセイヨウオオ

マルハナバチの定着状況に関して、今後の数年間は

十分な注意を払う必要があると思われる。 

（2）ノサップマルハナバチの遺伝構造 

マイクロサテライトDNA解析により13種類のマ

ーカー座でPCRによる増幅が確認された。そのうち4

つ（B10、B11、B121、B126）のマーカーアリル（対

立遺伝子）で多型が検出された（表2）。今回我われは

ノサップマルハナバチの女王蜂36個体のうち16個

体で室内営巣に成功した。そのうち14群で働き蜂が

産出された。14群の働き蜂産出数は2から24頭（平均

6.4）であった。残り2群の女王蜂は、受精嚢内に精子

が見られなかったことから、未交尾であることが推

表1 マルハナバチ3種の個体数変化 

*1 カストの略号を示す。FQは創設女王蜂、Ｗは働き蜂。 

*2 調査期間を示す。1は2009年5月26日から6月2日、2は2009年6月22日から27日、 

  3は2009年8月17日から21日、4は2009年8月29日から9月3日。 
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測された。交尾女王蜂群の4群と未交尾女王蜂群の2

群からオスが産出された。このうち4群の交尾女王

蜂群から産出したオスの28％が2倍体の不妊化オス

であることが示された。野外で2倍体オスの産出は、

個体数の減少による近親交配や遺伝的多様性の低

下により、性決定遺伝子座がホモ型になることによ

り起こると考えられている。また女王蜂の交尾回数

を推定するために、女王蜂の受精嚢内から取りだし

た精子の遺伝子型を解析したところすべての個体

で父系は1匹であることが示された。これらの結果

から、ノサップマルハナバチは生息地での個体数減

少と遺伝的多様性の低下により未交尾個体と近親

交配による不妊の2倍体オスが産出されていること

が示唆された。 

 

4．まとめ 

今回の調査により道東全域でセイヨウオオマル

ハナバチの分布が確認された。いずれの地域でもエ

ゾオマルハナバチが優占種であったが、セイヨウオ

オマルハナバチの個体数と大きな差は見られなか

った。そのためこのままの状態が続けば、北海道中

央部での例（Matsumura et al. 2004、Nukatsuka and 

Yokoyama inpress）から見て数年以内のうちに道東

全域でセイヨウオオマルハナバチが優占種となる

可能性が高いと予測された。一方でノサップマル

ハナバチは既に生息地が分断化しており、個体数

も少なく近親交配による不妊化個体の産出や未交

尾女王蜂の存在から遺伝的多様性の低下が起きて

いることが明らかになった。さらに開発による生

息地の減少とともに、外来種セイヨウオオマルハ

ナバチとの競合関係にあると予測されるノサップ

マルハナバチは、現在絶滅の可能性が極めて高い

ため保全対策を早急に進めていけなければならな

いと思われた。 
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表2 ノサップマルハナバチのマイクロサテライトDNAマーカーによる解析結果 
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The introduction of the non-native bumblebee Bombus terrestris has resulted in the decline of native bumblebees 

across Japan. The Shiretoko, Notsuke and Nemuro peninsulas in Japan, northern Hokkaido is one of the most important 

habitats for native bumblebees since 10 of the 15 Japanese species, including the rare species B. florilegus occur in this 

region. We investigated the distribution of the native species and the non-native B. terrestris throughout three peninsulas 

from May to September during 2009. We observed over 1,000 individuals on flowers during the study period, including 

2 native species（B. florilegus and B. hypocrita）and B. terrestris. We also confirmed that B. florilegus remained the rarest 

species with only 5 queens and 35 workers observed, all from a coastal area. The decline in bumblebees in these areas is 

already effected by habitat degradation and fragmentation, but the naturalization of B. terrestris across the entire 3 

peninsulas will hasten the decline of other species the rare B. florilegus and B. hypocrita. Therefore, urgent conservation 

measures are required to protect the Japanese bumblebees of the Hokkaido. 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

岩手県における水禽および猛禽類の鉛中毒の実態調査 

いわて野生動物保護ネット（IWC-net） 
渡辺 祐策1）・高橋 知明2）・辻本 恒徳3）・井上 祐治4）・前田 琢5）・金子 和華子6） 

 

Investigation of lead poisoning of wild waterfowl and raptors in Iwate prefecture 

Iwate Wildlife Conservation network 
Yusaku Watanabe, Tomoaki Takahashi, Tsunenori Tsujimoto, Yuji Inoue, Taku Maeda and Wakako Kaneko 

 

国内外でガンカモ類や、大型猛禽類などでの鉛中毒の発生がこれまでに報告され、岩手県において

も過去にオオハクチョウでの鉛中毒の発生例が確認されているが、その発生状況についての調査はこ

れまでに行われてこなかった。本調査では岩手県における鉛中毒の発生状況を調べる目的で、2008年

10月から2009年9月までの間に岩手県内で傷病などの理由で救護された野生のガンカモ類及び猛禽類

から血液を採取し、血中鉛濃度の測定を行った。その結果、猛禽類では鉛中毒の発生は確認されなか

ったが、ガンカモ類で20羽中2例、10％と高い発生率であることが確認され、さらに中毒レベル以下

であっても慢性的な暴露で影響が出るとされる血中鉛濃度を示した個体が5羽25％も存在したことか

ら、ガンカモ類が何らかの生息環境中の鉛による暴露を受けている可能性が示唆された。またその生

息地の土壌の一部でも高い鉛の含有量が確認されたことから、ガンカモ類の環境中の鉛による影響に

ついても今後の検討が必要と考えられた。 

 

1．緒言 

欧米では比較的古くから狩猟で使用された鉛散

弾が水鳥の鉛中毒の原因となることが報告され

（Anderson 1975）、日本においても1989年に北海道の

宮島沼で鉛中毒によるオオハクチョウの大量死が

報告されたのを始め（Jin et al. 1989）、日本各地でも

鉛散弾や釣り用の鉛の錘によるガンカモ類の鉛中

毒の発生が報告されている（Ochiai et al. 1999）。また

これとは別に、北海道において1994年からシカ猟に

使われた鉛のライフル弾をオオワシやオジロワシ

が摂取したことによる鉛中毒の発生も報告されて

いる（Kurosawa 2000）。 

岩手県においても過去の調査で何例かのオオハ

クチョウの鉛中毒が確認されており（Ochiai et al. 

1999）、また傷病により岩手県で救護されたオオハ

クチョウの死後の病理学的検査で鉛中毒と診断さ

れた記録も存在する。しかし、岩手県で救護された

ガンカモ類や猛禽類のすべての症例を対象とした

鉛中毒の発生状況の調査はこれまでに行われてこ

なかった。そこで、岩手県での水禽および猛禽類に

おける鉛中毒の発生状況を調査する目的で、2008年

10月から2009年9月までの1年間に岩手県内で傷病

などの理由で救護された野生のガンカモ類及び猛

禽類から血液を採取し、血中鉛濃度の測定を実施し

て鉛中毒の発生状況の調査を行った。 

 

2．救護鳥類の血中鉛濃度の測定 

（1）血液サンプルの採取 

すべての血液サンプルは岩手県内で傷病鳥獣と

して救護されたガンカモ類や猛禽類が岩手県の指

定する動物病院または岩手県鳥獣保護センターに

搬入された時点で採取し、IWC-net指定の検査機関

1） ブレーメンベットセンター   2） たかはし動物病院   3） 盛岡市動物公園   4） 早池峰クマタカ研究会、 
5） 岩手県環境保健研究センター  6） 岩手県環境生活部 自然保護課 
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（株式会社盛岡臨床検査センター、岩手県盛岡市）に

送付し、原子吸光光度法により血中鉛濃度の測定を

行った。 

検査に供した血液は計69検体で、その内訳は野生

の猛禽類が26羽、野生のガンカモ類が20羽、その他

の鳥類が3羽、岩手県鳥獣保護センターで半年以上

にわたって長期飼育されているトビ10羽と同オオ

ハクチョウ10羽であった。鳥獣保護センターでの長

期飼育の個体を除くと、野外で救護されてから血液

サンプルを採取するまでの日数は46日、22日と極端

に長かった2例を除くと概ね一週間以内であり、平

均は2.8日であった。 

野生の猛禽類26羽の内訳はトビ6羽、フクロウ6羽、

ノスリ3羽、オオタカ3羽、チョウゲンボウ2羽、ミ

サゴ1羽、ハヤブサ1羽、ハチクマ1羽、クマタカ1羽、

ハイタカ1羽、トラフズク1羽の11種であった。また

ガンカモ類20羽の内訳はオオハクチョウ12羽、カル

ガモ4羽、コハクチョウ2羽、マガモ1羽、オナガガ

モ1羽の5種であった。加えて、本来今回の調査の対

象外の鳥類であるチュウサギ2羽、オオバン1羽の2

種計3羽についても検査を行ったので、合わせてそ

の結果も補足として報告する。 

（2）血中鉛濃度のクラス分けと鉛中毒の判定 

血中鉛濃度の判定は、鉛による急性の影響が出な

いとされる基準値である20μg/dl以下をバックグラ

ウンドレベルとし、それ以上の鉛中毒とされる血中

鉛濃度をさらに、1）生理機能に影響が出るが臨床的

な症状としてはあらわれない20から50μg/dlの範囲

を潜在的な鉛中毒のレベル、2）正常な身体機能に影

響があり、何らかの臨床症状が現れる50から100μ

g/dlを臨床性の鉛中毒レベル、3）生命に直接かかわ

るほどの影響が出る100μg/dl以上を深刻な臨床性

の鉛中毒レベルと3つに分類した（Pain 1996）。また、

バックグラウンドレベルの範囲内において、ヒトで

慢性的な暴露で鉛の影響が出ることが確認されて

いる（Richard et al. 2003）10μg/dlを超えるものにつ

いても分けてカウントした。 

得られた救護鳥類のすべての血液サンプルをこ

の基準で分類すると、鉛中毒が2羽で認められ、発

生率は4.1％であり、慢性的な暴露で影響が出るレベ

ルのものは6羽12.2％であり、鉛の影響を受けていな

いと考えられるものは83.7％であった。鉛中毒とさ

れた個体の内訳は、オオハクチョウ1羽が244μg/dl

の深刻な臨床性の鉛中毒レベルであり、コハクチョ

ウ1羽が21.1μg/dlの潜在的な鉛中毒のレベルであっ

た。慢性的な暴露で影響が出るレベルを示した6羽

の内訳はトビ1羽、マガモ1羽、オオハクチョウ4羽

であった。 

救護鳥類をさらに猛禽類、ガンカモ類、その他の

鳥類に分けて評価すると（表1）、猛禽類では鉛中毒

の発生はなく、バックグラウンドレベルの中でも慢

性的な暴露で影響が出る範囲のものはトビ1羽のみ

で発生率は3.8％であり、鉛の影響を受けていないと

考えられる個体は25羽で96.1％であった。次に、ガ

ンカモ類では鉛中毒の発生がオオハクチョウとコ

ハクチョウの2羽で認められ発生率は10.0％、またバ

ックグラウンドレベルの中で慢性的な暴露で影響

が出る範囲のものが5羽25.0％、鉛の影響を受けてい

ないと考えられる個体は13羽で65.0％であった。そ

の他の鳥類3羽はすべて鉛の影響の考えられない低

値を示した。 

（3）鳥種別の血中鉛濃度の分布と種間での比較 

次に、救護鳥類のカテゴリー別及び種類別の血中

鉛濃度の中央値と四分位範囲を算出し、統計学的な

検討を行った（表2）。またその際、岩手県鳥獣保護

センターで長期間にわたって飼育されていたオオ

ハクチョウとトビについては個別に検査結果を集

計し、同様の検討を行った。 

救護鳥類すべての血中鉛濃度の中央値は1.7μg/dl

であり、四分位範囲は6.6であった。猛禽類の中央値

は0.0μg/dlで四分位範囲は3.1、ガンカモ類の中央値

は8.5μg/dlで四分位範囲が12.6、その他の鳥類は中央

値が0.0μg/dlであった。また、長期間飼育されてい

たトビの中央値は1.4μg/dlで四分位範囲が1.4であり、

長期間飼育されていたオオハクチョウの中央値が

3.5μg/dlで四分位範囲は1.6であった。これらのカテ

ゴリー別の最大値と最小値、中央値、四分位範囲を

グラフ化したものを図1に示す。これらの数値につ

いて、救護された猛禽類とガンカモ類および長期飼

育下のトビとオオハクチョウの間の相違について、
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Mann-WhitnyのU検定を用いて評価した。その結果、

救護されたガンカモ類と長期飼育下のオオハクチ

ョウとの間、そして長期飼育下のオオハクチョウと

同トビの間などで有意差が認められたが、救護され

た猛禽類と長期飼育下のトビの間には有意差は認

められなかった。 

さらに、一つの種類で4羽以上救護された鳥類の

フクロウ、トビ、オオハクチョウ、カルガモと、長

期飼育下のトビおよびオオハクチョウをそれぞれ1

グループとし、各種類の間での相違についても同様

に評価した。なお、4羽のカルガモはすべて6月半ば

から9月上旬にかけて救護されたもので、地域的な

移動による影響が受けにくいものだと考えられた。 

それぞれのグループを統計的に解析した結果、救

護されたオオハクチョウは他のすべての種と有意差

が認められ、フクロウはカルガモ以外のすべての種

と有意差が認められた。また、長期飼育下のトビと

長期飼育下のオオハクチョウの間でも有意差が認め

られた。カルガモは救護されたオオハクチョウ以外

のすべての種と有意差が認められなかった。また、

救護されたトビと長期飼育下のトビの間にも有意な

差は認められなかった。

表1 血中鉛濃度によるクラスと鉛中毒の評価 

 

 

表2 カテゴリー、鳥種別の血中鉛濃度の中央値と最大値、最小値、四分位範囲 

   ※血中鉛濃度の検出下限の1.0μg/dl以下の個体はすべて0.0μg/dlとした。 
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図1 カテゴリー別の中央値、最大値、最小値、四分位範囲 

A:猛禽類 B:ガンカモ類 C:長期飼育下のトビ D:長期飼育下のオオハクチョウ E:救護鳥類全部 

A-B、A-D、B-C、B-D、C-D間で有意差あり（p<0.05） 

 

 
図2 鳥種別の中央値、最大値、最小値、四分位範囲 

A:フクロウ B:トビ C:オオハクチョウ D:カルガモ E:長期飼育下のオオハクチョウ 

F:長期飼育下のトビ 

A-B、A-C、A-E、A-F、B-C、C-D、C-E、C-F、E-F間で有意差あり（p<0.05） 
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3．土壌中の鉛含有量の測定 

環境中に含まれる鉛の濃度を測定する目的で、岩

手県内でオオハクチョウが休息地として利用して

いるポイント2カ所（御所湖 雫石町、高松の池 盛岡

市）と採食地として利用しているポイント1カ所（徳

田新田 矢巾町）、そして岩手県鳥獣保護センター

（滝沢村）のトビが長期飼育されていた飼育ゲージ

とオオハクチョウが長期飼育されていた放鳥池の

全部で5ポイントから土壌を採取し、鉛の含有量の

測定を行った。土壌の採取はそれぞれのポイントご

とに5カ所からのサンプリングを行い、分析に供し

た。分析はIWC-net指定の検査機関（株式会社総合研

究所、東京都品川区）に依頼した。分析方法はEPA 

Method 6010cで行った。 

それぞれのポイントごとの鉛の含有量を表3に示

す。休息地1では鉛含有量は9ppmであることが確認

され、休息地2では120ppm、採食地で19ppm、放鳥

池6ppm、飼育ゲージでは10ppmという結果が得られ

た。これらの数値を3つの文献から得られた参考数

値（浅見輝男 2001、富樫茂子ら 2001、Bowen 1970）

（表4）と比較すると、休息地2以外から得られた土壌

サンプルの分析値は概ね日本における鉛の非汚染

土壌に該当する範囲内の数値であったが、休息地2

で採取した土壌サンプルの分析値は120ppmと非常

に高い値を示した。 

 

 

表3 ポイントごとの土壌中の鉛含有量 

 
 

表4 非汚染土壌の参考数値 

 

4．考察 

今回の調査結果によると、岩手県で救護された鳥

類のうち、血中鉛中毒の検査に供した49羽中2羽で

鉛中毒が認められ、発生率は4.1％であった。このう

ち猛禽類では鉛中毒の発生は認められなかったが、

ガンカモ類において10.0％と高い割合で認められ、

さらに慢性的な暴露で影響を受けるレベルの血中

鉛濃度を示すものが25.0％存在し、救護されたガン

カモ類のうちの35.0％もの高い割合で鉛の暴露を受

けていることが示された。 

次に、半年以上にわたって岩手県鳥獣保護センタ

ーで飼育されていたオオハクチョウとトビを比較

的環境の影響を受けにくい飼育下にあるガンカモ

類と猛禽類とそれぞれみなし、野外のガンカモ類と

飼育下のガンカモ類、野外の猛禽類と飼育下の猛禽

類の4つのカテゴリーに分けてそれぞれの血中鉛濃

度の間の違いについての評価を試みた。その結果、

野外のガンカモ類の血中鉛濃度の中央値が最も高

く、次に飼育下のガンカモ類、飼育下の猛禽類、野

外の猛禽類の順で低いことが分かった。また四分位

範囲については野外のガンカモ類が最も大きく、野

外の猛禽類、飼育下のガンカモ類、飼育下の猛禽類

の順で小さくなった。さらに、これらのグループの

個体ごとの血中鉛濃度の分布を統計学的に評価し

た結果、飼育下のガンカモ類と飼育下のトビの間な

どで有意差が認められた。これらの関係を図3に示

す。 

 

 

 
図3 カテゴリーの違いと有意差の有無 
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猛禽類では野外の個体群と飼育下の個体群の間

で血中鉛濃度の違いに有意差が認められず、生息環

境の違いによる影響をあまり受けないことが示唆

された。また、生息環境がある程度制限されている

条件下でもガンカモ類で血中鉛濃度が猛禽類と比

べて有意に高く、ガンカモ類は猛禽類に比べて血中

鉛濃度が高くなる傾向があることが分かった。さら

に、野外のガンカモ類と飼育下のガンカモ類との比

較で野外のガンカモ類が有意に鉛の影響を受けて

いるということがここでも示された。 

さらに、救護された鳥類のうち4羽以上のサンプ

ルが得られたフクロウ、トビ、カルガモ、オオハク

チョウと、長期飼育されたトビ、オオハクチョウの

血中鉛濃度の中央値と四分位範囲を種類別に算出

し、また各鳥類の個体ごとの血中鉛濃度の分布を種

別間で統計学的に評価し、有意差の認められた関係

を図4に示す。 

血中鉛濃度の中央値は6羽すべてが検出限界値以

下だったフクロウが最も低く、ついでカルガモ、長

期飼育下のトビ、野外のトビ、長期飼育下のオオハ

クチョウ、野外のオオハクチョウの順で高かった。

血中鉛濃度の四分位範囲はフクロウが最も小さく、

ついで長期飼育下のトビ、長期飼育下のオオハクチ

ョウ、野外のカルガモ、野外のトビ、野外のオオハ

クチョウの順で大きかった。 

これらのグループ間での血中鉛濃度を統計学的

に評価した結果、フクロウがカルガモ以外のすべて

のグループとの間で有意な違いがあり、野外のオオ

ハクチョウはすべてのグループとの間で有意な違

いがあることが示された。これらの結果により、猛

禽類の中でも種類の違いにより血中鉛濃度にも違

いがあることが示唆された。また同様に、ガンカモ

類の中でも種類の違いにより血中鉛濃度に違いが

あることが示唆されたが、さらに生息環境の違いに

よっても差があることが示唆された。 

さらに、ガンカモ類の生息する環境中の鉛につい

て調査する目的で、岩手県内でオオハクチョウが休

息地として利用しているポイント2カ所と採食地と

して利用しているポイント1カ所、そして岩手県鳥

獣保護センターのトビが長期飼育されていた飼育

ゲージとオオハクチョウが長期飼育されていた放

鳥池の全部で5ポイントから土壌を採取し、鉛の含

有量の測定を行った結果、休息地の1ポイントの土

壌の鉛含有量が120ppmという高い濃度であること

が確認され、実際に野外のオオハクチョウの生息環

境中に暴露源となりうる鉛の存在があることが示

唆された。 

深刻な臨床性の鉛中毒レベルであったオオハク

チョウは救護時のＸ線撮影や死後の病理解剖によ

っても原因となるような鉛の金属片は消化管など

から発見されなかった。しかし、衰弱や腺胃の拡張

と食帯、下痢などの鉛中毒の影響と思われる症状を

呈していたことと、非常に高い血中鉛濃度の数値か

ら鉛散弾や釣りの錘などの鉛金属片が原因となっ

たことが考えられた。 

潜在的な鉛中毒レベルであったコハクチョウは

落下または衝突による骨折が原因で救護時された

もので、X線撮影によって鉛の金属片は認められな

かったことと鉛中毒が予想される症状が認められ

なかったため、この個体はキレート剤の投与など鉛

中毒に対する治療は受けなかった。しかし22日後の

再検査では血中鉛濃度が正常範囲内の6.9μg/dlまで

低下していた。救護時に採取され、検査に供された

この個体の血中鉛濃度は21.1μg/dlと鉛中毒レベル

の下限に近い値であり、バックグラウンドレベルの

暴露の数値と比較的近い値でもあることから、この

個体の鉛の暴露源が鉛散弾などの鉛の金属による

ものかは判断ができなかった。 
図4 種類、飼育形態の違いと有意差の有無 

μg/g（mg/kg）=ppm 
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鉛の金属片は消化液に対して比較的安定してお

り、哺乳類が鉛の金属片を摂取した場合にはその消

化過程ではほとんど消化・吸収されないが、鳥類で

は砂や小石とともに取り込まれた鉛の金属片が砂

嚢中で徐々にすり潰されて消化・吸収されるため深

刻な鉛中毒に陥る。オオワシ、オジロワシなどの猛

禽類における急性の鉛中毒の発生は、狩猟によって

捕殺されたシカなどの残渣や鉛散弾を含んだ死体

や肉片をこれらの猛禽類が摂食するとき、そこに残

されたライフル弾やその破片、鉛散弾を誤って同時

に摂取することなどが原因となる。これに対してガ

ンカモ類などの水鳥では餌を消化するために環境

中から小石や砂を砂嚢内に取り込むため、生息環境

中に鉛散弾や釣りの錘などが存在すると、これらの

金属片を同様に摂取してしまうことによって鉛中

毒がおこる（Kurosawa 2000）。また、コハクチョウな

どの水鳥では散弾や錘などの金属片だけでなく、鉱

山の排水で鉛に汚染された堆積物などの環境中の

鉛をも吸収し、鉛中毒に陥ることが報告されており

（Blus et al. 1991）、鉛アンチノック剤製造工場の近く

の河口で野鳥の多数の死亡事故や都市部のハトで

の毒性影響も報告されている（WHO 1989）。 

食餌から体内に吸収された鉛は血液、腎臓、肝臓

などの軟部組織に吸収され、ついで骨に再分布する。

人の血中および軟部組織における鉛の半減期は約

28～36日であるが骨の半減期はずっと長い（WHO 

1995）。このような体内動態の違いから骨における

鉛濃度の測定は直近の鉛中毒の評価には向かない

が、地理的な汚染分布の評価には有益であるとされ

ている（Pain 1996）。また、鳥類の羽毛に含まれる鉛

濃度を測定することで環境汚染を評価することも

これまでに試みられており（都築俊文ら 1976）、今

回の調査によって低レベルの血中鉛濃度を示した

個体が実際長期間にわたる暴露を受けたものか、そ

れとも急性の鉛中毒からの回復過程にあるものか

を区別することはできないが、今後の調査で骨もし

くは羽毛などの他の組織における鉛濃度の測定も

併用することである程度評価できる可能性がある

と考えられる。 

また、これまでに鉛中毒に陥ったワシ類やガンカ

モ類の肝臓を分析して鉛の同位体比を解析し、ライ

フル弾や鉛散弾、釣りの錘それぞれの鉛の同位体比

を比較して原因となった鉛を推測した例が報告さ

れている（神和夫 2001）。また鳥類における急性の

鉛中毒だけでなく、地域的な土壌と大気中に含まれ

るエアロゾルに含まれる鉛の同位体比を比較し、環

境の汚染源となっている鉛の由来を推測した報告

（Mukai et al. 2001）や、地域の土壌中の鉛の同位体比

とそこに住む人々の血中の鉛の同位体比の関連の

報告もあり（Gulson 2006）、鉛の同位体比の解析は環

境の汚染や影響についても応用されている。 

本調査において岩手県内で救護されたガンカモ

類で鉛中毒と鉛の暴露が高い割合で発生している

ことが確認された。鉛中毒の原因がこれまでに報告

されている鉛のライフル弾や散弾、釣りの錘などの

金属鉛によるものかは確認できなかったが、岩手県

のガンカモ類が実際に致死的な鉛中毒のリスクに

さらされていることが認められた。猛禽類における

鉛中毒については、これまで国内で問題視されてき

たようなオオワシやオジロワシ、イヌワシなどの大

型猛禽類の救護例が無く、本調査によって評価する

ことはできなかった。 

また、低いレベルでの鉛の暴露を受けているガン

カモ類が多く存在したこと、そしてガンカモの生息

環境から高い鉛の含有量を示す土壌も確認された

ことから、これらのガンカモ類が環境からの鉛の影

響も受けている可能性が示唆され、今後の調査とし

てこれらの鉛の汚染源とそれが鳥類生体の健康に

与える影響についての検討も必要であると思われ

る。 
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Although lead poisoning cases have been confirmed in Whooper Swans (Cygnus cygnus) in Iwate prefecture, the 

overall situation has not been invested. We therefore collected blood samples from waterfowl (n=20) and raptors (n=26) 

rescued because of injury or weakness in Iwate prefecture from October 2008 to September 2009 and conducted blood 

lead analysis. Evidence of lead poisoning was not found in raptors but was recognized in 10% of waterfowl. Moreover, 

25% of the waterfowl exhibited marked lead exposure. The seriousness of lead pollution is thus indicated in wild 

waterfowl in Iwate. 
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1．活動の背景と目的 

沖縄島では、島を取り巻くサンゴ礁の内側に、方

言でイノーと呼ばれる浅い礁池が広がる。ここには

海中の顕花植物である海草類が繁茂し、海草藻場

（うみくさもば）が形成されている。海草藻場は生産

性が非常に高く、サンゴ礁生物を支える「ゆりかご」

のような存在としても非常に重要である。 

しかし、日本各地の海草藻場は各地で埋立てによ

り減少の一途をたどってきた。沖縄島の海草藻場で

は、第二の面積を持つ沖縄市の泡瀬干潟（112ha）で埋

立ての第1期工事が進む中、埋立て予定地の内側に

残されていた海草藻場で、海草類が激減した（鹿谷、

私見）。島内最大の海草藻場が広がる名護市東海岸

の辺野古沖（173ha）では、米軍普天間飛行場移設に

伴う基地建設が計画され、ジュゴンの生息域である

海草藻場に大きな影響を及ぼすことが懸念されて

いる。さらに、浦添市沿岸に残された海草藻場では

海岸道路の建設が進み、沖合の埋立て計画も控えて

いる。 

こうした中、特にジュゴンの生息域として重要な

名護市東海岸の海草藻場について、2002年～2006年

の間、（財）日本自然保護協会（NACS-J）の主催のもと

で沖縄ジャングサウォッチが行なわれた。これは、

オーストラリアを中心に1998年から世界各地で行

なわれている市民参加型の海草藻場モニタリング

活動「Seagrass Watch」をモデルとしている。 

辺野古沖の基地建設計画の変更に伴い、近年の

NACS-Jほかによる自然保護活動は大浦湾に軸足を

置くようになった。しかし、辺野古沖及び周辺海域

が基地建設によって悪影響を受ける可能性は今も

って変わらず、今後も継続的にモニタリングを行な

うことには大きな意味があると考えられる。そこで

シーグラスウォッチ・ジャパンは、（1）海草藻場や

ジュゴンの保全に活用できるデータの蓄積、（2）海

草藻場の重要性についての社会的な認知度を高め

る、という2点を目的に、2007年秋から沖縄ジャン

グサウォッチの調査活動を引き継いで行なってき

た。ここでは、2008年度PRO NATURA FUNDによる

調査活動について報告する。 

 

2．活動の内容 

本年度は、昨年度に引き続き名護市嘉陽にて、約

2ヶ月おきにスノーケルによる海草藻場の観察を行

なった。また、一般市民が海草藻場に親しむ機会と

して、2009年3月に浦添市港川で学習会と観察会を

企画した。年1回の一斉調査としては、嘉陽と辺野

古において2009年9月にジャングサウォッチを行な

った（図1）。 
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（1）スノーケリングによる海草藻場の観察 

海草の繁殖生態や海草藻場の季節変化、台風の影

響等を調べるため、2008年11月8日、2009年1月17日、

4月11日、6月9日、8月10日の計5回、嘉陽の海草藻

場で1～2名によるスノーケリング観察を行ない、海

草藻場の写真記録をとった。観察場所は嘉陽の西側

の藻場で、後述する一斉調査のKC、KDライン付近

にあたる。 

（2）学習会と観察会 

2009年3月27日に浦添市港川の港川自治会公民館

で学習会を行った（写真1）。当日は一般市民の親子

や自治体職員など22名が参加し、海草の実物を用い

た解説や、生き物パネルを使った生態系の説明など、

大人から子どもまで楽しめる学習会を工夫し、好評

を得た。翌28日には港川海岸において観察会を予定

していたが、あいにくの強い雨により中止となった。

しかし事前の参加申込みは、中南部の都市部の市民

を中心に50名を超え、海草藻場への関心の高まりが

伺えた。 

 

 

 
 

図1 沖縄島で調査活動を行った場所 

（3）2009年一斉調査 

2009年は9月5日に嘉陽で、6日に辺野古でジャン

グサウォッチを行なった（写真2、3）。 

 

写真1 海草学習会（2009年3月27日） 

 
写真2 嘉陽ジャングサウォッチの様子 

（2009年9月5日） 

 
写真3 辺野古ジャングサウォッチの様子 

（2009年9月6日） 
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 嘉陽の調査ラインについては、東側は前年と同じ

100m間隔の3ライン（K1、K3、K5）とした。また西

側では、ジュゴンが頻繁に利用する良好な海草藻場

をモニタリングする意味で、被度の高い場所に100m

間隔で3ライン（KB、KC、KD）を置いた（図2）。辺野

古は前年までと同じ22ポイントで調査を行なった

（図3）。 

ジャングサウォッチの調査方法はSeagrass Watch

に倣っている。これは、海草類を採取することなく、

目視による被度判定で海草の生育状態を調べる非

破壊調査であることが大きな特徴である。 

目視による被度判定では、調査員ごとに個人差が

生じる。このバイアスについて、ジャングサウォッ

チではSeagrass Watchと異なり、調査後にデータ補正

（キャリブレーション）を行なっている。調査方法の

詳細については「ジャングサウォッチ・ハンドブッ

ク」（（財）日本自然保護協会 2007）を参照されたい。 

 

3．調査結果 

（1）スノーケリングによる海草藻場の観察 

毎回の調査において、ジュゴン・トレンチが多数

観察された（写真4）。 

海草類の繁殖生態については、 

・11月：リュウキュウスガモの実 

・ 1月：リュウキュウスガモのはじけた実・種子 

・ 4月：ウミヒルモの雄花の蕾、リュウキュウス

ガモのはじけた実・種子 

・ 6月：ウミヒルモの雄花・雌花・果実、リュウ

キュウスガモの種子 

・ 8月：ウミヒルモの雄花の蕾 

をそれぞれ確認した（写真5）。 

特記事項としては、4月にトゲクリイロナマコの

放精を観察することができた（写真6）。また、6月に

はミノウミウシの仲間の群れを発見した。これも満

月近い時期だったため、繁殖のために同種個体が群

れを作っていたのかもしれない。 

8月の観察は、台風8号が南方近海を通過した後に

あたる。海草藻場の砂が移動して海草類のパッチの

縁が削られたり、砂が厚さ10cm以上も移動し、海草

類の地下茎がむき出しになった部分などが見られた。 

海草藻場生態系の季節変化としては、海草類と同

所的に育つ藻類の消長が目立った。秋頃からホンダ

ワラの仲間が伸び始め、冬にかけて緑藻類（カサノリ、

イソスギナ、フデノホなど）が岩礫上を覆った。同時

に、海草類（特にボウバアマモ）の葉上を微細な糸状

藻類が覆うように育っていた。こうした低温期には、

浅瀬のリュウキュウスガモで葉の上部が黒く変色す

ることがあり、低温障害かと思われる。初春から初

夏にかけてはモズク類が海草類に混ざって生長した。 

昨年、例年以上に個体数が多く見られたシラヒゲ

ウニは、2009年の夏には例年程度に数が収まってい

った。また、海草藻類をついばむアイゴ類の幼魚の

群れが、季節ごとに育って行く様子も観察された。 

 

図2 2009年の嘉陽調査ライン 

 

図3 2009年の辺野古調査ポイント 
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（2）2009年一斉調査 

調査には2日間でのべ31名の参加があった。 

台風12号が南東海域にあり、嘉陽では非常に波が

高く、流れの強い状況であった。そのためラインを

引いても大きくずれる可能性があった。そこで、調

査では無理なく可能な範囲までラインを延ばし、デ

ータをとることにした。その結果、調査メンバーの

協力もあり、2ラインは150mまで、残りの4ラインは

200mまでデータを取ることができた。東側のライン

では、被度が極めて低かった50mと100mの地点で、

海草類が回復し始めている様子が見られた。50m地

点ではマツバウミジグサ、100m地点ではマツバウミ

ジグサとウミヒルモ、リュウキュウスガモが増え始

めていた。西側のラインでは、KCの50m地点とKD

の50～200m地点で海草の被度が高いことが示され 

 

写真4 ジュゴン・トレンチ（2008年11月8日） 

 

写真5 ウミヒルモの雌花（右）と果実（左） 

（2009年6月9日） 

 

図4 2009年の嘉陽における海草全体被度 

 
図5 2009年の辺野古における海草全体被度 

 

写真6 トゲクリイロナマコの放精（2009年4月11日） 
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た。この付近では、ジュゴン・トレンチも多く観察

された。 

辺野古では、やはり波は高めであったが、調査は

従来通りに行なうことができた。海草藻場の広範囲

に渡って、概ね海草類の被度が高かった（図5）。 

 

4．考察 

（1）海草藻場の観察から 

2007年の12月以降、2009年8月まで、およそ2ヶ月

おきに嘉陽の西側の海草藻場でスノーケル観察を

続けることができた。観察時には、水中写真で海草

類や多様な生物の記録を残してある。ジュゴン・ト

レンチは毎回確認することができた。ジュゴンが餌

場として頻繁に利用する海草藻場の記録として、ま

た今後何らかの環境変化が起きた場合の比較材料

として、これらの記録は有用なものとなるだろう。 

海草類の生態に関しては、昨年同様、リュウキュ

ウスガモとウミヒルモについて花と果実を確認し

た。海草類の繁殖サイクルを把握するにはまだ情報

が十分ではないが、どちらも比較的長い期間に渡っ

て花や実を付ける可能性が示唆される。今後、より

細かな野外観察を行なうことで、他の海草類につい

ても新たな知見を得ることができるかもしれない。 

今年は、4月にトゲクリイロナマコの放精を観察

することができた。これは非常に貴重な機会で、こ

うした記録は海草藻場生態系の理解にとって大切

なものである。 

（2）沖縄島北部東海岸の海草藻場 

嘉陽では、東側の海草藻場が2003年の台風で著し

く減少して以降、2008年の調査でわずかに回復の傾

向がみられていた。今年は、岸から50mで5～9％、

100mでは10％台を示し、海草類の回復がはっきりデ

ータに現れた（図6）。また、50m地点と100m地点で

は回復した海草の種類に違いが見られた。こうした

海草藻場の回復過程は、今後もモニタリングを続け

ることによってさらに明らかになっていくだろう。 

辺野古海域の海草藻場は、2002年のジャングサウ

ォッチ開始以来、海草藻場が安定的に保たれ、今年

も海草類の分布傾向に大きな変化は見られなかっ

た。もともと被度の高い場所は今年も高く、低い場

所は低いままである。台風が来ても変化が少ないこ

とについては、嘉陽の浅瀬と比べて、辺野古はやや

水深があり、台風の波の影響を直接受けにくいこと

が考えられる。 

海草藻場が非常に広いことと、米軍基地によって

海域へのアクセスがしにくいことから、辺野古海域

できめの細かい調査はできないのが現状である。し

かし、今後埋立や開発が行なわれた場合はどのよう

な変化が起こるか、予断を許さない。今後もできる

だけモニタリングを継続し、基礎的なデータを取り

続けることが必要であろう。 

 

 

図6 嘉陽の2007年～2009年における海草全体被度

の比較 
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（3）ジャングサウォッチのこれから 

シーグラスウォッチ・ジャパンは、（財）日本自然

保護協会の活動を引き継ぐ形で、名護市東海岸の大

浦湾をはさむ嘉陽と辺野古で3カ年に渡りジャング

サウォッチを行なってきた。今後は、調査の規模や

時期、方法について検討しつつ、嘉陽と辺野古にお

けるモニタリング調査を継続できるよう、計画して

行く予定である。 

辺野古海域への普天間飛行場移設計画が撤回さ

れない現在、この周辺の海草藻場の自然環境が今後

もこのままで保たれる保証はない。直接の埋立だけ

でなく、工事に伴う赤土流出、基地からの汚染水等

による影響が懸念される。また、ジュゴンが暮らす

海域として、名護市東海岸の海草藻場は私たちの財

産とも言える。海草藻場の理解と保全のために、海

草藻場を様々な形で調べ、伝える活動を今後も行な

っていきたい。 

 

謝辞 

この活動は2008年度PRO NATURA FUNDによる

助成金によって実施されました。調査を行なうにあ

たり、（財）日本自然保護協会の大野正人氏には様々

なアドバイスをいただきました。また、辺野古調査

では東恩納琢磨氏と西平伸氏に調査船の船長を務

めていただきました。さらに、多くの無償ボランテ

ィアの方々には、時にハードな水中作業となる調査

に快く参加していただきました。皆様に心より深く

御礼申し上げます。 
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（財）日本自然保護協会. 2007. 沖縄島北部東海岸に

おける海草藻場モニタリング調査報告書: 113pp. 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

長野県安曇野のオオルリシジミ自然個体群の回復のための保護活動 

安曇野オオルリシジミ保護対策会議 
那須野 雅好1）・中村 寛志2）・丸山 潔3）・江田 慧子2） 

 

Conservation of a natural population of the large shijimi blue in Azumino, Nagano 

Azumino Volunteer Organization for the Preservation of the Large Shijimi Blue 
Nasuno Masayoshi, Nakamura Hiroshi, Maruyama Kiyoshi and Koda Keiko 

 

 

1．活動内容の報告 

「安曇野オオルリシジミ保護対策会議」が、活動助

成を受けた申請計画の内容（自然個体群の保護、安

曇野産オオルリシジミ系統の確保、自然個体群の回

復）に沿って報告する。 

（1）自然個体群の保護 

1）野焼き実験（写真1～7） 

かつてオオルリシジミが生息していた地域では、

草刈りと野焼きが行われていた。野焼きの効果を検

証するため、2009年3月28日に国営アルプスあづみ

の公園管理事務所の協力を得て、オオルリシジミ保

護区で試験的な野焼きを実施した。野焼き後メアカ

タマゴバチの寄生率と密度を調査するために、ケー

ジ設置や卵サンプリング・トラップ調査をおこなっ

た。卵サンプリングの結果、ケージ外では野焼き区、

非野焼き区ともに寄生率が50％前後で有意な差は

なかったが、ケージ内では野焼き区の寄生率は2.3％

だったのに対して、非野焼き区は30.3％となり野焼

き区は有意に寄生率が低いことがわかった。 

2）パトロール（写真8） 

放飼した蛹から成虫が出現する5月下旬から、幼

虫が土に潜って蛹になる7月中旬までの期間は、対

策会議のメンバーが交代で生息地をパトロールし

て、違法な採集者に注意を呼びかけた。 

（2）安曇野産オオルリシジミ系統の確保 

1）飼育方法の確立（写真9～20） 

現在まで保護会議のメンバーが行ってきた、累代

飼育を継続的に行い安曇野産オオルリシジミの系

統を維持していくため、信州大学農学部において

2008年からはじめた飼育実験を2009年も継続して

おこなった。 

2）日長・温度反応の解明（写真21～23） 

信州大学農学部の昆虫生態学研究室において、日

長・温度を管理して飼育をおこないオオルリシジミ

の発育零点や積算温量を算出した。また飼育下で

時々発生する2化成虫の出現条件を明らかにした。  

（3）自然個体群の回復（写真24～31） 

1）蛹放飼区での死亡要因調査 

毎年続けている蛹の放飼を2009年も5月6日に実

施した。放飼した蛹は400個体であった。蛹放飼区

で定着しない理由を明らかにするため、2007年から

継続している死亡要因調査を実施し、定着を阻害し

ている要因がメアカタマゴバチであることを特定

し、それによる死亡率を定量的に明らかにした。こ

の結果はPRO NATURA FUNDの助成活動成果とし

て日本環境動物昆虫学会誌に発表した。（業績3） 

2）越冬期の死亡要因と卵の分布調査 

越冬期の死亡率調査のため2008年11月27日に蛹

60個体を安曇野の保護区に設置し実験を始めた。ま

た2009年6月16と18日には、オオルリシジミの卵の

産卵様式を明らかにするため花芽あたりの卵の分

布調査を実施した。 

1） 安曇野市教育委員会   2） 信州大学農学部   3） 松本市山と自然博物館 
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写真1 オオルリシジミ♀成虫 

 

 

写真3 野焼き実験（2009年3月28日） 

 

 

写真5 寄生調査用に人為的に産卵させたクララの

花芽 

 

 

写真2 安曇野保護区概観 

 

 

写真4 野焼き後の寄生率調査用ハウス 

（2009年4月9日） 

 

写真6 寄生蜂捕獲用の粘着トラップITシート黄色 
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写真7 回収後の粘着トラップ 

 

 

写真9 飼育方法の確立 室内での成虫飼育 

 

 

写真10 交尾ケージ 

 

写真8 保護対策会議の腕章を着けてパトロール 

 

 

写真11 野外での成虫飼育 
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写真12 ケージ内交尾 

 

 

写真14 孵化 

 

 

写真15 若齢期の飼育 

 

 

 

 

写真13 産卵ケージ 

 

 

 

 

 

 

写真16 餌選択が可能な飼育 
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写真17 累代飼育 

 

 

写真19 前蛹 

 

 

写真21 2化成虫羽化 

 

写真18 4齢幼虫 

 

 

写真20 蛹 

 

 

写真22 カップ内の2化成虫 
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写真23 黒化した2化成虫 

 

 

写真25 人工飼育をした放飼用の蛹 

 

 

写真27 越冬期の蛹死亡率調査 

 

 
写真24 保護対策会議のメンバーによる蛹の放飼 

 

 

写真26 間隔を開けて蛹を放飼 

 

 

写真28 国際シンポジウム（2009年1月24日） 
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写真29 北御牧のオオルリシジミ放飼区調査 

（2009年3月24日） 

 

 
写真31 卵寄生蜂のメアカタマゴバチ 

 

 

3）シンポジウム・セミナーでの講演 

2009年1月24日に開催された信州大学山岳総合研

究所国際主催の国際シンポジウム2009において、オ

オルリシジミの絶滅過程を講演した。また8月2日の

信州昆虫学会において絶滅危惧昆虫類の保護に関

するシンポジウムを企画して、安曇野のオオルリシ

ジミが定着しない要因を明らかにし、自然個体群回

復の方法を提言した。また10月4日に大阪市立自然

史博物館で開催された第8回日本鱗翅学会自然保護

セミナーにて、安曇野におけるオオルリシジミの生

態と保護について講演し、オオルリシジミの保護と

安曇野の生息地保全および違法な採集の現状を訴

えた。（業績7、8、9） 

 

写真30 自然保護セミナー（2009年10月4日） 

 

 

 

 

 

 

4）北御牧のオオルリシジミを守る会との連携 

3月24日に人工飼育実験用の東御産蛹をもらい

受けるとともに、北御牧オオルリシジミ放飼区で

あるシチズンファインテックみよた工場で、生息

地管理の方法を聞き取り調査した。また5月24日に

北御牧のオオルリシジミを守る会が主催する観察

会に参加し保護・研究活動について意見交換をお

こなった。 

5）オオルリシジミ研究会の設立 

2009年3月8日に松本市山と自然博物館において

第1回オオルリシジミ保護・研究に関する検討会を

開催した。これは長野県内でオオルリシジミの保護

活動を行っている関係団体と行政機関および信州

大学による連絡会議で、この会議で、長野県内のオ

オルリシジミの保護活動の中核となる「オオルリシ

ジミ研究会」設立した。 

6）安曇野オオルリシジミ保護対策会議の開催 

2008年10月26日、2009年3月22日、9月30日に開

催し、活動内容の報告、研究発表、保護活動方針

の検討などをおこなった。また啓蒙活動のために

オオルリシジミの保護を訴えるパンフレットを作

成した。 
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2．活動経過 

2008年10月から2009年10月までの安曇野オオル

リシジミ保護対策会議の活動経過と信州大学農学

部昆虫生態学研究室の研究活動を、日付順に以下に

示した。 

●2008年 

10月26日（日） 安曇野オオルリシジミ保護対策

会議（安曇野市堀金支所）：生息環境の整備検

討会 

11月17日（月） 学会発表：日本環境動物昆虫学

会創立20周年記念大会（京都大学）2008年の

卵・幼虫調査結果を取りまとめて発表。優秀

発表賞を受賞。 

11月27日（木） 越冬期の死亡率調査：越冬期の

死亡率調査のため、蛹60個体を安曇野の保護

区に設置し実験を始めた。 

 

●2009年 

1月24日（土） 国際シンポジウム：信州大学山岳

総合研究所国際主催の国際シンポジウム

2009（信州大学）でオオルリシジミの絶滅過

程を英語で発表した。 

1月31日（金） 設置蛹調査：安曇野の保護区に設

置した蛹の生息状況調査 

2月23日（月） クララの株分け：信州大学農学部

に栽培されているクララの株分けを行った。 

3月8日（日） 第1回オオルリシジミ保護・研究に

関する検討会（松本市山と自然博物館）：長野

県内でオオルリシジミの保護活動を行って

いる関係団体と行政機関による連絡会議。 

3月22日（日） 安曇野オオルリシジミ保護対策

会議（松本市山と自然博物館）：活動内容の報

告と2009年度の保護活動方針の検討。  

3月24日（火） 人工飼育実験用の東御産蛹をも

らい受け（東御市北御牧村総合支所）と北御

牧オオルリシジミ放飼区聞き取り調査（シチ

ズンファインテックみよた工場敷地内） 

3月28日（土） 野焼き実験：国営アルプスあづみ

の公園管理事務所の協力を得て、保護区で試

験的野焼きを実施した。 

4月9日（木） 保護区ハウス・粘着トラップ設

置：野焼き実験の効果を検証するための寄生

率と寄生蜂密度調査のための装置を設置。 

4月15日（水） 粘着トラップ回収：以後8月末まで、

2週間ごとにトラップの回収と設置を行う。 

4月16日（木） 聞き取り調査：安曇野にて生息地

の草刈りや野焼きなど土手や畦畔の管理状

況について聞き取り調査を実施。 

5月1日（金） クララケージ設置・発芽試験：信

州大学農学部の圃場において、人工産卵用

のケージを設置。またクララの発芽試験を

開始。 

5月6日（水） 蛹の放飼：安曇野オオルリシジミ

保護対策会議のメンバーが人工飼育した蛹

を安曇野の保護区に放飼した。放飼した蛹は

400個体。 

5月22日（金） 人工飼育開始：信州大学農学部の

昆虫飼育室において、日長・温度管理をした

人工飼育を実施。8月に蛹になるまで飼育実

験を継続。 

5月23日（土） 保護区調査とパトロール開始：こ

の日から7月中旬まで、卵から幼虫期までの

死亡要因を明らかにし、発生時期に定着しな

い要因を特定するために、卵・幼虫・成虫数

について2ヶ月間集中的な調査を行った。ま

た成虫の出現期間中は5日おきに成虫のマー

キングを実施。さらにこの期間は交代で、生

息地をパトロールして違法な採集者に注意

を呼びかけた。 

5月24日（日） 北御牧オオルリシジミ観察会：シ

チズンファインテックみよた工場敷地内で

北御牧のオオルリシジミを守る会が主催す

る観察会に参加。保護・研究活動について意

見交換。 

6月16日（火）・18日（木） 卵分布調査：卵の産卵

様式を明らかにするため花芽あたりの卵の

分布調査を実施。 

6月20日（土） オオルリシジミ調査：安曇野以外

の地域の分布状況を調査。 

6月23日（火） 保護区ケージ回収作業。 
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7月7日（火） 保護区における最後の調査：終齢

幼虫数の確認。 

8月2日（日） 学会シンポジウム：信州昆虫学会

の公開シンポジウムにおいて安曇野のオオ

ルリシジミ自然個体群回復の方法を提言し

た。 

8月20日（木） オオルリシジミ保護のためのパ

ンフレットを作成。 

9月30日（水） 安曇野オオルリシジミ保護対策

会議（信州大学農学部）：今年度の活動報告。

PRO NATURA FUND の助成金による活動の

総括。 

10月4日（日） 自然保護セミナー：日本鱗翅学会

自然保護セミナー（大阪市自然史博物館）に

てオオルリシジミ保護に関する講演。 

 

3．オオルリシジミに関する業績一覧 

（1）論文 

1）平林純之介・江田慧子・中村寛志. 2009.3.27. 国営

アルプスあづみの公園保護区におけるオオルリ

シジミ Shijimiaeoides divinus barine 蛹導入個体群

に関する生命表調査. 信州大学農学部紀要, 45: 

21-29. 

2）江田慧子・中村寛志. 2009.3.27. 絶滅危惧種オオル

リシジミの飼育方法について. 信州大学農学部

AFC 報告: 21-28. 

3）江田慧子・平林純之介・中村寛志. 2009.8.31. 長野

県安曇野における卵寄生蜂メアカタマゴバチに

よるオオルリシジミ卵への寄生について. 日本環

境動物昆虫学会誌 , 20: 95-102.（PRO NATURA 

FUND の助成活動成果として発表） 

4 ） Keiko KODA and Hiroshi NAKAMURA. 2010. 

Effects of temperature on the development and 

survival of an endangered butterfly, Shijimiaeoides 

divinus barine（Leech）（Lepidoptera: Lycaenidae） . 

Entomological Science, 13: 29-34. 

（2）学会・研究会発表 

5）江田慧子・中村寛志. 2008.11.17. 飼育下において

オオルリシジミ第2化成虫が出現する温度・日長

条件. 日本環境動物昆虫学会創立20周年記念大会

（京都大学）講演要旨: 35pp. 

6）江田慧子・丸山潔・猿田久雄・中村寛志. 2008.11.17. 

オオルリシジミの室内飼育方法と有効積算温度. 

日本環境動物昆虫学会創立20周年記念大会（京都

大学）講演要旨: 36pp. 

7）江田慧子・中村寛志. 2009.8.2. 安曇野における絶

滅危惧種オオルリシジミの保護回復に関する研

究. 信州昆虫学会公開パネルディスカッション

「絶滅に瀕している昆虫類の保全と保護」. New 

Entomologist, 58: 95. 

8 ） Koda, K. 2009.1.24. Analysis the geographical 

distribution of an endangered butterfly species, the 

large shijimi blue using insect database. In the 

International Symposium 2009, Institute of Mountain 

Sciences Shinshu University,” Management and 

Analysis of Organism using Remote Sensing and 

Geographical Information”. Abstract, 5. 

9）中村寛志. 2009.10.4. 長野県安曇野におけるオオ

ルリシジミの生態と保全. 第8回日本鱗翅学会自

然保護セミナー（大阪市立自然史博物館）. 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

「台風による樹木倒伏をとおして明らかになった軽井沢の 
本来の自然」の普及活動 

軽井沢自然地理研究会 
江川 良武・山本 博・杉崎 孝一郎 

 

Publication and Knowledge Promotion of “The Revealed Nature of Karuizawa through 
the Study on Tree Damage caused by Typhoon 9, Sept. 2007 

Karuizwa Natural Geography Study Group 
Yoshitake Egawa, Hiroshi Yamamoto and Kouichirou Sugizaki 

 
 

1．自費による研究の概要 

助成に先立ち、自費による調査研究を行った。 

軽井沢地方は2007年9月の台風9号により、10万本

ともいわれる大倒木災害が発生した。自然環境はこ

うした大災害によって、その隠れた本質が明らかに

され、また新たな環境が形成されるという環境保護

の観点および防災の観点から、倒木の地理的分布や

原因を明らかにすることを試みた。合わせて軽井沢

の森のあるべき姿を検討した。 

 

2．助成による報告書印刷と配布 

上記1の研究成果を図37、表16、写真17、ページ

数64の報告書にまとめ、プロ・ナトゥーラ・ファン

ド助成により300部印刷し、地元軽井沢町および周

辺自治体の環境、防災関係行政機関、ボランティア

団体、全国の主要な研究機関、個人研究者、図書館

などに配布することができた。一ボランティア団体

がこのような成果を出したことにつき、行政や他の

ボランティアグループに刺激を与えたと思われ、ま

た地元紙に大きく取り上げられるなどの反響があ

った。 

 

3．助成による報告会の開催 

地元の行政機関や関心を寄せる各位を対象に軽

井沢町の後援を得て、報告会「軽井沢の森を考える

―倒木災害と森林火災から学ぶ―」を約80名の参加

を得て開催した。従来、自然保護に係わるボランテ

ィア団体を含む各団体は互いの異質点にとらわれ、

協力し合うことが少なかったが、この報告会を契機

にこの状態から抜け出すことを心がけた。具体的に

は、同じ軽井沢で森林保護活動を進めている「しい

ある倶楽部」の協賛をいただき、互いの一致点を確

認すると共に今後の協働の糸口をつくることがで

きた。また軽井沢町は、軽井沢の森は私有林である

として、これにかかわることを避けるきらいがあっ

たが、報告会の一部時間を割いて「森林火災のリス

クと対策」につき講演してもらい、森林への関与が

深まったと思われる。 
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写真1 報告書表紙 

 

 

 

写真2 報告会の一風景 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

香川県産ニッポンバラタナゴの系統保存のための保護池造成 

かがわタナゴ倶楽部 
横井 聰・伊藤 英夫・白井 康子 

 

The construction of refuge ponds for genetic resource preservation 
of Rhodeus ocellatus kurumeus in Kagawa prefecture 

Association for Preservation of TANAGO in KAGAWA 
Satoru Yokoi, Hideo Ito, Yasuko Shirai 

 
 

1．目的 

香川県は大阪府と並ぶニッポンバラタナゴ（絶滅

危惧I類、環境省）の重要な生息地であるが、ミトコ

ンドリアDNAの遺伝子分析の結果から、香川県内に

分布するニッポンバラタナゴは大阪の個体群とは

異なるハプロタイプを持つことが明らかにされて

いる。しかしながら、近年、生息地域へのタイリク

バラタナゴの侵入が確認され、また、生息ため池の

環境劣化や近年の渇水の影響などで個体数が著し

い変動を繰り返しており、香川県産ニッポンバラタ

ナゴの遺伝的多様性の減少が懸念されている。 

このため、香川県のニッポンバラタナゴ個体群を

保護することを目的に、系統保存のための保護池を

造成する。 

 

2．事業の概要(全体計画) 

会員の所有する休耕水田を活用し、ニッポンバラ

タナゴを原生息池の個体群毎に系統保存するため

の小池を造成する。小池には、ドブガイ、ヨシノボ

リ、水生植物等を導入し、ニッポンバラタナゴ及び

ドブガイが繁殖できる環境を整え、香川県の代表的

な二次的自然であるため池を中心とした生態系の

構築を目指す。将来的には、この保護池に生態観察

の機能を持たせるなど環境教育の場として活用す

るほか、他の希少在来淡水魚も保護する拠点とした

い。 

○所在地 

香川県木田郡三木町井戸字南山田（保護池用地約

20a） 

○施設の概要 

水田の耕土を使って周囲に盛り土し、面積約

100m2、水深概ね 50cm の小池を造成する。水源た

め池よりパイプで配水し、余水は下流ため池に放

流する。 

 

3．第19期助成による事業実施状況 

（1）施設整備 

第19期助成によって、新たに11区画の小池を整備

した。第18期助成による5区画を併せて16区画（ドブ

ガイ飼養池1区画含む）が整備され、これによって、

香川県産ニッポンバラタナゴの系統保存に必要な

小池が整備された。 

（2）説明板の設置 

18期助成で整備した区画内に説明板を設置した。 

（3）観察会の開催 

2009年7月26日、地元の小学生等を招き、昨年秋

にニッポンバラタナゴを移植した小池で観察会を

開催した。 

（4）モニタリングの実施 

昨年造成した小池に導入した3個体群について生

息状況のモニタリング実施したところ、すべての池

で繁殖が確認された。 
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（5）試験放流の実施 

12月から4月にかけて、19期助成で整備した小池

にニッポンバラタナゴを試験的に放流した。 

 

4．保護池造成の効果 

レッドデータブック調査時に18池あったニッポン

バラタナゴの原生息池のうち3池では既に絶滅し、現

時点では15池が残るのみとなっている。第18期及び

第19期の助成による保護池の整備で、残された個体

群の系統保存が可能となった。 

保護池において個体群毎に安定的に飼養すること

で、原生息池における個体数の著しい変動による遺

伝的多様性の減少を防ぐことができる。また、原生

息池における個体数の減少の要因が生息環境の劣化

によるものであれば、環境を改善した後に再放流す

るためのストックとすることができる。 

香川県では2005年7月「香川県希少野生生物の保護

に関する条例」を制定し、2006年5月ニッポンバラタ

ナゴを含む8種の動植物を「指定希少野生生物」に指

定、捕獲等を原則禁止している。今回助成を受けて

整備した保護池における保護事業は2009年10月20日、

条例に定める保護事業計画に適合していると認定さ

れた。今後、香川県のニッポンバラタナゴの系統保

存のために重要な役割を果たすこととなる。今後は、

保護池の維持管理に努めるとともに、香川県産ニッ

ポンバラタナゴの保護に関する意識の啓発・普及に

も取り組むこととする。 

 

図1 保護池イメージ図 

 

表1 事業計画 
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写真1 保護池の全体 

 

 

写真3 観察会（2009年7月26日） 

 

写真2 説明板 

 

 

写真4 試験放流（2010年4月25日） 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

日本の重要野鳥生息地（IBA, Important Bird Areas）普及のための 
英文のホームページの作成 

（財）日本野鳥の会 
古南 幸弘1）・山本 裕1）・葉山 政治1） 

 

The web site of Important Bird Areas of Japan in English 

Wild Bird Society of Japan 
Yukihiro Kominami, Yutaka Yamamoto and Seiji Hayama 

 
 

本事業は、日本の重要野鳥生息地（Important Bird 

Areas、以下IBA）と生態系保全の現状を英文ウエッ

ブページにより海外に紹介するものである。 

IBA事業は、鳥類保全のための国際NGOである

バードライフ・インターナショナル （ BirdLife 

International）が100カ国以上の加盟団体と共同実施

しているプロジェクトで、世界共通の鳥類の生息状

況を基準として重要な生息地を選定し、保全の優先

度を示して、法的な保護地域化等を通じて、生態系

の保全を進めることを目的としている。日本のIBA

はバードライフ・インターナショナル加盟団体であ

る当会が目録を作成し2004年3月に公表した。当会

は、IBAの重要性の普及や目録に掲載した地域にお

ける自然環境の価値の発見を通じて、開発事業が計

画立案される前に重要な自然環境の存在を認識し

てその破壊をあらかじめ防ぎ、ひいては法制度によ

り保護地域としての指定を受けて、保全が実施され

ることを目指している。 

これまでに当会は、IBAの重要性を広く認識して

もらうために、日本語版のホームページとブログを

立ち上げ、パンフレットを作成、配布した（2004年

度助成事業）。また、日本の各IBAサイトの現状を

「IBA白書」にまとめ2005年と2007年に発行し、保全

活動の参考資料として「IBA保護保全ハンドブック」

を発行した（2006年度助成事業）。 

今回の助成事業では、IBA白書2007の情報をもとに、

日本のIBA167か所の現状を海外に紹介する英文のウ

エッブページを設置した。 

http://www.wbsj.org/nature/hogo/others/iba/eng/ 

当ウエッブページでは、日本地図上に示したIBA

サイトをクリックすると、各サイトに関する情報が

表示される。各サイトの情報は、詳細な地図、所在

地、緯度・経度、面積、環境構成、選定理由、見ら

れる鳥、保全上の脅威、保護指定の状況などの情報

を掲載した。また、各IBAのサポーターから提供を

いただいたIBAサイトの景観や野鳥の写真を見るこ

ともできる。英文で発信することにより、より広く

世界の人々に日本の重要な自然環境の現状と、保護

地域としての法的な保全措置とのギャップといっ

た課題について知らせることができるようになっ

た。 

2010年の生物多様性条約第10回締約国会議開催

を控え、日本の保護地域の現状を発信する必要性は

高まっている。本事業はその一環を担い、海外に生

物多様性保全上重要な生息地として日本のIBAサイ

トの魅力と重要性、保全の状況の現状について紹介

し、海外からの評価を得ることにより、関係行政機

関の認識を高め、法制度による保護地域指定を促進

することを期待している。 

 

1） (財)日本野鳥の会 〒141-0031 東京都品川区西五反田3-9-23丸和ビル 
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図1 日本のIBAの英語版ウエッブページ：トップページ 

画面上部の日本地図で地域をクリックすると、地域ごとの

IBAのページに移動する。 

続いて、見たいIBAサイトの2-7をクリックすると、各サイ

トのページに移動する。 
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図2 日本のIBAの例：三宅島 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

長島（山口県熊毛郡上関町）の貴重な自然環境及び 
生態系についてのガイドブックの作成 

長島の自然を守る会 
高島 美登里 

 

Making a guidebook on rare natural environment and ecosystem in Nagashima island 

Association for the Conservation of Nagashima island 
Midori Takashima 

 
 

長島の自然環境や生態系の貴重さは日本生態学

会やベントス学会・鳥学会・哺乳類学会などの研究

者との共同調査で明らかになりつつあります。その

特徴は、 

1．ナメクジウオやカサシャミセン、スナメリ、

カラスバト、ハヤブサなどの健全な生息域であ

り、高度経済成長期の開発の汚染や破壊で失わ

れた瀬戸内海の生物多様性が現在も保存されて

いる。 

2．ヒラドサンゴヤドリ・アマクサウミコチョウ

など、豊後水道から流入した黒潮の影響で外洋

性暖流系の海生生物が多く生息する。 

3．ヤシマシン近似種・カンムリウミスズメなど

国際的に希少な生物が多く生息している。 

4．際立って豊富な湧水に支えられ、スギモクな

ど日本海特産種の海藻群落を形成している。 

こうした調査研究成果は、汚染された瀬戸内海再

生のためのモデルとして既に環瀬戸内海会議など

の環境保護団体からも注目を浴びています。これま

で、現地の自然環境や生態系を記録・普及する媒体

として、「長島フィールドガイド」や「DVD 瀬戸内の

原風景 長島の自然」を作成し、東京・京都・広島な

どから述べ1,000名の視察を受け入れてきました。し

かし、貴重な生態系をわかりやすく紹介するガイド

ブックの要望が多いにもかかわらず、財政上の制約

から作成することができていなかったため、今回の

ガイドブック作成により、現地の保護活動をより一

層、広範に行っていきます。 

長島は上関原発計画予定地です。とりわけ、世界

的に希少な海生生物や海藻のスギモク群落の生息

地で、カンムリウミスズメの繁殖の可能性が指摘さ

れている田ノ浦湾が埋め立ての危機に直面してい

ます。2008年10月、山口県知事は中国電力に対して、

公有水面埋め立て許可を提出しました。2009年9月

10日よりブイの運び出し阻止行動によって埋め立

て着工は約2ヶ月延期されましたが、11月7日よりナ

メクジウオの生息地点あたりにコンクリートブロ

ックの投入も始めています。山口県に対し、埋め立

てをさせないよう、また事業者が埋立て許可申請を

取り下げざるを得ないよう、保護を求める幅広い世

論の盛り上がりが必要です。 

ガイドブックを媒体とした普及活動により、（1）

長島の直面している埋め立てを延期あるいは中止

させる、（2）現地観察会を開催し、次世代の子供た

ちに生きた環境教育の場を提供する、（3）長島の調

査研究活動をより幅広い分野で行い、生態系の解明

をより一層深める―ことを実現していきたいと思

います。 

ガイドブックの内容に最新の知見（湧水・カンム

リウミスズメ・オオミズナギドリetc.）を加えること

ができましたが、（1）2009年4月からの埋め立て工事

着工を受け、阻止行動に時間を取られたこと、（2）
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カンムリウミスズメに加え、オオミズナギドリの繁

殖の内海世界初確認など、調査に時間を取られたこ

と、（3）監修者の最終許可が下りるのに時間がかか

ったことなどにより、発行が予定時期より大幅に遅

れてしまいました。 

今後、国会内での連続院内集会（第1回―2009.12.2

開催）・生態学会などのシンポジウム（2010.1.10開 

催）・各地での生物多様性保護を求めるシンポジ

ウム（2009.12.20広島、2010.4.29広島）や生物多様性

COP10などのイベントに幅広く活用する予定です。 

 

 

 

写真1 2009.1.28 海鳥調査（ウミスズメ）1  

（長島蒲井沖） 

 

 

写真3 2009.7.2 オオミズナギドリ営巣可能性調査 

（天田島） 

 

謝辞 

ガイドブック作成にあたり、高木仁三郎市民科学

基金からの助成金により調査した成果を使用させ

ていただきました。ここに記して厚くお礼申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真2 2009.1.28 海鳥調査（ウミスズメ）2  

（長島蒲井沖） 

 

 

写真4 2009.7.2 オオミズナギドリ古巣（天田島） 
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写真5 2009.9.7 オオミズナギドリ雛（宇和島） 

 

 

写真6 2009.9.7 オオミズナギドリ雛翼（宇和島） 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

小笠原の固有トンボ類再生・保全のための活動 

NPO法人 小笠原クラブ トンボプロジェクトチーム 
島田 克己1） 

 

Conservation activities for endemic dragonflies in the Ogasawara Islands 

Tombo project team 
Katsumi Shimada 

 

1．活動目的 

小笠原に生息する固有トンボは5種類、私達の生活

する父島では、その固有トンボをほぼ確認する事が

出来ない。大きな要因は、外来生物による捕食圧で

ある。その外来生物のいない属島では、固有トンボ

や他の昆虫類も数多く生息している。しかし、外来

生物がいないだけで安心は出来ない。トンボが安定

的に発生するためには、水場が必要である。この島々

でも数年前には記録的な渇水時期があった。このよ

うなことは、過去にも起きていることであるが、地

球温暖化などによる異常気象で、巨大台風、長期の

渇水などが頻繁に起る可能性もある。このようなと

きには人工池を避難場所的に利用している事が確認

されているため、すでに研究者により設置されてい

る人工池のメンテナンス、新たな場所の確保、生息

状況のモニタリングにより固有トンボの減少を食い

止めることが当面の目標で、最終的には、父島に固

有トンボを復活させるのが目的である。 

 

2．活動実施計画 

（1）すでに設置されている池の場所確認 

（2）池周りの環境調査 

（3）メンテナンス 

（4）見回り、生息状況のモニタリング 

（5）新たな池の設置 

以上を1年間で17回の渡島により実施した。 

 

3．実施結果と考察 

（1）弟島（無人島）の北から南にかけ24個の池が設置

してあり、全ての池の確認をした。道が分かりづ

らく、その場所に行くだけでも相当の時間を要す

ることが判明。この島には、北部の海岸（岩場）か

ら南部の海岸（砂利浜）にかけて縦断ルートがある

が、無人島である現在は、研究者や、各関係事業

者が時折ルートを使用するだけであるため、踏み

分け程度のルートがあるのみである。人工池は基

本的にルートの横、あるいは、少しルートから離

れた場所に設置してある。全ての場所を把握する

ためGPSにてポイントの登録をした。何度か通うう

ちにGPSが無くてもどうにか通えるようになった。

しかし、台風などあると倒木や、土砂崩れにより

風景が一変する。やはりGPSが必需品である。また、

ボートから島に上陸するだけでもかなりのリスク

があるため、安全管理が重要である。 

（2）設置してある場所（する場所）がどんな環境の所

なのか、周りの植生や、空がどのくらい見えてい

るのか（日当たり）などを記録し、増設する池の場

所選びの重要なポイントとした。 

（3）設置してある池自体が壊れている事はほとんど

なかった。水質や、水量のチェックをし、落ち葉

が池の中にたまり、腐食による水質の悪化がみら

れるものは、ヤゴの有無を確認し、全ての水をく

み出し、リセットしたものもある。限られた樹木

の葉により（特にモモタマナの葉は要注意）水質

1） 小笠原クラブ 所在地 東京都小笠原村父島 
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の悪化が進むものもみられた。新設する池の場所

選びに重要なポイントとなる。水量に関しては、

どの池も一年を通してほぼ満水近い水量を確保

していたので問題は無かった。現在は、ノヤギが

生息しているが、近い将来（来年？）に全て駆除さ

れそうである。ノヤギのいなくなったあとの環境

変化のモニタリングも必要と思われる。 

（4）弟島の縦断ルートは、歩くだけで一日近くを費

やすため、北部地区、南部地区に分け巡回見回り

をした。一年を通して固有トンボに限らず成虫の

姿を確認。11月ごろは、オガサワラトンボ、オガ

サワラアオイトトンボなど種の保存法に指定さ

れたトンボの姿を何度も確認できた。その後、冬

の1月2月にもオガサワラアオイトトンボの姿を

確認。初夏から秋にかけては、シマアカネ、ハナ

ダカトンボも加わり固有トンボ5種のうち4種類

のトンボを目視確認する事ができた。幼虫（ヤゴ）

は一年を通して確認できた。オガサワライトトン

ボのヤゴも確認できたため、小笠原の固有トンボ

5種の生息が確認できた。弟島には固有トンボ以

外のトンボも生息している。これらのトンボや、

幼虫期の見分けが非常に難しいため、写真や、実

物を観察し、特徴を覚える必要がある。 

（5）弟島と兄島に数箇所の候補地を検討。弟島につ

いては、すでに数ヶ所にいくつか設置されてい

る。トンボを兄島に誘導するためには、更に兄島

に近い場所を検討し、新設した。設置の際には、

池周りの植生や日当たりを慎重に考慮した。 

  兄島は、弟島より島が広いため、できるだけ広

範囲に設置する事を検討。また弟島とは環境がか

なり違うため新たな池の設置には弟島を参考に

しながらも兄島独自の環境を考慮したうえで数

箇所に設置した。今後は、弟島も兄島共に全島が

特別保護地区に制定されたため、活動も許認可を

とるだけでも大変になる。関係機関とスムーズに

事が運ぶような連携が重要と思われる。 

 

4．活動成果 

1年を通して、トンボの生息が確認できた。 

弟島の新たな池では設置から3ヶ月でオガサワラ

トンボのヤゴが確認され、5ヶ月後には、オガサワラ

アオイトトンボのヤゴも確認された。思ったより早

くトンボが飛来し、繁殖してくれることが分かった。

これにより広範囲にトンボが生息してくれる可能性

が広がった。 

兄島の新設池からも3ヶ月ほどでヤゴが確認され

た。弟島同様、トンボの飛来は早いようである。兄

島は広い事もあり他数ヶ所に設置することによりト

ンボの生息域が格段に広がることが分かった。弟島

から兄島、そして父島への飛来も期待できる。父島

側での対策が必要である。 

 

 
図1 兄島南部の新設池の場所 
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写真1 オガサワラアオイトトンボの羽化 

 

 

写真3 新設池設置作業 

 

 

写真5 オガサワラアオイトトンボとオガサワラト

ンボのヤゴ 

 

写真2 新設池設置作業 

 

 

写真4 新設池設置場所の探査 

 

 

写真6 モニタリング 
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北海道淡水魚保護フォーラム 
｢サクラマスの再生をめざして｣ 

北海道淡水魚保護ネットワーク 
後藤 晃1）・帰山 雅秀1）・有賀 望2）・浦和 茂彦3）・菊池 基弘4）・工藤 秀明1） 

鈴木 俊哉5）・坪井 潤一6）・中川 大介7）・永田 光博8）・針生 勤9） 
平田 剛士10）・福島 路生11）・森田 健太郎12） 

 

Hokkaido freshwater fish conservation forum 
“Toward rehabilitation of masu salmon populations” 

Hokkaido freshwater fish conservation network 
Akira Goto, Masahide Kaeriyama, Nozomi Aruga, Shigehiko Urawa, Motohiro Kikuchi, Hideaki Kudo, 

Toshiya Suzuki, Jun-ichi Tsuboi, Daisuke Nakagawa, Mitsuhiro Nagata, Tsutomu Hariu, 
Tsuyoshi Hirata, Michio Fukushima and Kentaro Morita 

 

北海道は日本の中でも自然の宝庫といわれてい

ます。自然環境を守るためには、生態系全体を守る

とともに、その基本構成要素の一部である在来種を

保存することが重要です。しかし、近年、北海道で

も開発事業に伴う野生生物の生息環境の悪化、乱獲

や外来種の影響などにより、野生生物の種の減少が

進んでいます。例えば、北海道に生息する淡水魚は

71種1亜種を数えますが、絶滅のおそれがあるなど

保護上重要な種は22種、8地域個体群、7留意種にも

及んでいます。また、外来種ブラウントラウトが河

川湖沼生態系や在来種に影響を及ぼしています。こ

のような現状を踏まえ、北海道の淡水魚と自然生態

系を守るため、「北海道淡水魚保護ネットワーク」が

設立されました。私達ボランティア活動の中心は、

北海道の各地に出向いて市民向けの淡水魚保護フ

ォーラムを年1回開催することです。 

第10回目となる淡水魚保護フォーラムでは、サク

ラマスを題材として開催しようと計画しました。サ

クラマスはアジア固有のサケ科魚類であり、特に日

本人にはもっとも古くから親しまれてきた“鱒（ま

す）”です。富山名産の鱒の寿司は、古来サクラマス

を材料にされました。しかし、その個体数は近年低

いレベルで推移しています。資源回復のために幾つ

かの取り組みも行われていますが、その一方で、近

年でもダム建設により消滅する運命にある個体群

もあります。また、サクラマスは、漁業だけでなく

遊漁などのリクリエーションの対象としても利用

頻度が高いほか、最上流域で産卵するサケ科魚類と

して特異的な物質循環の担い手ともなっており、多

様な生態系サービスを提供する天然の在来魚です。

以上のことから、一般の方々と北海道の河川環境の

未来を考えていく上で、サクラマスはふさわしい題

材であると考えました。 

まず、淡水魚保護ネットワークの運営委員が集ま

り、フォーラム内容や講師陣について審議を行ない

ました。第10回のフォーラムでは、サクラマスとい

1） 北海道大学大学院水産科学研究院  2） 札幌市豊平川さけ科学館    3） 北太平洋溯河性魚類委員会事務局 
4） 千歳サケのふるさと館       5） (独)水産総合研究センター本部 6） 山梨県水産技術センター 
7） 北海道新聞社北海道新聞厚岸支局  8） 北海道立水産孵化場      9） 釧路市立博物館 
10） フリーランス記者     11） (独)国立環境研究所      12） (独)水産総合研究センター北海道区水産研究所 
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う魚を科学的なレベルを落とさずかつ平易な説明

で知ってもらい、生態系を保全することの意義につ

いても考えた上で、そのサクラマスがどのような状

況に置かれているのか、サクラマスの保全に向けて

現在どのような取り組みが行われているのか、そし

て今後、どのように保全し利用していくべきなのか、

一般市民を交えて話し合うことを目的としました。

また、フォーラムの事前にチラシ（図1）と講演要旨

集を作成し、各関係機関に発送するとともに、イン

ターネットのホームページでも紹介しました。 

2009年3月1日に千歳市民文化センターにおいて、

｢ふるさとの魚、サクラマスを考える～生態系保全

と再生～｣というタイトルで第10回の北海道淡水魚

保護フォーラムを開催しました。会場には180名ほ

どの参加者が集まり、近郊の札幌市や千歳市を中心

に、遠方は茨城県や富山県から参加された151名の

方々に署名して頂きました（表1）。 

フォーラムでは、まずコーディネータの森田健太

郎から「サクラマスってどんな魚？」という演題で

サクラマスの生態について説明しました。次に横浜

国立大学の松田裕之教授から「生物多様性条約が守

る生態系サービスとは何か」について基調講演をし

て頂きました。そして、北海道立水産孵化場の宮腰

靖之科長から「北海道のサクラマス増殖と生息環境

の現状」について講演を行って頂きました。その後、

北海道大学フィールド科学センター玉手剛研究員、

北海道技術コンサルタント渡部恵三氏、フィッシン

グジャーナリスト佐藤成史氏、豊平川サケ科学館有

賀望さんの4名を交えて、パネルディスカッション

を行ないました（写真1）。パネルディスカッション

では、1.ダム建設がサクラマスを含む河川生態系へ

与える影響、2.魚に配慮した新しい河川改修の方法、

3.サクラマスの遊漁と河川利用、ゾーニングの提案、

4.生態系保全のための環境教育の役割、の4点につい

て特に熱い議論がなされました。 

今回のフォーラムを通じて、参加して頂いた方々

には北海道のサクラマスや河川環境の現状につい

て関心を持ってもらえたと思います。また、今後、

サクラマスを含む淡水魚のすみやすい豊かな流域

や河川への復元に、研究者の知見や市民の意見を保

護や開発行政にどう活かすかを論議することで、現

在北海道の河川生態系で起こっている様々な問題

の解決に有効な方策を得ることが期待されます。 

 

 

写真1 パネルディスカッションの様子 

 

 

 

 

表1 フォーラムに参加し署名してくださった方々 
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図1 フォーラムの宣伝用チラシ 
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霧ヶ峰における草原保全活動推進のための啓蒙資料作成と活用 

霧ヶ峰ネットワーク 
熊田 章子1)、3)・栗原 雅博2)・長内 健一3) 

 

Publishing handbook, brochure and website for conservation activities of secondary 
grassland in Kirigamine, and those utilization 

Kirigamine-Network 
Shoko Kumada, Masahiro Kurihara and Kenichi Osanai 

 

1．活動の背景と目的 

霧ヶ峰の全域に広がる二次草原は、かつての伝統

的採草により保全されてきた里山の一つであるが、

1960年代以降、減少の一途をたどっており、1962年

から1995年の間に約17％減少しているというデー

タも報告されている（栗原 2000）。 

草原を保全するため、諏訪市では雑木処理会

（2001年～）、火入れ事業（2005年～）、あるいは各牧

野組合による独自の草原維持活動が行われている。

また霧ヶ峰ネットワークでも、2002年に開催した

「 第 1 回霧ヶ峰シンポジウム 」 （ 2002 年度 PRO 

NATURA FUND助成）で、霧ヶ峰の草原の将来像に

ついて合意形成が図られ、その後「草原ワークショ

ップ」および「マツムシソウ群落再生実験」（草刈り）

などの地域住民参加による実践活動を行っている。 

一方で霧ヶ峰には年間200万人あまりの観光客が

訪れており、観光客とともにできる自然保護活動を

行うのが理想であると考えられる。そこで、本活動

では、観光客を含む地元外の人々の霧ヶ峰の草原維

持活動への参加を促進するためのハンドブックと

パンフレットを作成し、活用することを目的とした。

この活動によって、改めて霧ヶ峰の草原の魅力と保

全の必要性・管理手法について整理・理解すること

ができ、市民・観光客を取り込んだより効果的な草

原維持活動の実践が可能となると考えられる。 

2．活動内容 

（1）ヒアリング・ワークショップ開催による情報収

集と合意形成 

パンフレットを作成するにあたり、有識者や地元

の方、行政の方、他地域で草原活動を行っている団

体などにお話を伺い、パンフレットへ盛り込むべき

テーマや内容について情報収集を行った。特にワー

1） 株式会社地域環境計画  2） 株式会社自然資源計画  3） 霧ヶ峰ネットワーク 

写真1 ワ―クショップでの話合いの様子 
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クショップでは、参加者が持つ貴重な資料の提示や

昔の空中写真を見ながら、かつての草原がどのよう

な風景だったのか、意見を交わすなど、参加者間で

の交流も図ることができるなど、有意義なワークシ

ョップとなった。また、ワークショップの中で、本

冊子のタイトルを「霧ヶ峰草原史」と決定した。 

史実など記載が難しい部分については、地元の宮

司やお年寄りにヒアリングをし、できるかぎり正確

に記載できるように注意した。 

（2）冊子の活用 

冊子の内容は、こどもでもわかりやすいものにす 

ることを基準に作成しており、イラストを差し込み

絵本のような構成を目指して作成したため、全体像

を把握しやすく内容を理解しやすい冊子にするこ

とができた。冊子は地元の方、学校、行政機関、一

般市民へ配布した。観光客へは、霧ケ峰の観光シー

ズンである6～8月にかけての配布が効果的である

ため、次年度以降にも引き続き広く配布を行ってい

く予定である。また、明らかになっていない史実な

ど、パンフレットの内容に更新の必要がある場合は、

随時更新し、時期を見て再印刷・再配布を行うこと

にしている。 

 

 

 

 
写真2 「霧ヶ峰草原史」 

■地形の成り立ち 火山の噴火や霧ヶ峰に特徴的な地形について解説。 

■旧石器時代 旧石器時代の霧ヶ峰の利用として、黒曜石のやじりや狩猟、土器を交えて解説。 

■鎌倉時代 霧ケ峰八島ヶ原湿原そばにある諏訪大社奥宮の御射山神社で行われていた祭事の様子につい

て解説。 

■江戸時代 霧ヶ峰の草を農業へ利用していた時代の様子を、その当時の社会状況を交えて解説。 

■昭和時代初期 霧ヶ峰が農業利用から観光利用や研究対象など、利用方法が多様化していく様子を解説。

■草原の植物 今は貴重となっている草原性植物や生態系を解説。 

■草原の鳥たち 草原を代表する鳥 ノビタキを主人公に草原性の鳥類の生息環境について解説。 

■霧ヶ峰を守る人たち 現在、霧ヶ峰で取り組まれている草原維持活動や啓発活動について解説。 

 より多くの人が草原を守る一員となるよう啓発。 
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図2 新潟県におけるイノシシ・ニホンジカ捕獲数の

推移 

図1 新潟県におけるツキノワグマ捕獲数の推移 
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豊かな自然との共存を目ざして これからの野生鳥獣対策を考える 

生物多様性保全ネットワーク新潟 
諸橋 潔・井上 信夫 

 

How to live together with the Natural animals 

Biodiversity Network Niigata 
Kiyoshi Morohashi and Nobuo Inoue 

 
シンポジウム「豊かな自然との共存を目ざして これからの野生鳥獣対策を考える」は、2008年11月2

日～3日、野生鳥獣被害が頻発している新潟県南魚沼地区を会場に開催された。1日目は、野生鳥獣の

専門家や活動団体による講演とパネルディスカッション、2日目は野生鳥獣の出没現場で研修会を行

った。この活動は、地元環境NGO等の協力を得て、「生物多様性保全ネットワーク新潟」が主幹団体と

なって開催したものである 

 

1．開催趣旨 

全国各地で野生鳥獣が人里に出没し、農業被害や

人的被害が多発しているが、新潟県南魚沼地域では

2年連続してツキノワグマによる人身事故が発生し

た。数年前から定着しはじめたイノシシによる農業

被害は増加を続けており、ニホンザルは農地や住宅

地にまで出没している。カワウによる川魚や養殖魚

の食害問題もおきている。奥山や里山の荒廃、中山

間地の過疎化などによって、問題は深刻化の一途を

たどっている。 

 一方、四国・九州・中国地方で個体群の消滅が危

惧されているツキノワグマは、2006年には新潟県内

でも500頭以上が捕獲され、絶滅に向かうのではな

いかと心配する声も聞かれる。 

本シンポジウムでは、人的被害や農業被害を防ぎ

ながら、野生動物と共存していくために、これから

の野生鳥獣対策はどうあるべきか、専門家の助言を

仰ぎながら、現場からの視点で語り合うことを目的

として開催した。 
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2．シンポジウムの概要 

（1）基調講演（長岡技術科学大学 山本麻希氏） 

【演題：大型野生鳥獣とどう向きあっていくか】 

 ～効果的な管理・防除にむけて～ 

新潟県内でのサル被害防除は、不十分な体制のま

ま駆除を中心とした対策が先行しており、生態調査

データが不足している。サルやカワウでは、駆除活

動によって群れの分散を引き起こし、結果的に被害

を拡大しており、駆除だけに偏らない対策が必要で

ある。県内には多数のクマが生息し、現実に被害が

おきているにもかかわらず、対策が著しく立ち後れ

ている。 

野生動物と軋轢を生じている原因は、もともと人

間活動の変化に由来するもので、生息環境の悪化や

里山管理能力の低下、狩猟者の減少などが複合的に

影響している。不十分な農作物管理が、結果的に野

生鳥獣に高栄養の食糧を提供してしまい、人里への

出没と急激な増加を招く原因の一つともなってい

る。 

（2）パネルディスカッション  

【第1部：現場からの報告】 

地元南魚沼市、湯沢町の担当者からは、市街地が

山地に隣接していることもあり、人里にやって来た

クマによる人身事故が発生、サルによる深刻な農業

被害が頻発しているとの報告があった。 

地元猟友会員によれば、人家にやってきたクマに

対しては、追い払いなどでは対応しきれないとのこ

と。ハンターの数は年々減り続け、高齢化も進んで

おり、いつまで有害駆除等の出動要請に対応できる

のか不安を感じている。 

【第2部：鳥獣被害の防止と鳥獣保護】 

鳥獣保護の立場から、クマを誘引する餌を減らせ

ば人的被害も減るはずという意見があった。県の鳥

獣保護行政担当者によれば、クマの大量捕獲があっ

た翌年は、猟友会から予察駆除を自粛してもらった

という。3人の担当職員のうち1.7人分のエネルギー

がトキに当てられており、他の鳥獣対策については

人的にも財源的にも余裕がないのが実状であると

いう。 

鳥獣保護管理の先進地長野県では、一度、市町村

に委譲したクマの捕獲許可権限を県に取り戻し、一

元管理を行っている。1995年にツキノワグマ保護管

理計画を策定し、電気柵や誘引物除去、緩衝帯整備

などを推奨、「駆除に頼らない効果的な被害防除の

普及」を目指している。しかしながら、長野県内で

は市街地のそばまで生息域を広げているクマもお

り、大量出没の年には予定枠を大きく越えた駆除が

あった。 

【第3部：会場との質疑応答】 

クマやサルの出没に怯えながら通学する子ども

たち、丹精してきた畑を荒らされ、生きがいを失う

お年寄りなど、鳥獣被害を受けている地域の厳しい

現状が紹介された。行政側からの早急な支援策を望

む声が大きかった。 

（3）エクスカーション 

シンポジウム翌日は、南魚沼市五十沢地区を会場

に、地元案内人のガイドで野生鳥獣の出没現場で研

修を行った。集落内の柿や栗にクマの爪痕や食痕が、

ソバ畑にはイノシシの足跡が残る。 

長野県環境保全研究所の岸元氏によれば、夜間に

クマと出くわす危険があり、いつ人身被害がおきて

もおかしくない状況だという。 

帰路の車中から、集落内を歩くサルの群れが目撃

され、野生鳥獣と対峙せざるをえない地域の深刻な

状況を実感した。 

 

3．今後の課題 

ともすると、鳥獣被害発生地域には「徹底駆除」を

求める声が上がる一方、都市住民の中からは被害発

生地域への配慮を欠いた偏った「動物愛護」の声が

あがることもある。深刻化する野生鳥獣問題を、被

害が顕在化している地方の問題にとどめず、国民的

課題とする必要がある。 

新潟県の環境基本計画2007～2016では、「施策展

開」の部分で、「ニホンザルやツキノワグマなど、農

作物への被害等により人とのあつれきが深刻化し

ている鳥獣について、生息状況等の調査を行い、保

護管理が必要なものについては、保護管理計画を策

定し、適切に管理する」と記されている。しかし、

実際にはツキノワグマの生態調査はほとんど実施
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されておらず、保護管理計画は全く動き出していな

い。旧版の環境基本計画にあったイヌワシ保護に至

っては、一言も触れられていない。予算も人員も絞

られ、しかもその大部分が「トキの野生復帰」に向け

られているからである。このままでは、第二第三の

トキ＝次なる絶滅危惧種が増えかねない状況である。 

今後も、野生鳥獣の保護管理に関して問題提起を

行うとともに、ブナ・ナラの結実状況調査等の取り

組みも検討していきたい。また、県や国の野生鳥獣

保護行政に対して、一部の希少種に偏った施策を改

め、早急に生息状況調査と保護管理計画を実施に移

すよう要求していく必要があると考えている。 

 

 

 
写真1 鳥獣シンポジウム1 

 
写真2 鳥獣シンポジウム2 

 
写真3 鳥獣シンポジウム3 写真4 鳥獣シンポジウム4 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

地域連携による生態学教育プログラム「人と自然と生態学」 

岩手生態学ネットワーク 
松政 正俊1）・牧 陽之助2）・松木 佐和子2）・東 淳樹2）・竹原 明秀2） 

島田 卓哉3）・柴田 銃江3）・中村 克典3）・杉田 久志3）・吉田 信代4）・本城 正憲4） 

鈴木 まほろ5）・小山田 智彰6）・山内 貴義6）・前田 琢6）・煙山 彰7） 

由井 正敏8）・平塚 明8）・島田 直明8）・金子 与止男8）・占部 城太朗9） 
 

A Regional Educational Program for Ecological Minds: “Human, Nature and Ecology” 

Ecology in Iwate Network: EINET 
Masatoshi Matsumasa, Yonosuke Maki, Sawako Matsuki, Atsuki Azuma, Akihide Takehara, 

Takuya Shimada, Mitsue Shibata, Katsunori Nakamura, Hisashi Sugita, Nobuyo Yoshida, Masanori Honjo, 
Mahoro Suzuki, Tomoaki Oyamada, Kiyoshi Yamauchi, Taku Maeda, Akira Kemuyama, 

Masatoshi Yui, Akira Hiratsuka, Naoaki Shimada, Yoshio Kaneko and Jotaro Urabe 
 

1．目的・方針 

自然保護や環境についての問題が政治的あるい

は経済的な解決方法を要求することに間違いはな

いが、自然との共存を求める社会が継続的に維持さ

れるためには、自然を科学的に理解し、かつ愛おし

む心を持つ人材を数多く育てることこそが肝要で

ある。こうした自然保護の基礎を堅固にするために

は、一般の人達に自然を科学的に理解することの必

要性をより多く実感してもらうことが大切である。

そこで、地域に暮らす生態学の専門家からなるネッ

トワークを構築し、子供から大人まで幅広い年齢層

の人達を対象とした市民講座や展示等を企画・実施

して、動機として重要な自然と生き物への興味を高

めつつ、生態学を自然と人のコミュニケーションツ

ールのひとつと位置づけて紹介した。 

この際には、各年齢層に見合った複数の企画を活

動期間中に有機的に配列し、通常は遅滞的な教育・

普及活動の効果が、速やかに対象とする地域社会に

現れるように工夫した。扱う題材には、ブナ、クマ、

セミ、マツノザイセンチュウ、あるいはサンマやウ

ニ、アワビなど、北東北地域の自然の特性や人々の

生活に関連の深い生物を選ぶことにより、市民の興

味を高め、理解を促進した。また、このような地域

に根を下ろした研究活動の重要性も訴え、モデルケ

ースとして提示することを目指した。 

 

2．活動内容 

盛岡市・滝沢村を中心とする岩手県を対象地域と

し、次のメイン企画とその効果を高めるための市民

講座を実施した。 

メイン企画は、（1）北東北で馴染み深い動植物を

取り上げた児童と保護者のための展示・体験コーナ

ー、（2）中学生以上を主な対象とし、各種団体の活

動を紹介するコーナー、（3）子供から大人まで楽し

める写真展・エコフォトアワード「生態学者が選ぶ

『未来に残したい森羅万象』」の三部で構成した。こ

れらを、2009年3月20日に盛岡市民文化ホールで行

われた、第56回日本生態学会大会主催の市民を対象

とした公開講演会（「数えることで見えてくる! －生

物の数の不思議－」に連動させて実施し、互いに相

1） 岩手医科大学  2） 岩手大学  3） 森林総合研究所東北支所  4） 東北農業研究センター  5） 岩手県立博物館 
6） 岩手県環境保健センター     7） 岩手県水産技術センター  8） 岩手県立大学      9） 東北大学 
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図1 本活動のメイン企画を連動させた第12回日本

生態学会公開講演会のポスター 

乗効果を高めた（図1、2）。 

市民講座は、メイン企画以前に1回（第1回市民講

座；2009年1月）、メイン企画以後に1回（第2回市民

講座；2009年6月）を実施し、それらに先立って普及

用のチラシを作成・配布した（2008年11月末と2009

年1月末）。第1回市民講座は「生き物からみた岩手

の自然」とし、本活動の趣旨説明に続いて、沿岸・

河口域、森林、草地、水田といった身近な環境と生

物の生態学的な特質や、人と生物との関わりの事例

などを紹介しつつ、生態学の対象や基本的概念を平

易に解説した（図3）。また、当日には内容、講演時

間、構成、実施場所などについてのアンケート調査

を実施し、その結果をその後の市民講座の立案に活

用した（図4）。第2回市民講座は「野の花をめぐる生

き物のつながり」とし、植物の生殖や分散、植物個

体群の空間構造および植物と動物の間の生々しく、

動的な相互作用のあり方を伝えた（図5、表1）。 

 なお、これらは岩手県および盛岡市教育委員会、

岩手大学、岩手県立大学および岩手医科大学、

さらに岩手県内のテレビ局および新聞各社の後

援を得て実施した。また、ホームページを作成

し 、 本 活 動 の 進 行 状 況 や 成 果 を 公 開 し た

（http://biology-ee.iwate-med.ac.jp/REPFEM.html）。 

 

3．成果・検討 

メイン企画は図6および図7のような配置で実施

した。エコフォトアワードには46点の出展が、ポス

ター等の展示には岩手県と宮城県からの11の団体、

および環境省、（財）日本自然保護協会、大阪市立自

然史博物館、橿原市昆虫館、日本生態学会・自然保

護専門委員会からの出展があり（図6）、展示・体験

コーナーにはEINETメンバーその他の生態学会会員

等による6つのブースが開設された（図7）。当日のア

ンケート調査によると、公開講演会の参加者（400～

500名程度）の65％が一般市民であったと推定され、

盛岡以外からの参加も30％近いと考えられた（図2）。 

また、参加者の年齢層は10～30代がそれぞれ10％程

度、40～60代および70代以上がそれぞれ20～30％で

あった。このように多くの、かつ多様な年齢層から

の一般市民の参加を得たことの1つの要因として、

市民講座の実施があげられる（図3、4）。第1回市民

講座は当初定員50名を予定していたが、100名を超

える参加者があり（写真1）、会場の大型化が望まれ

た。また、アンケート調査から1講演あたりの時間

を若干長くとる方が良いと判断されたため（図4）、6

月の第2回市民講座では事前の内容調整によって3

つの講演の連続性を高めつつ上記の点を改善し、好

評を得た（表1、写真2）。 
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図3 第1回市民講座のチラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 メイン企画アンケート結果の一部 
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図4 第1回市民講座アンケート結果の一部 

図5 第2回市民講座のチラシ 
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図7 メイン企画における展示・体験コーナー「見てみよう！生態学の広場」の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 メイン企画におけるエコフォトアワード「生態学者が選ぶ『未来に残したい

森羅万象』」およびパネル展示の配置 
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写真2 第2回市民講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1 市民講座2アンケートに寄せられた参加者の声（抜粋） 

 

 
写真1 第1回市民講座の様子 
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

砂浜侵食が進む宮崎県住吉・佐土原海岸の市民調査をもとにした 
行政への侵食対策の働きかけ 

ひむかの砂浜復元ネットワーク 
林 裕美子・西田 岳司・佐藤 しのぶ・泥谷 直人・川崎 和馬 

川越 康平・佐藤 和也・小森 隆志 
 

Actions for saving sand beaches in Miyazaki Prefecture, Japan 

Himuka Beach Restoration Network 
Yumiko Hayashi, Takeshi Nishida, Shinobu Sato, Naoto Hijiya, Kazuma Kawasaki, 

Kohei Kawagoe, Kazuya Sato and Takashi Komori 
 

1．砂浜海岸の現状 

日本は海に囲まれた海洋国であり、山からの土砂

を運ぶ川の河口付近には、大小さまざまな砂浜海岸

が広がる。古くから砂浜は、砂丘や海岸林とともに、

人の生活の場を波から守るという明確な役割を与

えられて維持されてきた。ところが、近年の急激な

人口の増加や経済の発展に伴い、海岸線に沿って港

湾、道路、リゾート施設などが建設されてきた。砂

浜・砂丘・海岸林は、防災機能を兼ね備えた土地利

用であるということが忘れられ、生産性の低い「空

き地」とみなされるようになった結果の開発であっ

た（荒巻孚 1972、村井ほか 1992）。 

 九州山地の東に位置する宮崎は、太平洋に面して

砂浜海岸が形成される地勢である。砂浜は、砂が常

に動き続けて形成される自然環境であるが、1980年

代になって、宮崎港を始めとする構造物が次々と建

設されて砂の動き方が変化した。砂浜侵食は、こう

した構造物に合わせて海岸が形を変えようとする

過程であるが、海岸近くに施設がある場合には、海

岸線の後退を食い止めるための護岸や離岸堤など

の構造物が建設されてきた。こうした構造物もまた、

付近の砂浜をさらに侵食する原因となっている。 

 

2．活動の目的 

大淀川と一ツ瀬川の間には、かつては広大な砂浜

が広がっていたが、宮崎港の防波堤が建設されてか

らは侵食が進む。一ツ葉海岸は、すでに離岸堤と緩

傾斜護岸のコンクリート海岸になっているが（写真

1）、その北側の住吉・佐土原海岸に、巨大なT字型

突堤（ヘッドランド）を建設する計画が2007年に発

表されたことをきっかけに、宮崎ならではの砂浜海

岸を維持する方策を考えるためのネットワークを

設立した。砂浜を管理する行政の担当部署に、構造

物によらない侵食対策の検討を要望すると同時に、

海岸づくりの計画段階から地域住民も参加できる

体制を整備するよう求めてきた。 
写真1 かつては砂浜だった一ツ葉海岸の緩傾斜護

岸と消波ブロックの列 
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砂浜問題は、対象とする環境のスケールが大きく、

目の前の浜を見ているだけでは抜本的な対策も含

めた環境保全活動を展開するのが難しい。広範囲の

地域住民やさまざまな行政部署の関係者と意見を

交わしながら、海岸のあり方を模索しなければなら

ない。まずは身近な砂浜のようすを知るために市民

調査を行なってきた。得られた知見を砂浜保全につ

いての議論に活かすために、砂浜の成り立ち、侵食

の仕組みなどを知るための公開勉強会とシンポジ

ウムを開催した。 

 

3．貝殻調査と浜の簡易測量 

貝殻調査では、浜に打ちあがる貝殻の種類と数を

調べた。宮崎市立フェニックス動物園の裏の砂浜約

500m（護岸がない部分）について、1ヶ月に2回、波打

ち際から満潮線までの潮間帯を歩き、原型を留める

貝殻の種類を調べ（波部・小菅 1967、池田・松沢 

2009）、数を記録した。記録された種類は17種類（表

1）。ヒメバカガイとマルサルボウの頻度が高かった。

これら2種および、すべての貝殻の合計数の季節変

動を図1に示す。調査区域は、侵食対策として、河

川底を掘削した土砂（陸から押し出し）と宮崎港の

航路を浚渫した土砂（沖に投棄）による養浜が行な

われている。貝殻数は、養浜後に増加し、高波の後

は減少しているが、この変動が養浜による貝の死滅

が原因なのか、季節変動によるものなのかを知るた

めには、さらに調査を続ける必要がある。ヒメバカ

ガイは約半世紀前の宮崎県の貝類リストには入っ

ていないことから（宮崎県総合博物館 1994）、鹿島

灘のチョウセンハマグリの稚貝の放流との関係が

気になるが、これも今後の調査研究が待たれる。 

砂浜の簡易測量は、高波により砂が持ち去られて

も、波が穏やかになれば、沿岸の海底に堆積した砂

が波に打ち寄せられて砂浜が広がる（ビーチサイク

ル）ことを確かめるために行なった。砂丘に基点を

設定し、50mのケンナワと、1cmごとの目盛りがつ

いた2mの測量棒2本を使い、水平線で落差を測定し

た（図2）。水平方向の距離（X）と落差（Y）により砂浜

の断面図を描いたところ（図3）、2009年5月には砂が

堆積する傾向が見られた。8月には浜崖の下部に段

差ができるくらい侵食が起きたが、約1ヶ月で浜は

元の高さに戻っている。測定を行なったのが1ヶ所

 

 

 

 

図1 波打ち際の貝殻数の季節変動 

養浜（陸からの押し出しと、沖への投棄）が実施

された時期、高波があった時期を矢印で示す。 

 

 

表1 住吉海岸の波打ち際に見られる貝殻の種類 

2008年9月から2009年9月にかけて、月に1～2

回調べた数の合計 
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だけで、調査期間中に台風の襲来がなかったことか

ら、浜崖の後退のような大きな変化は観測されなか

った。今後、調査箇所を増やして継続調査していく

ことにより、住吉海岸のビーチサイクルを知ること

ができると考えている。 

 

4．公開勉強会 

宮崎の海岸侵食の直接的な原因は、山から海へ流

出するはずの土砂がダムなどの構築物で堰き止め

られて供砂の給量が減少したことであると説明さ

れることが多いが、それ以外にもさまざまな要因が

関係している。 

 

 三浦知之氏（宮崎大学農学部）の第1回公開勉強会

（2008年12月7日）では、海岸林の拡張と地下水採取

による地盤沈下が砂浜の侵食問題に及ぼす影響の

話を聴いた。丈の低い海岸植物が生育する砂丘は、

陸上における砂の一時的な貯蔵場所である（写真2）。

費用をかけて松林を植栽するのではなく、砂浜に砂

を供給する緩衝地帯として維持する必要がある。ま

た、宮崎平野は隆起傾向のある地域であることが詳

細な水準点の観測からわかっているが、石崎川の南

から一ツ瀬川にかけての地域だけは、ここ20年ほど

で20cmほどの明らかな沈下が認められる（鈴木ほか 

1989）。地盤の沈下が砂浜部分まで及んでいれば、沈

下した分、海が陸側へ進出することになり、砂の増

減とは関わりなく侵食が起きたように見える。沈下

が起きている原因を検証し対策を考える必要がある。 

宇多高明氏（財団法人土木研究センター）の第2回

公開勉強会（2009年7月5日）では、新富町富田浜（写

真2）から宮崎市一ツ葉海岸までの現地踏査し、砂浜

侵食のしくみと海岸保全のあり方について議論し

た。宮崎港の防波堤が海岸線から突き出るように建

設されたことで、一ツ葉・住吉・佐土原海岸の砂は、

沿岸流に運ばれて防波堤付近に堆積する。宮崎港と、

すぐ脇にあるマリーナでは、航路確保するために堆

積した砂を浚渫しているが、砂が動くことで成立し

ている砂浜海岸から浚渫土砂を取り除くと、当然砂

が足りなくなり、どこかで浜の侵食が起きる。すで

 

 

写真2 宮崎県新富町の富田浜に広がる砂浜と砂丘

と海岸林 

 

図2 簡易測量の方法 

ケンナワ、測量棒2本、水平線を用いて斜面の

落差を測定し、水平方向と垂直方向の距離を計

算した。 

 

 

図3 宮崎市フェニックス動物園裏の浜の断面図 

2008年7月から2009年9月までの測量結果 
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に建設した港と防波堤を今後も維持していくなら、

砂浜が後退するのを容認するか、構造物建設で陸域

後退を止めなければならない。いずれにしても、地

域住民・海岸利用者・行政関係者が一堂に会して、

腹を割った議論をしながら妥協点を見出し、互いに

納得した対策を模索しなければならない。 

山口正士氏（元琉球大学理学部）の第3回公開勉強

会（2009年9月26日）では、海の幸ハマグリと、山の

幸シマサルナシを関連づけたお話を聴いた。宮崎の

砂浜には、かつてはどこの浜にもチョウセンハマグ

リが生息した。現在は、日向市の小倉ヶ浜にだけ、

まとまった数が生息する。漁獲高の減少とともに、

鹿島灘などからの稚貝を放流しているが、放流はチ

ョウセンハマグリの増加には結びついていない。砂

浜の貝類が繁殖するためには、卵から孵った稚貝が

成長できる自然環境が必須であるが、ハマグリにつ

いては、稚貝が砂浜に定着するまでのごく初期の生

態がまだわかっていない。砂浜環境を良好に保つに

は、川から流れ込む水、さらには上流の森林の状態

も良好に保つ必要もある。日向市付近の森林の荒廃

も心配される。 

 

5．宮崎の海岸シンポジウム 

以上のような公開勉強会とは別に、講演者5名に

よるシンポジウムも開催した（2009年2月1日）。佐藤

愼司氏（東京大学）による「海岸侵食と宮崎住吉海

岸」、三浦知之氏（宮崎大学）による「植林と砂浜侵食

の関係」、上村貴志氏（宮崎県サーフィン連盟）によ

る「一ツ葉海岸のサーフスポットの昔と今」、杉山光

徳氏（国交省宮崎河川国道事務所）による「宮崎海岸

の侵食対策の進め方」、清野聡子氏（東京大学）によ

る「海岸侵食対策と地域住民の関わり方」という盛

りだくさんの内容となった。講演者も参加者も、研

究者・市民・行政が入り混じり、住吉・佐土原海岸

の侵食対策という具体的なテーマについて活発な

質疑応答が行われたことは、今後、侵食対策を巡る

市民と行政の対話を進めていくに当たり、大きな意

義があったと考えている。シンポジウムに向けて、

住吉・佐土原海岸の侵食が起きる仕組みと、今後の

対策についての提言をまとめた冊子「宮崎の砂浜は

とりもどせるのか」（A4 14ページ）を作成し、参加

者に配布した（写真3）。 

 

 

写真3 住吉・佐土原海岸の侵食が起きる仕組みと、

今後の対策についての提言をまとめた冊子

「宮崎の砂浜はとりもどせるのか」 

 

 

6．海岸勉強会と市民談義所 

2007年12月から、数回の準備会を経て「海岸勉強

会」（月1回）が始まった。事務局は国交省宮崎河川国

道事務所の海岸課で、誰もが参加できる集まりであ

る。それまで市民には、海岸で行なわれる公共事業

が、行政と海岸工学の専門家により一方的に決定さ

れて実行に移されるという印象が強かった。市民か

らの意見を侵食対策に反映させる仕組みとして「住

民懇談会」（年2、3回）が開催されたが、そこで意見

を述べるには、市民が持っている情報量があまりに

も少なく、行政からの一方的な説明会と思われて参

加者が少なかったこともあり、市民と行政が情報交

換をしていく場を設ける必要があった。住民懇談会

とは異なり、海岸勉強会での発言は侵食対策には反

映されないという約束があったが、合計15回開催さ

れた勉強会では、侵食対策に関心がある市民と行政

関係者が毎回50名ほど集まり、質問や意見発表など

を通して建設的な対話ができた。 

約1年が経過し、当ネットワークによる上記シン

ポジウムも開催され、こうした場で出された市民の

意見を侵食対策に反映していくべきだとの声が強
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くなった。それを受け、2009年4月からは、住民懇

談会と海岸勉強会を合わせた機能を持つ「市民談義

所」に衣替えとなった。コーディネータは、市民談

義所からの意見や様子を学術関係者も含む侵食対

策検討委員会へ伝える役割を担っている。今後は、

「市民」・「専門家」・「事業主体」という三者が互いに

連絡を取りながら侵食対策を進めていくという枠

組みができた。 

 

7．市民の参加と行政との対話 

ただ、こうした枠組みができても、市民の積極的

な参加がないと機能しない。砂浜を生活の場として

いる人がいなくなり、行政が管理するだけになりつ

つある自然環境が、なぜ地域住民に大切なのかを上

手にアピールして関心を高めることが必要である。

砂浜が護岸だらけになってから海岸へ行ったこと

がないという声を聞き、一人でも多くの人が足を運

んでくれることを願って、パンフレット「海と砂浜

は宮崎の宝やっちゃが！」を作成した（写真4）。現在、

一般市民、行政機関、大学などに配布している。 

集めた市民の声は、上手に行政に伝えていかなけ

ればならない。声高に要求をしていくだけでは、す

でに流れが出来ている施策を変えるのは難しい。地

道な環境調査をもとに、論理的で建設的な対話を重

ね、コンクリート構造物によらない砂浜保全をして

みようかと行政に思ってもらうことが必要である。 

できることならば砂浜を残したいという思いは、

以前の宮崎の海岸を知っている人にも、現在の海岸

利用者にも共通の思いである。それを前向きの砂浜

保全対策に結びつけるには、市民・研究者・行政が、

「顔が見える」距離で智恵を出し合っていく必要が

ある。即座に答えが出る問題ではないので、世代を

越えてでも根気よく対話を進めていく方策を今後

も考えてゆきたい。 
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写真4 パンフレット 

「海と砂浜は宮崎の宝やっちゃが！」 
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沖縄やんばるにおける森林整備事業の実態調査にもとづく 
自然保護の普及・啓発 

沖縄やんばる自然環境保全・再生研究会 
関根 孝道1）・熊田 豊1） 

 

Dissemination and Enlightenment of Nature Protection Based on the Field Investigation 
Regarding the Forest Improvement Public Works in Okinawa Yanbaru Area 

Study Group of Okinawa Yanbaru for Nature Protection and Rebirth 
Takamichi Sekine and Yutaka Kumada 

 
 

本活動は、沖縄やんばるで実施される森林整備事

業とくに林道開設事業に焦点を当て、現地での実態

調査に基づき問題点を明らかにし改善策を提示し

て、やんばる保護の普及・啓発を図るものである。

調査の結果、やんばるで必要性に疑問のある大規模

な舗装林道が多数開設されており、広範囲に亘って

自然改変が行われ相乗的・累積的に自然環境に及ぼ

す影響が懸念された。これらの事実は、林道開設事

業が人里離れた山奥で実施されるため、人目につか

ず不問に付されてきた。稀少な固有種たとえばヤン

バルクイナの生息数の減少原因についても、一般に

は、マングースの進出や交通事故が原因とされるこ

とが多いが、真の原因は林道開設やこれに伴う森林

施業（下草刈り等の保育・大規模皆伐など）の結果、

生息地が破壊されたことに起因していると考えら

れた。この点を正しく伝えない行政やマスコミの姿

勢には問題があり、やんばるの自然破壊の実態を正

確に周知させる必要性が痛感された。現在、やんば

るでは20前後の林道開設計画があり、その一部は既

に完成し、一部は着工予定であるが、これらの事業

について環境アセスメントの実施された事例は皆

無であった。沖縄のアセス条例上、林道もアセス対 

象事業であるが、実施の要件が延長2km以上、かつ、

車道幅員4m以上と定められているので、すべての林

道の車道幅員を4m未満の規格とすることでアセス

対象外の事業とされていた。上記20前後の計画路線

の総延長距離が60km以上にも及ぶので、これの林道

計画につきアセスが実施されないまま着工される

（た）ことは、自然保護上、極めて問題である。アセ

ス条例の改正や自主的なアセスの実施が不可欠で

ある。林道開設の工法も大規模な切土・盛土による

もので、赤土の流失、法面の崩壊、沢筋の分断、建

設残土による渓流源頭部の埋め立て事例が、数多く

見られた。林道は未舗装が原則であるが、やんばる

で開設される林道は全て舗装されるため、舗装によ

る自然環境への影響も著しい。やんばるの狭小な島

嶼環境を無視して、内地以上の規格林道が開設され

ているので、自然環境に及ぼす影響も桁違いであっ

た。他にも、ノグチゲラの営巣木脇で林道が開設さ

れたり、小動物の落下が絶えない林道Ｕ字溝が設置

されるなど、やんばるの自然環境に配慮しない開設

事例が数多く見られた。調査の結果、明らかとなっ

た以上のような事例を公表し、林道開設の見直しの

普及・啓発を図る必要がある。 

1） 関西学院大学総合政策学部 三田市学園2丁目1番地 
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       写真1 朝霧のやんばる 

       撮影：平良克之 イタジイの森と無数の渓流が生みだす美しい光景。 

 

 

 
       写真2 皆伐 

       撮影：熊田豊 一木一草残さない伐採。イタジイの森は無用木として根こそぎにされる。 
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       写真3 チイバナ林道 

       撮影：熊田豊 やんばるの森にはアスファルト舗装された高規格林道が縦横無尽に走る。 

 

 

 
       写真4 伊江原林道 

       撮影：熊田豊 開削された急峻な山腹を裂いて屹立する法面と急峻な谷筋に沿って走る。 

 



 

－ 132 － 

 

写真5 法面崩壊 

撮影：平良克之 崩壊したチイバナ林道 開設後も

高率補助の自然災害復旧事業が実施される。 

 

 

写真7 小動物被害 

撮影：熊田豊 天然記念物・絶滅危惧種・固有種の

リュウキュウヤマガメの林道上の轢死体。 

 

 

写真6 赤土流失 

撮影：平良克之 開設中の伊江原林道 赤土流出は

沢、川、海の生態系をも破壊する。 

 

 

写真8 やんばるの未来 

撮影：平良克之 やんばるに残された渓流環境 

   生物多様性の森はどうなるのだろう。 
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絶滅の危機が迫りつつある西中国山地のツキノワグマ孤立個体群 
保護に資する研究と教育普及事業 

広島フィールドミュージアム 
金井塚 務1）・杉島 洋1）・村上 滋1）・寺山 美穂子1） 

 

The research and educational activity for the conservation of endangered population of 
Japanese black bear（Ursus thibetanus）in the West Chugoku Mountains. 

Hiroshima Field Museum 
Tsutomu Kanaizuka, Hiroshi Sugishima, Shigeru Murakami and Mihoko Terayama 

 
西中国山地に生息するツキノワグマ（Ursus thibetanus japonicus）個体群はその存続が危ぶまれてい

る。ツキノワグマの生息地の生物多様性が損なわれていることにその要因の一つがあると考えられ

る。ツキノワグマの生活史に根ざした保護策の策定が喫緊の課題となっている。そこで、細見谷渓畔

林において食性を中心とした生態学的調査を行った。調査の結果は、越冬前のクマがサケ科魚類を食

糧資源としている可能性が高いことを示している。これまで、ツキノワグマが魚食をしている事例は

報告されていない。しかし渓畔林は陸生生物と水生生物の相互作用によって生物多様性と生産性が維

持されている。細見谷渓畔林が西中国山地におけるツキノワグマの中核的生息地となっている大きな

理由はそこにある。ツキノワグマ個体群を絶滅から守るためには、森林生態系と河川生態系の多様性

と生産性を回復することが、重要かつ緊急の課題の一つである。 

 

1．はじめに 

西中国山地に生息するツキノワグマ （ Ursus 

thibetanus japonicus）は本州西端の孤立個体群である

（環境省 2002）。近年の度重なる大量捕獲（表1）によ

って、同地域に生息する個体群の存続が危ぶまれて

いる。これに対して広島・島根・山口の三県が共同

して特定鳥獣（ツキノワグマ）の保護管理計画を策

定し、年ごとの捕獲上限を設定している。しかしそ

の捕獲枠自体に強制力はなく、有害鳥獣駆除を理由

とした捕獲には歯止めがかからないため、個体数管

理を基本とした保護策だけでは個体群の維持は困

難な状況にある。さらに、中核的生息地である細見

谷渓畔林地域には、旧緑資源幹線林道計画（「山のみ

ち地域づくり事業」への引継を検討中）が策定され

ており、早急にツキノワグマの実態を把握し保護の

道筋を解明する必要に迫られている。そこで本研究

は、ツキノワグマの食性を中心に資源利用（行動特

性）の実態を明らかにし、特に水域生態系がツキノ

ワグマの暮らしにとってどのような価値を有して

いるかを解明し、生息地の保全及び回復という観点

からツキノワグマ個体群保護に資する資料の収集

を主たる目的として行った。 

たとえば、先の大量捕獲の原因となる集落への

出没は、越冬前のブナ科堅果類の豊凶が大きな要

因とされている。しかし、予備的な調査では実際

には秋の食料は多様で、特に河川上流域のサケ科

魚類（ゴギSalvelinus leucomaenis imbrius、アマゴ

Oncorhynchus masou ishikawae）を捕食している可能

性が高いことが予測されている。さらに地元民への

聞き込みからも、ブナ林が破壊される以前の西中国

1） 広島フィールドミュージアム 〒739-0424 広島県廿日市市前空 1-8-25 
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山地周辺の河川におけるゴギ、アマゴの生息密度は

かなり高く、河川上流域では昼間にツキノワグマが

ゴギ（イワナの亜種）を捕食しているとの情報も複

数寄せられていた。そこで、本研究では、この魚食

に関する情報を収集し、回復すべき生息地の自然を

描き出すことも大きな目的の一つとした。 

さらに調査・研究と平行して、ツキノワグマの生

活史を具体的に知るための現地セミナーや調査に

同行しての研修、講演会など市民の理解を深めるた

めの普及活動に取り組んだ。 

 

2．調査地の概要 

本研究の調査域は、広島市を貫流して瀬戸内海に

注ぐ太田川の源流域に広がる細見谷渓畔林と細見

谷川の支流のろくろ沢、及び吉和集落から十方山林

道入り口に至る、国道488号線、林道大向～長者原

線周辺である。 

細見谷川は十方山（1,319m）を南西方向に走る断

層帯を流れる緩やかな河川である。細見谷川流域に

は、幅200mにも及ぶ盆地状の氾濫原を伴う渓畔林が

直線上に約5Kmにも渡って発達している。この渓畔

林の多様性は林相に典型的に現れている。たとえば

「高木層は、サワグルミ－トチノキが優占する林分

が圧倒的に広いが、トチノキ、トチノキ－ミズナラ、

サワグルミ－ミズキ－オヒョウ、ミズメ－コハウチ

ワカエデ－ハリギリ－イヌブナ、イヌブナ－サワグ

ルミ－ミズナラ、ブナ－ミズナラ、イタヤカエデ－

イヌブナ－ミズナラ－トチノキ、ミズナラ－サワグ

ルミ、サワグルミ－ナツツバキ－ミズキ－ミズナラ

－ミズメなど多様な樹種が高木層を様々な割合で

優占し、極めて多様な林相を示す。」（河野昭一 

2002）また、サルナシやヤマブドウ、ツルアジサイ

などつる植物も多様性に富んでおり、規模の点から

も構造の点からも西日本を代表する渓畔林である

（河野昭一 2002）。 

この渓畔林を抜けると細見谷川は標高約750m地

点でほぼ直交する断層に沿って90°向きを変え、南

東方向に流下する。ろくろ沢はこの屈曲点にほど近

い下流から南西方向に分岐する沢で、その上流域は、

十方山林道にほぼ平行し、渓畔林の延長線上に位置

する（十方山林道吉和西入り口付近）。ろくろ沢上流

域は、スギの人工林化が進む渓畔林上部の植生とは

異なり、伐採の手が入っておらず、斜面上部にブナ、

トチノキが優占する天然林が広がっている。比較的

なだらかな流れが連続するこの沢にはゴギの産卵

床が連続して存在している。 

 

表1 広島・島根・山口県におけるツキノワグマの捕獲状況 

2004年度、2006年度の捕獲数は極端に高く、生息推定値（中央値）の半数強が除去された。 
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国道488号線、林道大向－長者原線の周辺地域は

クリ、コナラ、ミズナラが優占する二次林である。 

 

3．調査の方法 

渓畔林が発達する細見谷には数多くの沢が入り

組み渓畔林域のなだらかさとは対照的に急峻で複

雑な地形をしている。そのため、テレメーターによ

る個体追跡は、電波が複雑に反射し、発信源を定位

することが極めて困難であることや電波管理法に

よる規制が厳しくなったこと、さらに装着のための

捕獲が困難なこと等を踏まえてテレメーターを使

用しての個体追跡は行わなかった。 

また、本研究の目的が個体の行動域の特定という

よりは、むしろ、渓畔林域、すなわち森林生態系か

ら水域生態系へと移行するいわゆるエコトーンが

ツキノワグマの暮らしにとっていかなる価値を有

しているかを知ることに重点をおいたもの（クマの

土地利用状況調査）である。したがって調査は主に、

複数の調査者によるツキノワグマの生活痕を目視

によって確認することと自動撮影装置（フィルム式

カメラ6台、デジタル式カメラ5台、いずれも麻里布

商事製）を使用して、細見谷渓畔林域とろくろ沢に

おいて年間を通じた各定点におけるツキノワグマ

の出没状況を記録することに主眼をおいた。 

細見谷を縦貫する形で十方山林道が通っており、

この林道沿いに幅100～200mの広さで盆地状となっ

ている広い谷底にはテラス、氾濫原が広がっている。

氾濫原にはいくつもの細流があり、林床は所々で湿

地状になっている。 

痕跡調査は林道沿いと氾濫原内部の森林を渉猟

し、クマの食痕、フン、足跡、幹に残る爪痕、クマ

棚などを探し歩き、記録した。ろくろ沢においても

ほぼ同様な方法で調査をおこなった。 

自動撮影装置は、5月に葉が茂り、感熱センサー

が直射日光にさらされない中旬以降から雪が降り

積もる12月初旬までの約7ヶ月間使用した。週に1度、

フィルム交換や電池交換などのメンテナンス作業

を繰り返し約7ヶ月間連続して設置したが、一部で

は故障やクマによる破壊、流失などがあり、連続し

て記録できていない場合もあった。 

カメラは、沢沿い、テラス状の林内、林道法面な

ど様々な林分をもつ環境に地面から約30～50cmの

高さにセットした（写真1）。2007年度は主に細見谷

渓畔林でのクマの動向を知るために、2008年度は、

小河川における水生動物の利用度を確認するため

にろくろ沢でのクマの動向を重点的に記録するこ

とにした。 

 

4．調査の結果 

ツキノワグマは何処で何を食べていたか。 

表2は、2007年10月～2009年9月の2年間（12月～3

月の積雪期を除く）に調査地内で確認することがで

きたクマの食物リストである。ここに示した食物の

うち年ごとにクマの食べ物は大きく変化するもの

とあまり変化のないものがある。クマの食性から見

た森林の利用状況を概観すると、1）渓畔林地域、2）

ろくろ沢を含む十方山林道吉和西入り口付近（吉和

西入り口－国有林境）とその周辺に広がる地域、3）

国道488号線、林道大向－長者原線に囲まれた中津

谷流域の二次林帯（以後「中津谷地域」と呼ぶ）の3地

域に利用の偏在が認められた。 

1）渓畔林地域 

細見谷川に沿う渓畔林域の多様性は前述したと

おりである。湿地が広がる氾濫原とその周辺には、

サワグルミ、カツラ、イタヤカエデとともに、ブナ、

イヌブナ、ミズナラ、コナラ、クリなどの堅果類、

ミズキ、クマノミズキ、ウワミズザクラ、ヤマザク

 

 

写真1 自動撮影装置のメンテナンスを行う 

（ろくろ沢） 
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ラ、オオヤマザクラ、サルナシ、ヤマブドウ、ヤマ

グワなどの液果類を実らせる木本類も多く点在し

ている。ただし、アズキナシ、ウラジロノキなどブ

ナ林に混生する液果類は少ないという特徴が認め

られる。 

また林道に沿った湿地や氾濫原、河川周辺にはア

ザミ類、ミゾソバ、シシウド、ウド、イタドリ、ウ

ワバミソウなども豊富に生育している。さらに氾濫

原から斜面に至る林床植生はチュウゴクザサが優

占している。この様な多様な環境ではあってもクマ

の採食状況は食料となる植物の作柄の豊凶によっ

て年ごとに大きく異なった。その傾向は越冬を前に

した秋に顕著に見られた（表3）。 

調査が始まった2007年の秋、ブナ、イヌブナは不

作（－）、ミズナラ、コナラ、クリの堅果類はやや不

作（△）で渓畔林域での堅果類の利用は確認できな

かった。一方、ミズキ、クマノミズキ、アオハダは

豊作（○）であった。渓畔林域の渓畔林入り口から下

表2 食物リスト（植物） 

2007年10月1日～2009年9月30日にクマが利用した植物のリストであるが、棚ができていない樹木の利

用状況については、フンに種子が混じっているなどの証拠はあるものの詳細は不明である。 
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山林道分岐点に至る約3.5Kmの林道沿いに点在する

ミズキ、クマノミズキのほとんど（50ヶ所）にクマ棚

を確認することができた。その一方で、ミズキ類を

食べたフンはほとんど確認できなかった。またアオ

ハダの利用は下の谷のワサビ田近くの1本で確認さ

れたのみで、クマはミズキ類だけを選択的に利用し

ていたことが顕著に表れていた。 

翌2008年の秋は、一転してミズキ類は不作もしく

は凶作となるが、イヌブナを除くブナ、ミズナラ、

コナラ、クリは平年作ないし豊作となった。ただし

ブナの豊作域は渓畔林域でも一部（下流域）に偏っ

ており、クマ棚（写12/14）もほぼその範囲に限られて

いた。ミズナラ、コナラ、クリの作柄状況も渓畔林

域に限って見れば豊作とは言い切れない状況で、ク

マの利用も全体にわたって低調であった。ただし、

クマ棚の有無をもとに下した結果、棚を作らない状

況があったとすれば、利用状況は過小評価された恐

れもある。棚を作らず落下種子を拾い食いしている

場合は、目立つ痕跡が残らないので、採食の確認は

フンの有無で判断せざるを得ない。しかし渓畔林域

ではフンを見つけることは極めて難しい。一つは、

林床を覆うササの存在である。視認できる範囲が限

られるため、発見率が下がる可能性は高い。さらに、

氾濫原を有する渓畔林では、フンが分解したり水に

溶けたりして短時間のうちに分解される可能性も

ある（写真2）。 

 

写真2 水気の多い渓畔林では、フンはすぐに崩壊、

消失する（ミズキのフン） 

表3 秋の果実類の利用状況 

2007年10月～2009年9月までにクマが利用した植物（フンや食痕が見つかった物） 

作柄の －：凶作でほとんど果実をつけない。 △：ある程度の実りはあるが豊作とはいえない。 

○：平年作または豊作 を示す。 

利用状況 ＋＋＋：食痕やフンなどが多量に残り、よく利用している。 

＋＋：今後よく利用する可能性があるが、痕跡がやや少ない。 

＋：フンや食痕は見つかったが、多くはない。 

±：痕跡がほとんどないが、わずかにフンに種子が見つかった。 
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春～初夏にかけての草本類の利用状況も上記の

様な理由から確認は難しく、見落としがかなりある

可能性も排除できない。食痕は残るとはいえ、踏み

つけの痕跡が見つからない様な場合には、それがク

マのものかあるいは他の動物のものかの判断は難

しいケースもある。 

ヤマザクラ、オオヤマザクラ、ウワミズザクラな

どのサクラ類は春、夏のクマにとって利用度の高い

液果である。サクラの仲間は人工林区間を除く十方

山林道沿いに多く、ほぼ毎年安定して開花、結実し、

クマの食料となっている（写真3）。特に2008年8月の

ウワミズザクラは大豊作で、林道沿いのほとんどの

樹にクマ棚が確認できた（写真4、5）。その反動であ

ろうか、翌2009年は、渓畔林域の作柄はやや不作と

なったが、それでもいくつかのウワミズザクラには

採食痕が認められた。しかし全体としてこの年のサ

クラの利用度は低かった。 

2）ろくろ沢を含む十方山林道吉和西入り口付近 

ろくろ沢（国有林第245林班）の源流となる尾根を

越えると十方山林道へ出る。緩やかな流れに沿う森

林は、ブナ、トチノキ、ミズナラを主体とする落葉

 

写真4 ウワミズザクラにできたクマ棚 

 

 

写真3 川辺のウワミズザクラにやって来たクマ 

（2008年8月19日 細見谷） 

 

写真5 ウワミズザクラの幹に残る爪痕 
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林で、そこにミズキ、ウラジロノキ、アズキナシが

混生している。落葉広葉樹に囲まれたろくろ沢は緩

やかな流れの細流で、ゴギの産卵床が連続する。沢

筋は明るく開けており、谷筋にはクマが利用できる

様な樹種は多くない（写真6）。 

2007年の秋にはこの地域の森林内での果実の利

用はほとんど確認できなかった。しかし2008年の秋

には尾根筋のブナに多くの棚が確認され（写真7）、

ブナの果実を食べたフン（写真8）も見つかっている。 

つまりこの地域は、植物質の食料を確保するとい

う点ではそれほど重要な地域ではない。しかし、沢

筋に設置した自動撮影装置の記録では、2007年、

2008年ともに10月下旬から11月上旬にかけて、クマ

が集中的に現れていることがわかった（表4）。11月

上旬はゴギの産卵の季節で、10月下旬ころから婚姻

色に染まったゴギのペアが浅瀬に集まってくる。つ

まり、クマはまさにゴギが産卵のために浅瀬に集ま

ってくる頃に集中して、このろくろ沢へやってくる

（写真9）。2008年の10～11月期には、コドモ連れ2組

6頭を含む8～10頭のクマが長さ500mほどの流域に

集中して活動していた。 

表4が示しているとおり、この季節以外にも、時

折クマが出没することはあるが、その頻度は極めて

低い。 

10月下旬から11月上旬にかけてろくろ沢にやっ

てきたツキノワグマは、どれも浅い川の中を歩き、

口吻部を水中につけて何かを探っている行動を見

せている（写真10、11、12）。同じような行動は、ア

ナグマ、タヌキ、イタチにも見られる。産卵期に調

査で川の中を歩くと、ゴギやアマゴが飛び出してき

て岩盤となっている浅瀬を泳いで逃げる姿によく

出会う。そんなゴギやアマゴを捕捉するのは極めて

容易である。クマもこうしてサケ科の魚を捕食して

いる可能性は高い。 

写真6 ろくろ沢の景観 

写真8 ブナの果実を食べたクマのフン 

写真7 ブナにできたクマ棚 

 

写真9 産卵を控えたゴギのペア、水深10cmほどの

浅瀬にやって来る 



 

－ 140 － 

3）中津谷地域 

十方山林道吉和西入り口に近い、林道大向－長者

原線と国道488号線に囲まれた一帯は、ミズナラ、

コナラ、クリが優占する二次林帯である。中津谷川

にほど近い国道沿いの一部にカラマツの植林地が

あり、湿った林床はオタカラコウ、シシウド、イタ

ドリ、ナルコユリなどの草本類が繁茂している。こ

こは2008年、2009年ともに5～6月期の草本類の採食

地としての利用度が高かった。6月のカラマツ林内

では、樹液をなめ摂ったと思われる樹皮はぎの痕が、

カラマツ及びスギに確認されている。 

また、林道大向－長者原線に沿った地域のミズナ

ラ、コナラ、クリは比較的樹齢が若く、毎年一定量

 

写真11 浅瀬を探るクマ2 

 

 

写真12 浅瀬を探るクマ3 

表4 ろくろ沢への出没状況 

ろくろ沢に設置した自動撮影装置に写ったク

マのカット数を示す。ただ、1台のカメラに連

続して記録されたものは合計して1カットと

カウントした。10月下旬～11月初旬に出没の

ピークがあるが、この時期にはゴギ、アマゴ

が繁殖のため浅瀬に集まる時期でもある。 

写真10 浅瀬を探るクマ1 
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の堅果類の結実が認められた。2007年、2008年とも

に秋には堅果類の利用が確認されている。特に、

2008年は、12月になっても降雪がなく、堅果類の落

果が利用できる状況が続いていた。 

例年であれば12月になって集落への出没はほぼ

なくなるのだが、2008年は12月になっても出没が続

き、有害鳥獣駆除による捕殺数が倍増した（表1）。 

 

5．考察 

（1）なぜ、魚食は等閑視されてきたか 

  －フン分析の落とし穴－ 

以上、ツキノワグマの植物食と魚食について報告

してきたが、中津谷地域を除く、細見谷渓畔林域及

びろくろ沢では、アリ類やハチ類などの昆虫類を捕

食した痕跡も確認されている。しかしながらこれら

動物質を含むフンはほとんど見つけることができ

なかった。 

フンの発見率はまず、フンの排泄量、残存率、残

存期間に関係する。 

フンの排泄量は摂取量と消化率に依存する。同じ

量を摂取しても食物によって消化率が異なれば、排

泄量も異なる。消化率が高ければフンとして排泄さ

れる量は少なく、逆に消化率が低ければ排泄量は多

くなる。さらにやっかいなのは、残存率である。渓

畔林内の氾濫原や沢筋などではフンが溶解したり

流失したりして、フンそのものが残存しない可能性

もある。 

さらにそれ以外にも、他の動物によるフンの二

次的利用も残存率・期間に影響を与える可能性が

ある。たとえばサクラ類やウラジロノキなどの液

果を食べたクマのフンをよく観察してみると、フ

ンに直径2cmほどのトンネル状の穴が開いている

ことがある（写真13）。これはフンに含まれている

大量の種子をネズミ類が食用として再利用してい

る可能性を示唆している。種子を大量に含むフン

は風雨などによる物理的破壊を受けやすく、比較

的短期間のうちにばらけて発見を困難にする。一

方、ブナ科堅果類のフンは排泄量もさることなが

ら、一カ所にまとまって大量に排泄される（写真

14）ケースもあり、また風雨にさらされてもかなり

の間その形を留めているために、比較的発見しや

すい。 

つまり、昆虫類などの節足動物やゴギやアマゴ

といった消化率の良い食物のフンは、排泄量も少

なく、残存率も低いことが予想されることから、

フン分析法による食物評価は実態よりも過小評価

されることとなり、逆に堅果類のような食物は過

大評価されることになりかねない。これまで、ツ

キノワグマによる魚食（養魚場や残飯類を除く）の

報告例はなく（橋本幸彦ほか 1997）、研究者の目が

魚食に向かわなかった一つの要因はここにあるの

かもしれない。 

写真13 ウラジロノキの果実が詰まったクマのフ

ンにネズミのトンネルができている（フ

ンの左端） 
 

写真14 ミズナラ、コナラの林で見つけた大量のク

マのフン 
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（2）回復すべき自然とは 

渓畔林は、鳥と魚類との間に存在する相互依存関

係によって高い生産性を維持している（中野繁 

2002）が、ツキノワグマとサケ科魚類との間にも類

似の関係がある。 

夏の間、ゴギやアマゴといったサケ科魚類は、そ

の餌の多くを落下してくる食葉性昆虫（幼虫）に依存

して成長する。一方、ツキノワグマにとってこうし

た昆虫類は餌とはなり得ないが、秋になって成長し

たゴギが産卵床へ集まってくることで、ゴギやアマ

ゴを捕食することが可能となる。これはクマにとっ

て、ゴギやアマゴは夏の資源のストックという意味

を持つ、と同時に一旦、河川生態系に移動した陸生

生物資源がクマの魚食という行動によって、再び陸

生資源として循環していることをも意味している。 

かつてブナに覆われていた中国山地の河川には

ゴギやアマゴなどの魚が豊富で（真田恭司 2002）、

秋の産卵期ともなると深山では昼間でもクマは出

歩いてゴギ捕りをする（田中幾太郎 1995）という。

西中国山地では、普段は人目を避けるクマも、人目

も気にすることなく浅瀬にやって来たゴギをむさ

ぼり食べていたという話は少なくない。 

しかし1960年代から70年代にかけての大面積皆伐、

拡大造林策およびダムの構築が河川生態系に壊滅的

なダメージを与えた。その結果、クマが魚食できる

環境が消滅し、秋の食料のほとんどを植物質に頼ら

ざるを得ない状況が生じたのである。ろくろ沢での

調査結果は、ツキノワグマが依然として、魚食習慣

を捨てていないことを強く示しており、越冬前のク

マにとって、サケ科魚類の重要性を示唆している。 

一方、様々な樹種が入れ子状に分布生育している

細見谷渓畔林は、冬越しをするための樹洞も多く、

採食地としてのみならずほぼ一年を通じた暮らし

の場として利用されている文字通りツキノワグマ

の中核的生息地となっている。渓畔林域でもこうし

た秋ともなれば氾濫原に走る細流にはアマゴやゴ

ギが集まってくる様子も確認されており、ろくろ沢

同様魚食の可能性はある。しかし、現在の細見谷渓

畔林は後背地となる細見谷川両岸の斜面に広がる

ブナを優占種とした落葉広葉樹林がスギの人工林

に置換されていることなどから、サケ科魚類の生息

密度はかなり低下していることが憂慮される。細見

谷川に流れ込む支流の多くは、スギの人工林化によ

って、陸生生物資源（食葉性昆虫）の流入が止まり、

魚類の生息には不適な環境となっている。これが渓

畔林の生産力を低下させている要因の一つと考え

られる。 

渓畔林がクマにとって重要であるのは、その生態

学的多様性にある。樹種の多様性に加え、樹齢の多

様性などクマの暮らしを支える資源がこの多様性

によって維持されていることである。入れ子状とな

った複雑な林分が分散して分布していることで、秋

の堅果類、液果類の豊凶による影響を緩衝する働き

をしているからである。つまり、全体としては不作

ではあったとしても、どこかで実りのある林分が存

在しているという状況があるということに他なら

ない。 

以上のことを総括すると、西中国山地の孤立個体

群を絶滅の危機から救うために、どのような自然を

回復すればいいのかが見えてくる。森林棲のツキノ

ワグマは、特に越冬前の秋にはゴギなどのサケ科魚

類を食糧として利用するという前提に立てば、森林

内の小河川の生産性を回復することが重要である。

渓畔林周辺に広がるスギの人工林は、沢筋を中心に

強間伐を施し、広葉樹の再生を図りながら河川生態

系の回復を進める必要がある。細見谷に注ぐ支流が、

ろくろ沢の様な河川に復元することが重要である。 

その一方で、集落周辺の二次林の利用を進める必

要がある。1960年代までの中山間地域では、集落周

辺の二次林（里山）における一次生産を、農業用の肥

料として、あるいは生活のエネルギー源や原材料と

して活用していた。そういう状況下では、里山は野

生生物の生活場とはなり得なかった。しかし、里山

の一次生産の消費をしなくなると、当然、その資源

は野生動物の利用に供される。これが野生生物が集

落へ出没する一因である。 

「荒廃した奥山と生産力を回復した里山」から「多

様性に富んだ奥山と持続的な資源利用を可能とす

る里山」の回復・復元が絶滅の危機が迫りつつある

ツキノワグマ個体群を救う道である。 
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The Japanese black bear（Ursus thibetanus japonicus）populations in the West Chugoku Mountains in Honshu, Japan, 

are at present at the brink of extinction. One of the major factors is considered to be due to the decrease of major food 

sources and deterioration of the habitat conditions. It is, thus, an urgent issue to establish the conservation program, 

protecting their living conditions and preserving food sources throughout their life history processes.  

Thus, we have conducted an ecological survey, mainly on their feeding habits in the Hosomidani riparian forests, a 

major habitat for the Japanese black bear in the Chugoku district of southwestern Honshu. A result of our field surveys 

showed a high possibility that bears utilize some Salmonid fishes as their main food resources prior to hibernation. 

  However, it has thus far not been reported that the Japanese black bears capture fishes as their major food. A high 

biodivesity and productivity in the riparian forest ecosystems are obviously being maintained by rich resources available 

for terrestrial and aquatic organisms in the "Hosomidani" areas.  

This is the reason why “Hosomidani” in Hiroshima Prefecture is a major and important habitat for Japanese black 

bear populations in the Western Chugoku Montane zone. In order to protect and preserve local populations of the 

Japanese black bears in Hosomidani regions, the preservation of biodivesity and productivity in both forest and river 

ecosystems would be one of the most important and urgent issues. 
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兵庫県豊岡市円山川中下流域に生息するコウノトリの採食生態 

コウノトリ研究会 
武田 広子1）・栗山 武夫1） 

 

Foraging ecology of Oriental White Storks in the middle and lower Maruyama River, 
Toyooka city, Hyogo Prefecture, Japan 

Oriental White Storks Study Group 
Hiroko Takeda and Takeo Kuriyama 

 
コウノトリ（Ciconia boyciana）の野生復帰を目指した試験放鳥が2005年より行われており、本種の野

生復帰には採食場所として好適な水田などの環境の確保が急務である。本研究では、田植え前の3月

および田植え後の6月に、試験放鳥個体の野外での採食行動をビデオカメラを用いて記録し、採食時

間および採食環境を把握した。またビデオ解析では困難な餌生物の解析のため、飼育個体の糞による

DNAの解析手法の開発を行い、本種が利用する餌資源の解明を試みた。 

野外における試験放鳥個体の1日あたりの活動時間は、3月では12時間39分、6月では15時間5分であ

った。そのうち採食活動に費やした時間は全体のおよそ45%であり、水田環境で最も多く見られた。 

糞のDNA解析においては、餌生物から直接抽出したDNAに比べて、糞中から抽出したDNAは検出

精度の低下が大きく、さらなる手法の開発が必要である。 

 

1．はじめに 

人為的な影響で個体数が減少した生物を野生復

帰させるためには、人工的に繁殖させ再度野外に放

つ方法が主流である。しかし、野外に再導入すると

きに、導入先の環境が対象生物にとって適したもの

でないと、生存や繁殖が上手くいかず持続可能な個

体群の形成には至らない。それゆえ再導入先の環境

が適したものかどうか判断することは野生復帰に

とって不可欠な情報である。本研究では、現在、野

生復帰に向けて試験的に放鳥されているコウノト

リが、再導入先で持続可能な個体群形成しうるのか

判断するために、採食生態に注目した。 

コウノトリ（Ciconia boyciana）は、コウノトリ目コ

ウノトリ科に属する大型の水鳥で、全長約1.1m、体

重4～5kg、翼開長は約2.2mに達する。本種は、河川

の浅瀬や湿地、湛水した水田でドジョウやフナなど

の魚類、カエル類や甲殻類などの水生動物等を主に

採食する（Hancock et al. 1992）。4月から8月にかけて

ロシアのアムール川中下流域とウスリー川流域、中

国東北部の一部で繁殖し、9月から10月にかけて中

国南部から南東部一帯に渡り、越冬する（del Hoyo et 

al. 1992）。2008年時点で、全世界で生息個体数は

3,000羽と推定され、個体数が減少の傾向にあるため、

国際自然保護連合によってendangered species（絶滅

危惧種）に分類されている。 

本種は、江戸時代中期（1730年頃）には東北地方か

ら九州地方にかけて日本列島に広く生息していた

が（安田 1987）、明治初期の狩猟解禁による乱獲で

個体数が減少した。また河川の整備や水田の乾田化

などによる採食環境の変化、営巣木の伐採、農薬散

布による採食環境の悪化で、生息地が減少した。

1971年に但馬で最後まで生息していた個体が保護

1） 東邦大学理学研究科生物学専攻地理生態学研究室 〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1 
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されたことで、日本では野外からコウノトリが姿を

消した。 

日本での最後の生息地となった兵庫県豊岡市で

は、1965年から本種の人工飼育を開始し、1989年に

人工繁殖に成功した。2005年9月に初の試験放鳥が

行われ、コウノトリ野生復帰の第一歩が踏み出され

た（菊地・池田 2006）。2007年7月には、国内で46年

ぶりとなる自然界でのヒナの巣立ちがあり、2009年

も9羽が巣立った。 

野生復帰が成功するということは、すなわち持続

可能な個体群が形成されることである。そのために

は、コウノトリが野外で採食できる環境が必要であ

る。本研究では、兵庫県豊岡市円山川中下流域に生

息するコウノトリの採食生態について基礎的なデ

ータを得ることを目的とし、今後の野生復帰を進め

るうえで貢献していく。 

本研究では、コウノトリの採食生態についての野

外調査と、本種の糞に残存する餌生物のDNA解析手

法の検討を行った。 

 

2．野外調査 

コウノトリの野外での採食生態を明らかにする

ために、2007年～2008年にかけて、兵庫県豊岡市円

山川中下流域（図1）に生息する放鳥個体の野外調査

を行った。試験放鳥された個体の中で、給餌に依存

せず野外で生息している個体（個体番号：J0363、雌、

6歳（2009年11月現在））を調査対象とした。J0363の行

動範囲となった、豊岡市の出石川下流域（円山川水

系の支流）を調査範囲とした（北緯35°30’、東経134°

50’、南北約7.5km、東西約5.0km、約37.5km2）。こ

こでは、3月（田植え前、調査日3月23日）と6月（田植

え後、調査日6月9日）の調査について報告する。 

（1）方法 

J0363は、小坂地区農業集落排水施設の北約70mに

位置する電柱上（北緯35°49’、東経134°83’、3月）と

田多地地区にあるパナソニックエレクトロニック

デバイス但馬株式会社工場敷地内の電柱上（北緯

35°49’、東経134°86’、6月）に塒をとった。観察・追

跡調査は、コウノトリが出石川下流域で行動する時

間帯に合わせて開始、終了した（3月：5:20～18:40、

6月：3:50～19:30）。追跡は、車を用いて1人で行い、

警戒されない距離（約100m以上）を保ちながら、コウ

ノトリが採食行動をしている間、その行動をビデオ

カメラで撮影した。観察時に採食場所、採食時間、

採食した餌生物の種類や大きさなどを野帳に記入

し、同時にビデオカメラで直接音声を録音し、記録

した。撮影には、ビデオカメラをアタッチメント（倍

率12倍）で望遠鏡とつなげたシステム（35mmカメラ

換算で約5,000mm相当）を用いた。 

観察時にビデオテープに記録した映像を再生し

て、コウノトリの採食時間、採食した餌生物の種類

や大きさを解析した。採食時間は、J0363を追跡した

データ（1日の活動時間に対して7割以上の時間を追

跡できたデータ）から求めた。コウノトリは一度に

 

図1 調査地 

  （左図 ：兵庫県豊岡市、 

   右図 ：水田（出石川下流域）） 

 

 

写真1 野外調査の様子 
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数kmの距離を飛んで移動することがあり、観察者は

しばしば、2～3時間見失うことがあった。採食した

餌生物の種類は、コウノトリが餌生物を嘴にくわえ

上げたときの映像を繰り返し再生し、観察時の記録

と併せて、判断した。またコウノトリの行動（追い

かけかた、捕らえかた、くわえかた、飲み込みかた）

も判断の基準とした。餌生物の大きさはコウノトリ

（雌、4、5歳）の嘴の長さ、平均22.41±0.58cm（n=16、

兵庫県立コウノトリの郷公園の測定データ）を基準

にして、相対的な大きさを推定した。ビデオ画像が

不鮮明であったり、コウノトリが観察者の反対側を

向いてしまって、餌が見えなかった場合は観察不能

とした。 

ビデオ映像を解析して得られた、嘴に対する餌の

相対的な大きさから実際の餌の大きさを推定し、コ

ウノトリが採食した餌の重量を算出した。土地所有

者に許可を得て、採食に利用した水田やビオトープ、

水路でたも網等を用いて餌生物を捕獲し、その体長

と湿重量を計測した。それらの値から体長－湿重量

換算式を求めて、採食した餌の重量を計算した。 

（2）結果と考察 

野外における放鳥個体（J0363）の1日あたりの活動

時間は、3月では12時間39分（5:40～18:19）、6月では

15時間5分（4:09～19:14）であった。3月の日の出・日

の入り時刻（調査日2008年）は、それぞれ5:59、18:13

で、6月は4:46、19:12であった（国立天文台天文情報

センター 2009）。他の時期の観察結果と、トキの就

塒行動パターンの研究（丁 2007）から、コウノトリ

が1日あたりに活動する時間の長さは、日の出・日

の入り時刻と関係していると考えられた。 

6月の採食生態に関して、より詳細な分析が必要

であるため、6月については骨格を述べ、ここから3

月の採食生態を中心に報告する。1日あたりの活動

時間に占める採食時間の割合は、3月で42.6％、6月

で48.3％であった（図2）。この採食時間には、追跡の

途中で個体を見失った時間（約2時間）が含まれてい

ないため、実際の採食時間より短いと推測された。

豊岡市福田地区において、放鳥個体（雌）を冬期に追

跡調査した結果では、コウノトリの1日あたりの活

動時間に対する採食時間の割合は、約90％であった

（豊岡市役所 2008）。また、豊岡市内で行った調査

では、水田での生物量は6月がピークで、冬期はあ

らゆる採食環境（水田、水路、畔、河川浅水域）で生

物量がきわめて小さいという結果から（内藤  他 

 

 

図2 1日あたりの活動時間に占める採食時間の割合 

 

 

図3 採食に利用していた環境の割合 

コウノトリを見失った時間（図2参照）は、採食

以外とした場合。 

 

 

図4 採食した餌種（3月） 

餌種不明が71.6％を占めた。 
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2009）、1日あたりに活動できる時間と餌量によって、

1日あたりの採食時間の割合が変化すると推測された。 

採食に利用していた環境は、3月、6月とも水田地

帯が最も多く、3月は田面を51.1％、水路を38.0％利

用していた（図3）。6月はほとんどが田面での採食を

確認した（93.8％）。採食した餌種について、体サイ

ズの小さい餌生物はビデオ撮影した映像を解析し

た際に判別できないものが多く、映像から判別でき

たものの中で3月は主にドジョウ、アメリカザリガ

ニであった（図4）。6月は主にカエル類幼生の採食を

観察した。採食した餌量については、餌種不明のも

のが多く（3月：71.6％）、その内96.2％が5.0cm未満

の大きさであったため、映像解析からだけでは餌量

を正確に推定することは困難であった。餌生物調査

の結果から餌量を推定する方法（豊岡市役所 2008）

と、本研究によるビデオ映像解析の結果を組み合わ

せ、餌量推定の精度を向上させることが、今後の課

題となった。 

 

3．糞の餌生物ＤＮＡ解析 

野外でのコウノトリの採食行動の観察および、ビ

デオカメラで撮影した映像の解析から判定した餌

生物についてより詳細に知る方法として、コウノト

リの糞を採集し、その中に残存する餌生物のDNAを

解析する方法を検討した。 

（1）糞サンプルの採集 

コウノトリは野外でドジョウやアメリカザリガ

ニ、カエル類幼生など、多様な餌生物を採食してい

たが、全ての餌生物を解析するのは困難であった。

そこで餌が既知である本種人工飼育個体の糞中の

餌生物DNAを解析した。糞の採集とDNA抽出作業は、

兵庫県立コウノトリの郷公園（以下、郷公園。兵庫

県豊岡市祥雲寺）と同公園附属飼育施設コウノトリ

保護増殖センター（以下、保護増殖センター。豊岡

市野上）の協力を得て行った。保護増殖センターの

個体ケージ内で飼育されている7個体の給餌内容を

5日間、個体ごとに固定した。給餌内容は、ドジョ

ウ、マアジ、ニジマスの3種を組み合わせた（ドジョ

ウのみ、マアジのみ、ドジョウ・マアジ、ドジョウ・

マアジ・ニジマスの4組）。飼育の関係上、ニジマス

については他2種と組み合わせたもののみの給餌と

した。朝の餌容器の回収時（9:00から10:30の間）に、

餌生物DNAを抽出するために必要な糞量（150～

200mg）を得るため、個体ケージ内で発見した本種の

糞の中で一番新鮮であると判断された糞の固形部

分を、割り箸で可能な限り採集し、サンプルとした。

採集した糞は、チャック付きポリ袋に入れ、冷蔵庫

（4℃）で一時的に保存した。その後糞を70％エタノ

ールの入ったスクリュー管瓶に移し変えて、冷蔵庫

（4℃）で保存した。保護増殖センターの飼育7個体か

ら、34の糞サンプルを採集した。また、野外で1つ

の糞サンプルと郷公園検疫棟において2つの糞サン

プルを採集した。個体ケージ内の地面の状態は、草

地もしくは裸地であった。 

（2）糞からの餌生物ＤＮＡ抽出、ＰＣＲ法による 

 ＤＮＡの増幅 

3日から1ヶ月間保存した糞サンプルを電子秤で

計量し、糞DNA抽出キット  ZR Fecal DNA Kit

（ZYMO RESEARCH）のプロトコルに従い、DNAを

抽出した。 

各サンプルから抽出したDNAを鋳型にして、ミト

コンドリア DNA の 16S リボソーム RNA 遺伝子

（16SrDNA）領域をポリメラーゼ連鎖反応（PCR: 

Polymerase Chain Reaction）法により増幅した。プラ

イマーは、Deagle et al.（2007）によってマカロニペン

ギンの糞のDNA解析で用いるために設計された、

16S1F-degenerate: 5’-GAC GAK AAG ACC CTA-3’、

および16S2R-degenerate: 5’-CGC TGT TAT CCC TAD 

RGT AAC T-3 ’ を 用 い た 。 16S1F-degenerate / 

16S2R-degenerateのプライマーセットは、魚類、頭足

類、甲殻類のDNAを増幅させることが確認されてい

る（Deagle et al. 2007）。PCR反応液は、鋳型DNA溶液

を1μL、10×Ex Taq Buffer（TaKaRa Bio）を1μL、BSA

（ウシ血清アルブミン）を1μL、2.0μMの各プライマ

ーを2.0μL、dNTP Mixtureを0.8μL、TaKaRa Ex Taq 

Hot Start Versionを0.1μL加え、超純水にて総量を10

μLにしたものを使用した。 

PCRは、94℃で10分間加熱したのち、94℃で30秒

間の変性、54℃で30秒間のアニーリング、72℃で45

秒間の伸張を1サイクルとして35サイクルを繰り返



 

－ 149 － 

し、72℃で2分間の最終伸張を行った。PCR産物は、

1.5％アガロースゲル電気泳動により増幅産物を確

認した。同時に、餌生物であるドジョウ、マアジ、

ニジマスの組織から、それぞれDNAを抽出し、糞サ

ンプルと同様の条件でPCRを行った。 

（3）結果と考察 

採集した37サンプルの内、26サンプルについて

DNAを抽出し、13サンプルでPCRを行った。この13

サンプルの内、10サンプルで16S1F-degenerate / 

16S2R-degenerateの増幅産物と考えられる180bpから

270bpのバンドが確認された（図5：レーン1～7）。餌

生物であるドジョウ、マアジ、ニジマスにおいても、

同プライマーセットの増幅産物と考えられるバンド

が確認された（図5：レーン8、9、10）。採集時に排泄

されてから時間が経過していると判断した糞では、

バンドが確認できなかった。朝に排泄されたと判断

した新鮮な糞であっても、バンドが確認できないも

のがあった。これらより、DNA解析に用いる糞は排

泄されてから時間が経過していないものを採集する

ことが重要であると考えられた。糞サンプルから確

認されたバンドは、餌生物の組織から直接抽出した

DNAに比べて不明瞭で、コウノトリの糞中から抽出

したDNAは検出精度が低いと考えられた。野外で採

集した1つの糞サンプルでは、バンドを確認すること

ができたが検出精度が低かった（図5：レーン1）。こ

れは、コウノトリの消化作用によって餌生物のDNA

が断片化されて短いためと推測された。また、餌生

物のドジョウのバンドは他の2種と比較して薄く、餌

生物種によっても、DNAが検出されにくい種類があ

ると考えられた。これは、用いたプライマーセット

に餌生物種による増幅のしやすさがあり（Deagle et al. 

2007）、それがひとつの要因と推測された。これらの

ことから、消化によって断片化されたDNAを増幅し、

それぞれの動物群に応じた、新たなプライマーを作

成する必要があると考えられた。コウノトリが採食

する餌生物を本種の糞DNAを用いて網羅的に食性解

析を進めていくためには、解析手法の精度の向上、

高コストな資金と時間を要する効率面の改善などが、

今後の課題として残された。 
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The Oriental White Stork （Ciconia boyciana） is a large waterfowl of the endangered species. Artificial rearing 

started in 1965 because the number of individuals decreased sharply due to hunting and the deterioration of the native 

habitat. The release for reintroduction is begun in Toyooka City, Hyogo Prefecture in 2005. In this study, we investigated 

foraging ecology of Oriental White Storks in the field in March （before rice planting） and June （after rice planting）, 

and the usefulness of DNA-based faecal analysis using the faeces of the breeding individuals in a dietary study. 

The activity time of a wild individual was 12 hours 39 minutes/day and 15 hours 5 minutes/day in March and June, 

respectively. The foraging activity time was about 45% among those. The foraging was observed mostly in the rice field 

in March and June. 

Prey DNA in faeces was detected, but it is hard to detect their DNA compared with those from the organization of 

prey. 
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Annual Report of Pro Natura Fund Vol.19 (2010) 

Breeding of the Black-faced Spoonbill (Platalea minor) 
in Peter the Great Bay (Primorye, Russia). Situation and prospects 

Yu.V. Shibaev1) 
 
SUMMARY 

The history (1995-2009) of natural introduction of black-faced spoonbills (Platalea minor) into a new area is 

described. Their new breeding area - Furugelm Island, Peter the Great Bay, South Primorye - is over 600 km from the 

known ones. Eight years has passed since the species was first recorded there to the first trial of nesting. For the entire 

period of watch the process of occupation of the new area has had a positive tendency. The survey of the Peter the 

Great Bay coastal strip in 2009 showed an absence of black-faced spoonbills along the greater part of the coast. In 

2009 two pairs of birds successfully nested on Furugelm Island. The re-sightings obtained from 5 color-banded 

spoonbills showed links with the wintering grounds in Japan, Hong Kong, China and Vietman. Possibility of the 

Platalea minor’s breeding at other sites of the Sea-of-Japan region is assumed. 

The black-faced spoonbill is a rare, locally spread species with little abundance. It is included in the Red Books of 

various levels - regional, national and international. 

Until recently, this species was known to nest only in the Yellow Sea Basin (Won 1994, Chong et al. 1996, Bird 

Life International 2001, Ueta at al. 2002 etc.). In our region, the black-faced spoonbill was first observed in the lower 

reaches of the Tumen River, North Korea territory, in the first half of the 20th century (Yamashina 1941). Thereafter, 

the species has never observed there until recently. True, there is a supposition that the vagrants of this species might be 

missed, assigning them automatically to occurring here white spoonbill (Platalea leucorodia). In the 1990s, the 

researchers began to register the Black-faced Spoonbill in the South Primorye (Nechaev and Shibaev 1996, Litvinenko 

and Shibaev 1999). Currently, Platalea minor nests here regularly (Litvinenko and Shibaev 2005). The new place is 

more than 600 km away from the main breeding area and located in other region - Sea of Japan Basin (Furugelm 

Island, Peter the Great Bay) (Fig1). 

1) Institute of Biology and Soil Sciences, FEB RAS 

 
Fig1 Nesting area of Platalea minor and new nesting point - Furugelm Island 
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Fig2 Study area 

Sections in the coastal zone of the Peter the Great Bay in spring and autumn of 2009 (1-22). I-VII - islands 

with breeding colonies (I - Furugelm Island, area where black-faced Spoonbills nest at present; VI - seabird 

colony ceased to exist; II - V, as well as Arsom Is. - islands theoretically suitable for nesting of black-faced 

spoonbill. Arrows show places of Pl. minor sighting during initial period of colonization). 

Over a period of time, the southern Primorye and Peter the Great Bay are, in particular, of special scientific interest 

to the authors. The researches are carried out within the continent coastal strip and on the Bay's islands. 

The Furugelm Island is a basic place of our stationary research. 

The colonial birds are a basic object of attention. Here, the greatest breeding site of colonial birds in the Primorsky 

Krai is situated. On the Island, different species of cormorants, herons, gulls and auks nest. The Island is partially 

covered with the broad-leaved forest and characterized by abrupt slopes presented to the north and south-east. The 

distance to the continental coast is about 6 km. 

Since the black-faced spoonbill began nesting on the Furugelm Island, our special attention has been concentrated 

on this species (stationary observations - monitoring of a grouping). 

 

1. Materials and methods 

Before 2009, a monitoring has been carried out mainly on the basis of the nesting ground of black-faced spoonbills 

on Furugelm Island. The stationary works on the Island have generally included the population estimate, nesting 

success, color banding etc. In 2009, they fell on May-July. 

However, in order to reach the adequate estimation of Furugelm's Black-faced Spoonbill group condition, it was 

necessary to present the situation on the adjacent territories. 

In 2008, our research was supported by PRO NATURA FUND the management of which thought good to give a 

grant. Therefore, we have extended the area under study in 2009. 
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We consider the special surveys of the Peter the Great Bay coastal zone in 2009 for the purpose of detecting the 

black-faced spoonbills as an element of the rare species monitoring. The following factors have served as the reasons 

for surveys:  

occurrence of individual birds (Platalea minor) on the coasts in the early stage of the species coming (Nechaev and 

Shibaev 1996, Litvinenko and Shibaev 1999, Surmach 2003, personal communication) (Fig2);  

availability of the feeding biotopes suitable from the physiognomic viewpoint; 

availability of unpopulated islets with sea birds colonies near the coastal line (Fig2). 

Analysis of the cartographic materials allowed us to identify up to 22 areas (Fig2) needing to be specially surveyed 

us potential Spoonbill sites on the Bay coasts. These are shallow bights, lagoons, estuaries and other types of shallow 

water areas looking suitable as the feeding cites for the black-faced spoonbill. These sections are associated with the 

known seabird colonies in the Peter the Great Bay. 

Two surveys were carried out:  

April 9 - May 9, 2009 (early nesting period);  

August 23 - September 24 (post-nesting period). 

A length of each route reached about 1400 km. Near 2/3 of them fall on the works themselves and 1/3 on the return 

to the departure point. The routes were identical. The surveys have been performed with the use of expeditionary 

high-mobility tracks as there are no smooth roads everywhere. The vehicles could be used as a berthing space. The 

rowing boat and outboard motorboat were also used. For observations, a telescope and 12X binocular were applied. 

For field reconnaissance, all elevated grounds and top of “box” of vehicle were used. 

As the indicators of the biotope suitability for black-faced spoonbills (in the absence of the black-faced spoonbills 

themselves), the resting or foraging water birds of other species are considered. Mainly these were various herons as 

well as gulls, waders, etc. The presence of people and their activity were also taken into consideration. 

The survey should provide an estimate of the actual (in case of birds' detection) or theoretical suitability of 

particular areas for Platalea minor. The estimate of suitability of the observed coastal areas is not absolute. We had no 

opportunity (enough time) for carrying out the long and repeated investigations each of target place. 

The task was complicated by the fact that the survey was carried out during not only breeding season but also 

during migration when the situation with birds abundance was very dynamic. For example, an absence of herons (most 

important species - indicators) at any place could be resulted from decreasing in migration rather than from a biotope 

inadequacy. 

Thus, the situation should be refined afterwards within the “suspicious” sections. 

Particular emphasis has been placed on the coastal territories near Furugelm Island. It is an area where our 

black-faced spoonbills feed. The territorial distribution of birds, presence of banded spoonbills were recorded and also 

camps of hunters for waterfowls within important Spoonbills' feeding habitats were mapped during the hunting 

seasons, both spring and autumn. 

 

2. Stages of occupation of new breeding area by Black-faced Spoonbill 

We had a chance to monitor the process of Black-faced Spoonbill expansion to the southern Primorye beginning 

from the time of its first appearance in the region. 

1995 ― first sightings of Platalea minor on the Peter the Great Bay coasts (Nechaev and Shibaev 1996). 

1996-2002 ― period of regular sightings (Litvinenko and Shibaev 1999, Nechaev 2003, Surmach 2003, personal 
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communication, Litvinenko and Shibaev 2005). 

2003 ― first (unsuccessful) attempt to nest on Furugelm Island. 

2004-2009 ― period of annual successful nesting at this place.  

Eight years passed from the moment the birds come to the first trial to nest and 9 years to the successful breeding. 

For 15 years (1995-2009) of the species settling in the new breeding area we observe a positive tendency: appearance, 

regular sightings, first breeding and stable reproduction. Every year, 2-3 pairs of Platalea minor are nesting on the 

Island. Now there is a real potential to increase the species abundance within the known breeding zone on Furugelm 

Island. In 2009, 2 pairs bred successfully there. 

 

3. Some results of current surveys 

Information on the observed area and survey results (2009) is shown in Fig2 and Table1. 

As a whole, the obtained results reflect the situation with sufficient objectivity.  

As expected, the southern 3 sections 1.2.5 proved to be the most suitable for Platalea minor as the feeding grounds 

and resting places. The sections 3 and 4 looks suitable but should be additionally refined. The sections 10-17 can be 

considered to be partially suitable (see in Table1).  

Table1 Information of the sections examined within the coastal zone of the Peter the Great Bay in spring and fall of 2009 

1 Sections 1-5 are parts of “Tumen Wetland”. Territory is for a long time in need of the “Ramsar” status and

other protective actions (Litvinenko and Shibaev 2001). 

2 Points of recording the single Pl. minor in the past. 
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  When evaluating the human activities within the Peter the Great Bay coastal area, three its lines should be noted: 

use of beaches and low-lying shores for summer holidays with sea bathing; meanwhile, the sea coast is actively 

developed: the tourist camps, hotels and roads are constructed and full transformation of the natural landscape is not 

infrequent; sport waterfowling during spring and autumn migrations; non-commercial fishing (almost everywhere); 

often, as the component of the summer holiday. 

A general tendency is an increase in the human presence and activities within the coastal zone. This tendency will 

evidently continue afterwards.  

The sections 1-5 constitute a part of the territory identified as a prospective and subjected to conservation wetland 

(“Tumen or Tumangan wetland”) (Litvinenko and Shibaev 1996, 2001). Its effective protection is a goal of primary 

importance but, nevertheless it is not solved for many years. For the first time, attention was given to it more than 30 

years ago (Litvinenko 1982). 

When the perspectives of species in the southern Primorye are considered, the presence of a number of small islets 

with colonies of sea and land birds has engaged our attention (Fig2). These islets are theoretically suitable for nesting 

of Platalea minor, however, their colonization in perspective is only possible in case of taking special measures for 

protection of the continental habitats associated with them. It is a difficult problem. Several islets (Fig2 II, III) 

constitute a part of the Far-Eastern marine reserve. Two others, IV, V (Verkhovsky Islands, Karamzina Island) should 

be included in the Reserve. 

Nearby with colony on Furugelma Isl., on the Democratic People's Republic of Korea territory, there is one more 

inlet, Arsom (Nando). On it, the seabird colony is located and this inlet is a protected territory (Tsoy Kvasu and Chen Chan 
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Ir 2007) and, supposedly, suitable for nesting of black-faced spoonbills (Fig2). 

A total lack of vagrant Black-faced Spoonbills within greater part of the examined coasts of the Peter the Great Bay 

is noteworthy. We have only observed birds in the immediate vicinity of Furugelm Island (Table1). The survey was 

quite meticulous - omission of birds is precluded. The shortage of suitable feeding grounds can not be cause of the 

birds’ absence. First, they exist and some of them look sufficiently suitable (Table1). Secondly, in the early stage of 

colonization, single Platalea minor were recorded on the Bay (Fig2) (Nechaev and Shibaev 1996, Litvinenko and 

Shibaev 1999, Surmach 2003, personal communication). 

The probable cause of locality of the black-faced spoonbills sighting during surveys of 2009 is that, beginning with 

2003, a certain “point of attraction” for all birds to nesting ground on Furugelm Island has appeared. Apart from 

breeding part of local Black-faced Spoonbill population there are also immature individuals or adults currently not 

involved in breeding spent all breeding season. 

 

4. On a seasonal distribution 

From 2006, a marking of few Black-faced Spoonbills is performed on Furugelm Island. We have marked only 

young birds in order to minimize an anxiety factor. In 2006-2009, 13 individuals were color-banded. 

This work would be meaningless but for the situation was especially favorable. In the countries of the East Asia 

(China, Taiwan, Republic of Korea, Japan and Vietnam), particular attention of specialists and many competent 

birdwatchers has been given to the fate of a rare species, Black-faced Spoonbill. They are fitted out excellent optical 

devices and photo equipment. Only due to a quick eye and interest of these people, the initial information of the 

occurrence of our birds outside their nesting area was obtained. The circumstance of especial importance is the yearly 

total winter censuses of Black-faced Spoonbills in which the organizers draw a large quantity of participants. At this 

time, a probability of detecting the birds with plastic bands (marks) should substantially increase. 

Some information of encountered birds is given in Table2 and Fig3. 

Some (preliminary) conclusions: During migrations and wintering, a small group (its number reaches now not more 

than 1% of the total number of species) of our birds is distributed within the considerable space, occupying the greater 

part of the species range. The birds reach the southernmost wintering grounds of Pl. minor (Hong Kong, Vietnam). 

Most probably, it takes more than one season. 

Most likely, the flyways (continental and island) coincide, to a large degree, with those for the major part of species 

(Ueta et al. 2002). 

Over the course of one season, the birds from Furugelm Island may be recorded at different widely separated points 

(evidently, they took different roads). Most probably, some of these situations can be explained by different origin of 

birds on Furugelm Island (its occupation could be from different territories). 

Information on distribution of our birds at the age of 1+ and 2+ years conforms to data by Ueta et al. (2002). At 

least, a part of our immature birds stays at the wintering ground or on the flyway. One of our birds stayed in Japan 

(south-western Honshu Island) while the other migrated along the shores from Hangzhou Bay (China) to Red River 

(Vietnam). 
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Table2 Sightings of Platalea minor color-banded （ ringed）on Furugelm Island （Primorsky Krai, Russia） in 

2006-2008 

Between July 12 and 29, 2006, we watched on Furugelm Island Pl. minor with rings that, as it turned out, was 

ringed by K. Ozaki （Yamashina Inst. for Ornithology）. The bird was ringed on Okinawa Island （Japan） on 

July 3, 2005 （Right tibia - yellow ring No. J07 + metal ring; left tibia - combination of small plastic rings - 

blue/green）. 

 

Fig3 Places of sightings and number of records of 

Black-faced Spoonbills (●1) ringed on Furugelm 

Island (▲) and Okinawa Island (△). Arrows 

show probable flyways. 
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Fig4 Protected and needy to be protected territories on the utmost south-west of Primorsky Krai 

...........   Boundary of the Far-Eastern Marine Reserve; 

- - - - -   Boundary of the natural park. 

=====   Territory and water area of “Tumen wetland”. 

5. Conservation problems 

The perspectives of future stable existence of Platalea minor breeding population on the south of Primorsky Krai 

are related to species security assurance within the nesting ground and on the adjacent territories. 

Furugelm Island where the species is now nesting is a part of the Far-Eastern Marine Reserve, organization within 

the limits of which any economical activities were precluded. The feeding grounds of these birds are located on the 

adjacent coasts and are overlapped entirely by other protected territory, Natural Park “Khasansky”. In Fig4, the 

location of these protected territories is shown. 

However, if the nesting grounds are well protected then, as for the feeding biotopes, the situation is opposite. The 

Natural Park “Khasansky” established in 1997 is actually not protected territory. It is a place where waterfowling is 

traditional over the years. Fig5 illustrates this situation partly. The spring hunting season is relatively short and 

intensive (16 days in 2009). The autumnal one is less intensive and longer (more than 2 months). 

As a rule, the actual hunter has a quick-firing, magazine arm and cross-country vehicle. The latter circumstance 

resulted in that there are no points inaccessible to him. As early as 1960-1980s, there were places which have not been 

reached by the hunters. There, migratory birds felt great security. However, a low level of the ecological awareness and 

biological incompetence of hunters remained unchanged since then. Therefore, the rare species of birds are as before 

killed. The principal criteria for firing necessity are same - object distance and its sizes (generally, regardless of the 

species belonging). 



－ 159 － 

The first of black-faced spoonbills noted in our area was killed and thrown out by one of such shot in 1995. The 

hunters let fly also at cranes (Grus japonensis, Grus vipio), swans etc. We can not assert that it is a standard situation 

but such cases are not infrequent.  

The serious threat to safety of Platalea minor as well as many other birds and seals feeding in the lower reaches of 

Tumen River is brought by industrial effluent discharge to the river. The waste waters are discharged by enterprises 

situated upstream on the Democratic People's Republic of Korea and Chinese territories. 

It is needed: to transform the natural park “Khasansky” (regional control level) into the national park (Federal 

control); to increase a park territory including in it the Ptichye (Talmi) Lake Basin; to prohibit the spring hunting (at 

first, on Primorsky Krai territory and, later on, on the Far-Eastern District territory). 

It should be noted that the strong counteraction of the hunting “lobby” occurs. 

 

 
Fig5 Spring distribution of hunting camps within “Tumen wetland” at the 

beginning of the hunting season on April 1-3, 2005; opening of 

hunting season - April 2. 

1 - one vehicle; 2 - 2-4 vehicles; 3 - 5-6 vehicles; 4 - more than 10 

vehicles; 5 - higher grounds of territory; 6- boundary of the national 

park “Khasansky”. 
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Fig6 Autumn distribution of hunters within “Tumen wetland” on 

September 19-20, 2009; opening of hunting - September 5. 

Legend - see Fig5 Solid line outlines the area of Platalea minor 

sightings. 
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6. Conclusion 

（1） For the first time, a Black-faced Spoonbill has attempted to nest on Furugelm Island （southern Primorsky Krai, 

Russia） in 2003. The attempt proved to be unsuccessful. In succeeding years （2004-2009）, a situation has 

stabilized. Every year, 2-3 pairs bred successfully there. 

（2） Monitoring of forming of Furugelm’s Black-faced Spoonbill group in southern Primorsky Krai （Russia）

（1995-2009） showed that this process is characterized by positive tendency. 

（3） The number of  russian population of Black-faced Spoonbill is currently not exceed 1% of the world 

population. 

（4） The situation in the breeding colony is favorable. The Furugelm Island is a part of the Far-Eastern Biosphere 

Marine Reserve, organization with the status of strict protection. 

（5） At the same time, the feeding grounds on the continent are in practice not protected although they are located 

on the natural park “Khasansky” territory. It is needed to raise the natural park status （local control） to the 

national park （federal control） one. 

（6） Major threats to the local group of Black-faced Spoonbill are: Development by people of the coastal territories 

up to their full transformation （tourism, summer holiday with sea bathing, noncommercial fishing etc.）. Presence 

of many people （anxiety factor）; Spring and autumn waterfowling; anxiety factor and direct destruction of birds; 

Pollution of the Tumen river （including its delta） with industrial waste of enterprises situated upstream （China, 

DPRK）. 

（7） A surveying the coastal zone of the Peter the Great Bay （spring, early autumn） showed that on the continental 

coast the Black-faced Spoonbills are only sighted within a zone of attraction to the known nesting ground on 

Furugelm Island. Occupation by them of other sections （islands） in the Bay is currently not likely. 

（8） The first results of color-banding （ringing） suggest that the birds migrate from Furugelm Island practically 

throughout the whole space of the species migration and wintering. 

（9） Estimating the development dynamics of events in the southern Primorye, we conclude that it conforms to the 

world population dynamics （Yu Yat-tung and Wong Chi-chun 2006, etc.）. Evidently, these processes are 

interrelated. It seems likely that the events in the global population as a whole induced some individuals to move 

to a new region. 

（10） The analysis of situation indicates that, most probably, the Black-faced Spoonbills might reach into our region 

from the Japanese wintering grounds. 

（11） We do not eliminate a possibility of nesting of Black-faced Spoonbills in other places of the Sea of Japan 

coasts. In particular, it seems that the islands in the Yonghung man Bay and also Arsom （Nando） Island 

（DPRK） are suitable for this purpose. 
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要約 
 

ロシア日本海沿岸部における 
クロツラヘラサギ個体群の調査 

 
Yu.V. Shibaev 

 
クロツラヘラサギPlatalea minorは局地的に分布

する生息数の少ない稀少種で、ロシア極東、ロシア

連邦、国際的なレッドデータブックに挙げられてい

る。クロツラヘラサギは1990年代になってプリモー

リエ南部で記録され始め、現在は繁殖している。 

クロツラヘラサギは1995年にピヨートル大帝湾

沿岸で初めて記録され、1996～2002年には定期的に

観察されるようになった。2003年には初めてフルゲ

ルム島で繁殖したが、成功しなかった。その後2004

～2009年にはここで毎年2～3つがいが繁殖した。こ

のほかの生息地を明らかにするため、ピヨートル大

帝湾の大陸部でも調査が必要である。 

2009年4月初めから9月20日まで次の項目につい

て調査した。 

1．フルゲルム島での定期的調査、繁殖結果調査、

各時期の状況調査、標識の実施。 

2．フルゲルム島で繁殖する個体が大陸で採餌に

利用する地域の広さと特徴。 

3．ピヨートル大帝湾沿岸部の調査、クロツラヘ

ラサギの採餌環境としての適否評価。 

4．人による撹乱の影響評価、プリモーリエ南部

におけるクロツラヘラサギの生息域拡大の予

測。ダリネヴォストチュヌィ(極東)海上自然保

護区の役割。 

ピヨートル大帝湾沿岸部の調査は5月初めと8月

末～9月に実施した。調査には自動車を利用した。

島に最も近い地域(フルゲルム島で繁殖するクロツラ

ヘラサギの採餌場)での調査にも自動車を利用した。 

結果は以下のとおりである。 

2009年にフルゲルム島で3つがいが繁殖し、2つが

いが繁殖を成功し、幼鳥4羽が巣立った。1つがいで

は抱卵段階で繁殖失敗した。失敗の要因は近くで繁

殖する大型カモメによる捕食である。幼鳥は全て親

とともに大陸部に渡り、ここで何回か観察された(幼

鳥は標識されている)。この繁殖結果は例年並であっ

た。 

湾沿岸沿いの調査では、クロツラヘラサギはフル

ゲルム島近くだけで観察され、湾内のそれ以外の地

域では観察されなかった。考えられるそのおもな要

因は、1)｢定着個体｣数が少ないこと、2)この10数年

における沿岸部の活発な開発(家屋の建設とレクリ

エーション地域における人の存在)である。 

もう一つの生息地であるハサン地方最南西部(ト

マン河沿い)での撹乱要因は、レクリエーションで訪

れる人々や狩猟(春と秋)によるものである。 

全体にプリモーリエ南部におけるクロツラヘラ

サギの分布拡大の可能性は、今回の調査以前に考え

られていたほど大きくない。今回、ピヨートル大帝

湾沿岸の調査によりこのような正確な評価が可能

となった。現在明らかなのは、この地域におけるク

ロツラヘラサギの生息数増加にプラスになるよう

な保護対策(まず第一に採餌環境)の必要性である。 

現在沿海地方のクロツラヘラサギ個体群は全個

体群の1%以下である。これは非常に小さな値である

が、稀少種の生活力を示すものなので、繁殖すると

いう事実は重要である。 

(推薦者：藤巻 裕蔵) 
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EXECUTIVE SUMMARY 

This report covers the final 7 months activities of the Klias Proboscis Monkey project （period 1st June 2009 to 31st 

December 2009） which also serves as the completion report of this project. During the reporting period, all field data 

collection has been completed. Data analysis concerning the main research component is currently in process with some 

preliminary results are made available in this report. One paper has been published and one research manuscript has been 

submitted for publication. Five undergraduate students have received training on wildlife field base research techniques, 

mainly with respect to studying monkey behaviour and ecology, under the larger framework of this project. Two Ph.D 

candidates have commenced their studies on aspects of ecology and behaviour of proboscis Monkeys, of which one has 

submitted draft chapters of the thesis write-up, but the other candidate has aborted the project. On environmental 

awareness education, a total of six presentations have been made to various target groups at both regional and local levels 

including NGO organisations, research staff and postgraduate students of the Institute for Tropical Biology and 

Conservation, undergraduate students of University Malaysia Sabah（UMS）, tourist and the local communities living in 

the vicinity of the study site. Environmental awareness education will be continued even beyond the project period with 

more information will be derived from the main research component of the project for education purposes. Although the 

main research paper will only be produced and published beyond the project period, in general the project has managed 

to accomplish most of its intended objectives within the 2 years of the project period.  

 

1. BRIEF PROJECT BACKGROUND 

This project entitled “Conservation of the proboscis Monkey, Nasalis larvatus, in the Klias Peninsula, Sabah, 

Malaysia” is a ca. 2 year project which began on 1st November 2007 and was completed on 31st December 2009. The 

overall aim of the project is “to protect the proboscis Monkey populations through the creation of multi-disciplinary 

projects, merging three different components namely research, training and environmental awareness education 

components”. The main component of the project is the research component entitled “The feeding ecology and behaviour 

of the proboscis monkey（Nasalis larvatus）in and around the Padas Damit Forest Reserve, Klias Peninsula, Sabah, 

Malaysia” where its specific objectives are as follows: 

（1）to describe the botany of the riverine and mangrove, and the transission zone between riverine and mangrove 

forests within the Padas Damit Forest Reserve and surrounding areas; 

（2）to monitor the production of plant parts of the forests, and to assess changes in food availability over a period of 12 
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months within the Padas Damit Forest Reserve and surrounding areas; 

（3）to monitor the distribution patterns of proboscis monkey populations in and around the Padas Damit Forest 

Reserve and to correlate these with changes in the distribution patterns of the food plants available over a period of 

12 months; 

（4）to study the general behaviour of proboscis monkey with specific reference to feeding behaviour. 

 

2. RESEARCH ACTIVITIES AND MAIN OUTPUTS OF THE RESEARCH COMPONENT 

All research activities concerning field data collection on the phenology of plants in the botanical plots of the study 

site have been completed. Survey of proboscis monkey population distribution has also been completed and likewise, the 

behavioural data collection with emphasise on feeding has been completed too. A new research assistant（Mr. Pius 

Pansang）, in addition to an existing field based research assistant（Mr. Gilmoore Bolongan）, was engaged on the project 

specifically to assist with data entry and analysis（from June to December 2009）. Since field data collection has only 

been recently completed（in December 2009）, only preliminary analyses of the data have been made and the main 

findings are given below: 

（1）A total of 11 proboscis monkey groups of one male and 3 groups of all males have been observed from mainly 

boat-based surveys. Only very limited land-based observations of the monkey groups were made due to shyness of 

the animals. No one focal proboscis monkey group was decided to be followed as it was not feasible to do so. 

Instead, monkey groups were observed and followed on an opportunistic basis i.e. whenever they were 

encountered in the study site. Since the study site in Padas Damit Forest Reserve（PDFR）is quite isolated from the 

nearest relatively large continuous forests, we can assume that the same monkey groups have been studied 

throughout the study period. 

（2）A total of 1 hectare botanical plots containing 279 trees（≧ 30cm g.b.h）were established and monitored monthly 

for changes in fruit, flower and young leaf production.  

（3）As of September 2009, a total of 8,515 individual behavioural activities were recorded with feeding activity 

accounting for 1,703 or 20% of the behavioural activities. A total of 19 different plant species were used as food 

sources with Bruguiera gymnorrhiza and Ficus binnendykii made up 78% of the overall frequency of plant species 

eaten by the monkeys. These tree species were among the most dominant in the study area in PDFR. Food plant 

species also included less dominant tree species found in the forests and species planted by humans, but the amount 

taken were insignificant. 

（4）The dietary diversity of the proboscis monkeys was generally low corresponding to the tree density, tree species 

richness and diversity in PDFR which were also generally poor.  

（5）Proboscis monkeys were found to feed on young leaves, unripe fruits and flowers, with young leaves accounting 

for 93% of the food items taken. Young leaves were taken in large quantities all the times, but unripe fruits may be 

preferred during fruiting season. Unripe fruits of Heritiera littoralis were the most favoured.  

（6）All forest types-riverine, mangrove and mixed mangrove-riverine forests-in PDFR were used as feeding sites by 

the proboscis monkeys, but with seasonal localized movements to mangrove or riverine forests when trees were in 

fruit in those forest types. 

（7）The monthly distribution patterns of proboscis monkeys generally showed the animals were located well within 

the protected PDFR, but the range of distribution also included important feeding sites outside of this reserve near 

human settlements. 
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An extended abstract of the research component of the project highlighting among others the main preliminary 

findings of the research has been produced. This abstract, together with a power point presentation which consists 

of over 60 slides, has been submitted and presented by Assoc. Prof. Dr. Goro Hanya（Primate Research Institute, 

Kyoto University）in a seminar organised by PRO NATURA FUND in Japan in December 2009. 

Other than the above, a scientific manuscript entitled “Sleeping-tree Selection by Proboscis Monkeys in Sabah, 

Malaysia: Effects of Low-Predation Pressure” has been produced and was submitted for publication in the 

International Journal of Primatology（IJOP-S-09-00257）. The main findings of this paper are as follows:  

（8）A total of 88 trees used as sleeping sites by proboscis monkeys （Nasalis larvatus） in riverine, mangrove and 

mixed mangrove-riverine forests along the Garama River in PDFR were studied. Data recorded were the species 

name and several structural characteristics of the sleeping tree. In addition, a number of other forest traits 

associated with the sleeping trees were also measured. These variables were compared with those of 144 trees 

（from a sample of 248 trees with ≧ 30 cm g.b.h）, located within 50 m from the riverbank sampled from 8 

botanical plots（total 1 hectare）. Trees in the plots represented the general vegetation patterns of the study area.  

（9）Choice of sleeping trees did not appear to be dependent on the tree species or distance of tree from riverbank. The 

selection of sleeping trees, which included trees farther inland（max 46 m from river）than reported elsewhere, 

suggested a low predation pressure from terrestrial predators inside the forest of the study area. Trees with 

preferred structural characteristics generally have large stems（mean =143.6 cm g.b.h）, are tall（mean = 34.3 m）, 

with many（Median = 6）large（mean = 24.1cm circumference）main branches. Such trees were also located near 

to other trees, with overlapping branches, creating good arboreal connectivity.  

（10）Choice of sleeping trees by proboscis monkeys may be related to safety from fall, comfort and locomotion 

efficiency. 

 

3. MANAGEMENT IMPLICATIONS OF THE FINDINGS FROM RESEARCH COMPONENT 

The implications for conservation management of the proboscis monkey populations in PDFR based on the findings 

of the research projects are many. Based on the data analysed thus far, specific areas that are frequented by the proboscis 

monkeys have be identified. These places which included areas outside the PDFR boundaries would be useful 

information for expanding protected areas with a view to conserve the proboscis monkey populations. Food tree species 

has been identified, and similarly, the sleeping trees of the monkey has been characterised. The monthly movement 

pattern of animals in relation to availability of preferred food items （young leaf and unripe fruits） has been recognized. 

This information will be useful for protecting the resources that the monkeys depend upon for their survival.    

 

4. OUTPUTS OF THE TRAINING COMPONENTS 

On the whole 5 undergraduate students of the B.Sc. Conservation Biology Degree Program and 1 Ph.D candidate of 

Universiti Malaysia Sabah have benefited from this project through partial or full funding and/or supervisory visits by the 

main investigator to the field. However, 1 Ph.D candidate has aborted the project due to personal reasons. All the B.Sc. 

students have graduated by the end of the project period. The following are names of the students who were involved in 

the project and their respective B.Sc. and Ph.D research project titles: 

Muhammad Ridzwan Bin Ali（B.Sc.） ～ “The Daily Behavioural Activity Patterns of the Proboscis Monkey

（Nasalis larvatus） at Garama, Klias Peninsula, Sabah” 

Halley Clestina Gom Awing（B.Sc.） ～ “A Study on the Behaviour of Proboscis Monkey（Nasalis larvatus Groves 
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2001） in Captivity at the Lok Kawi Wildlife Park, Sabah”（in Malay language） 

Leong Ann Ying（B.Sc.） ～ “Characteristics of Proboscis Monkey’s（Nasalis larvatus） Sleeping Trees in Padas 

Damit Forest Reserve, Sabah, East Malaysia” 

Siti Zaraurah Binti Ag Gabor（B.Sc.） ～ “A survey on the Feeding Ecology of Proboscis Monkey（Nasalis larvatus） 

in Padas Damit Forest Reserve, Klias Peninsula, Sabah”（in Malaya language）. 

Goh Cherng Jen（B.Sc.） ～ “Diversity of the Non-Flying Small Mammals in and around Padas Damit Forest 

Reserve”（in Malay language） 

Joseph Tangah（Ph.D candidate） ～ “An Investigation of the Ecology and Behaviour of Proboscis Monkey（Nasalis 

larvatus） in Mangrove Habitats in Sabah, Malaysia” 

 

5. OUTPUTS OF THE ENVIRONMENTAL AWARENESS EDUCATION COMPONENT 

 During the reporting period, a progress report of the main research component of the project was made to the 

Institute for Tropical Biology and Conservation（ITBC） in early July 2009. All academic staff of the ITBC and 

postgraduate students attended the presentation. From the start of the project, a total of 6 presentations have been made 

on various aspects of the project to regional scientific community in Japan, NGO organisations in Sabah, research staff 

and postgraduate students of UMS, undergraduates from 2 degree programs in UMS, local and international tourist and 

local communities living in the vicinity of the study site. Although not systematically coordinated, communication via 

casual conversation was another important means of how information from the project was disseminated especially to the 

tourist and the wider local communities in the state of Sabah. On the whole, at least 80 people have attended the talks, 

local and international seminars and progress report presentations about this project. 

 

6. FUTURE PLAN BEYOND THE PROJECT PERIOD   

（1）Data analysis and writing of the main research papers will continue. The undergraduate dissertation projects will 

be turned into research manuscripts for submission to the monthly journal of NACS-J or other local publications. 

（2）The research component on conservation genetic of proboscis monkey which was a spin-off of the present 

project will continue. Collection of DNA materials of proboscis monkey will continue in other places within the 

Klias Peninsula. This endeavour may be extended to cover populations elsewhere in the state of Sabah and 

possibly also the entire Borneo Island in collaboration with other institutions such as the Wildlife Department of 

Sabah. 

（3）Environmental Awareness Education will be continued in the form of talks to school children in Garama, 

undergraduate students in UMS and non-government organisations. Research findings will be turned into 

friendly posters which will be distributed to local tour operators in Garama and schools near Garama for 

awareness education especially on the importance of proboscis monkey conservation.  
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プロ・ナトゥーラ・ファンド第19期 助成成果報告書 （2010） 

要約 
 

マレーシア・サバ州、クリアス半島のテングザルの保全 
 

Henry Bernard 
 

この報告書は、クリアス半島のテングザルに関す

るプロジェクトの、最後の7ヶ月（2009年6月から12

月）の活動を中心に、このプロジェクト全体の完了

について報告するものである。この期間に、すべて

の野外での資料収集が完了した。このプロジェクト

の主要な構成要素である研究に関しては、資料の分

析が現在進行中であり、その予備的な結果について

はこの報告書にも述べてある。ひとつの研究論文が

すでに出版され、もう一本が出版のため投稿中であ

る。このプロジェクト全体の大きな枠組みの下、5

人の学部学生が野生動物の野外での調査技術、おも

に霊長類の行動と生態についての調査について訓

練を受けた。二人の大学院博士課程の学生がテング

ザルの行動と生態についての研究を開始し、一人は 

学位論文の執筆にこの調査結果を用いたが、もう一

人については研究が中断している。環境教育に関し

ては、地域のNGO、マレーシアサバ大学熱帯生物学

保全研究所のスタッフと大学院生、マレーシアサバ

大学の学部学生、観光客、調査地近隣の地域住民な

ど、さまざまな人々を対象にしたセミナーを6回開

催した。環境教育に関する活動は、このプロジェク

トの成果である研究活動の結果明らかになった新

しい知見を加えて、このプロジェクトの終了後も続

けられる予定である。このプロジェクトによる研究

活動の成果が出版されるのはプロジェクトの終了

後にならざるを得ないが、このプロジェクトの目的

のほとんどは、この2年間で達成することができた。 

（推薦者：半谷 吾郎） 
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Annual Report of Pro Natura Fund Vol.19 （2010） 

Study of Breeding Cranes and Storks and of Wetland Ecosystem Response 
to Changing Hydrology and Climate at Muraviovka Park, Russia 

Sergei M. Smirenski 

Muraviovka Park for Sustainable Land Use (Amur Region, Russia) 
 
1. Introduction 

The majority of nesting sites of the mainland population of the Red-crowned and White-naped Cranes and the 

Oriental White Stork （see Photo1） have not been surveyed for a long time. According to the recent winter survey 

data, numbers of Red-crowned Cranes in the Korean Peninsula have appeared stable （～1000 birds）, but in China the 

number has dropped during the last decade from 800 birds to 450 in 2009. These data should be taken with caution 

since the recent situation for wintering cranes in the Democratic People's Republic of Korea is unclear.  Known sites 

have been abandoned due to local people gleaning waste grain on farm fields that formerly provided food for the 

cranes; the cranes from these areas now winter along the Demilitarized Zone in Republic of Korea （DMZ）.  Yet an 

influx of cranes in February 2009 （compared to January 2009） suggests that some Red-crowned Cranes are still 

spending at least part of each winter in DPR Korea. The China counts also show some fluctuation year to year.  

Overall, however, the mainland population has been declining. 

Color banding and satellite tracking data have shown that cranes and storks arrive in Korean Peninsula from eastern 

parts of the Heilongjiang Province of China and from Primorski, Khabarovski and, probably, Jewish Autonomous 

Regions of Russia. Cranes nesting in the Amur and Chita Regions of Russia, as well as in Inner Mongolia Province of 

China, spend the winter in Yancheng Nature Reserve and in the Yellow River delta of China. Eastern and western 

populations are not completely isolated from each other. For example, Red-crowned Cranes hatched at Khanka Lake 

were sighted in later years in the Amur Region.  

Different status of wintering populations is consistent with the data on different impacts of climate change for 

eastern and western breeding areas although these data need confirmation. Annual amount of precipitation fluctuates 

but stays relatively high in the eastern areas west to the Lesser Khingan Mountain ridge. To the west of this ridge the 

situation is different in different areas. Since 2002, southern parts of the Zeya-Bureya Plain have been suffering very 

dry conditions. In the northern parts of Zeya-Bureya Plain, as well as in upper reaches of the Argun River and in Inner 

Mongolia Province of China some years were dry while some other years were very wet.  

In the early 1990s, a large-scale development began in the Three River Plain and, to a lesser extent, at Zhalong 

Nature Reserve - the most important breeding areas of Red-crowned Cranes in China. From the mid-1990s to 2001 this 

was followed by fast growth of Red-crowned Crane numbers in the south of the Amur Region of Russia and in the 

Chinese Province of Inner Mongolia （two areas that received plenty of precipitation during that period of time）. New 

breeding grounds of the Red-crowned Crane were discovered in upper reaches of the Argun River and even as far west 

as Toreya Lakes. It looks possible that some cranes moved to more favorable western areas from shrinking habitats in 

China that were under economic development. But soon after the onset of prolonged drought in these western areas, 

the numbers of cranes there began to decline rapidly.   
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During dry years crane habitats not only shrank but also underwent fragmentation. Impact of other factors - wild 

fires, predators, poaching, disturbance, - therefore became greater. Fires eliminate dry grass that serves as cover for 

incubating birds, thus preventing cranes from nesting even in otherwise suitable wetlands with sufficient water level. 

During the incubation time if the water level drops, especially in dry years, the nests become easily accessible to 

predators - badgers, feral dogs, foxes （Photo2）. People （fishermen, herdsmen with dogs, poachers） also receive easy 

access to wetlands in dry years disturbing the nesting cranes and storks and causing abandonment and loss of eggs. 

In the south of the Zeya-Bureya Plain some nesting habitats used by several pairs of Red-crowned and White-naped 

Cranes still remain on the terrace. The condition of these sites depends on local precipitation. Most of them dry out 

during the periods of dry climate but as soon as the wet period sets in, cranes resume using these sites for nesting. In 

recent years, however, such sites began to experience human pressure （Photo3） that makes it impossible for these 

habitats to become available for cranes and storks even in wet years. Such uncontrolled development of the endangered 

species habitats is happening due, first of all, to the lack of comprehensive research data about their location and the 

significance of these locations for rare cranes and storks. When such data become available it will be possible to 

request that these habitats be put under protection.  

In the past, wetlands in mid and upper reaches of the Amur River could retain sufficient amounts of water even in 

dry years because they were regularly replenished by the Amur River floods caused by ample rainfall in the Amur 

tributaries basins in late summer - early autumn.  High floods of the Amur River when water covered lowlands in 

Muraviovka Park happened only due to heavy rains in the watershed of Zeya River. Catastrophic floods in this area 

happened only when high water from all three tributaries （Zeya, Argun, and Shilka） rushed into the Amur River near 

Blagoveshchensk at the same time. These high water levels happened in the past every 8-12 years （Fig1） but since 

the construction of the Zeya River Hydroelectric Dam 25 years ago there have been no high floods. 

In 2007 and 2008 rainfall in upper reaches of Zeya River was so abundant that an emergency discharge of water 

from the Zeya reservoir was arranged to prevent the damage to the dam. Without the dam and reservoir these two years 

would have become the years of catastrophic flooding of the Park area, including parts of the city of Blagoveshchensk. 

But because the rain water was stopped by the dam the water did not even reach the lowlands in the mid-Amur Basin 

and lower reaches of Zeya River. 

Current construction of a water-storing dam and locks in the upper flow of the Argun River for agricultural 

purposes and planned construction of a cascade of new hydroelectric dams （Fig2） on Amur, Bureya, Zeya and Zeya's 

tributaries will permanently stop any flooding in the middle Amur River Basin. 

Floods maintain and refresh healthy ecosystems of old lakes and wetlands that serve as important habitats to 

numerous and diverse wildlife. Flood waters flush away bottom sediments and floating mats of reeds and other water 

plants, create favorable conditions for fish reproduction and exchange of specimens and species among wetlands that 

otherwise are isolated from each other in dry seasons and years. 

Negative impact on genetic diversity of populations in the past was compensated for by the fact that cranes and 

storks can reproduce over a significant period of years that was much longer than the longest drought. Even though the 

cranes and storks could not breed in certain extremely dry or extremely wet years, their longevity allowed them to 

produce enough offspring over the lifespan and thus maintain the genetic diversity of their species. Now that the 

natural flow of the Amur River's major tributaries can no longer happen, the wetlands in the Amur Basin do not restore 

to their former glory even during periods of wet climate. As a result, many birds capable of reproduction cannot breed 

and the population numbers and genetic diversity steadily decline.   
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Fig1 Dynamics of Zeya River water level near Blagoveshchensk in 1975-1992 

Notes: Vertical axis - Water level, mm; horizontal axis - months. Bold line - average water level for the research period. 

 

 
Fig2 Existing, under construction, and planned dams in the Amur River Basin 
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Due to the dams on Zeya, Bureya and upper reaches of Argun （Hailar） Rivers, wetlands in the Amur River Basin 

experience shrinking and fragmentation. These wetlands thus become less suitable for breeding and feeding of cranes 

and storks. In dry periods, the negative impacts of fires, predators and disturbance increase. These conditions create a 

“bottleneck effect” and critical decrease in nesting success. But since the quantitative analysis of the comparative 

impacts of climate change and human pressure on population status of Red-crowned and White-naped Cranes, Oriental 

White Storks and other endangered waterbirds has not been conducted, it is difficult to evaluate the situation properly 

or to develop measures to buffer and offset these negative impacts.  

 

2. Project Implementation and Results 

This project set up and completed the first field season of research designed to show the links between breeding 

success of Red-crowned and White-naped Cranes, Oriental White Storks and hydrological conditions in the 

Muraviovka Park area. 

（1）Climate monitoring 

With the grant from PRO NATURA FUND, a modern hydrological and weather monitoring station was purchased, 

installed and is now fully operating. Until recently, all climate and weather monitoring in the Amur Region was 

conducted manually, using obsolete primitive equipment and there were no technicians who knew how to install and 

operate modern equipment. That caused serious delays with purchasing, installation, adjustments, and maintenance of 

the new automatic weather station and automatic water level meter and during a long period of time we had to measure 

water level in the lake manually.  

Four staff of the Amur Region Climate and Weather Center became part of our team, learned all they could about 

the modern weather and climate monitoring equipment, then helped us to select and purchase the proper station for the 

Park, as well as to install and adjust the equipment. 

Analyses of historical data accumulated by the Amur Climate and Weather Center show a gradual increase in 

annual average air temperatures in Blagoveshchensk （Fig3）. 

At the same time, although average annual precipitation fluctuates from year to year, these figures stay within the 

long-term （97 years） average （Fig4）.  

 

Fig3 Annual air temperatures in Blagoveshensk in 1911-2008 
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（2）Weather conditions monitoring  

The 2009 spring was very dry as it has been for the last seven years. The top soil layer in the wetland dried to the 

point where badgers, who do not tolerate water in their homes, have begun making their borrows in the middle of the 

wetlands. Peat bogs kept burning non-stop for 7 weeks in April and May （they began burning in the fall of 2008 but 

the Park staff extinguished the fires at that time.） 

The characteristic feature of the summer weather in 2009 was early formation of the summer far-eastern depression 

in the mid Amur basin that resulted in unstable weather defined by atmospheric cyclones, with frequent abundant rains 

and air temperatures below average in June and July.  

June was the wettest month with 226 mm of precipitation （2.5 times more than the monthly average） with air 

temperature below average by 20℃. July also had frequent rains （140 mm total that was 1.4 times more than the 

norm） with air temperature below the norm by 10℃. The second decade of July was the coolest in the last 20 years. 

The warmest and driest part of the summer was the first half of August with 74 mm of precipitation （60％ of the 

norm） and average air temperature 20℃ above the norm. The sum of summer precipitation was 442 mm （29％ 

higher than the norm）. 

Maximal water level in the Amur River was 312 cm in June, 442 cm in July, 447 cm in August, and 458 cm in 

September. Between June and September there were five low-level floods that brought some water to the lowlands near 

Amur but did not reach nesting sites of cranes and storks.  

The water level in our model Lake Kapustikha （Fig5） kept dropping throughout May; in June the water began to 

rise due to melting of the top soil layer and unusually abundant rains. These rains that continued until August caused 

further rise of water in the lake. The rain water stayed for two months even on the terrace （land with higher elevation, 

above the river floodplain） with heavy clay soil. In September the water level in the lake became stable. 

（3）Established Baseline 

Monitoring of flora and fauna dynamics, as well as of population numbers and dates of seasonal phenomena, is 

very important for evaluation of climate change impact on the Park's natural communities. Some plants and animals are 

 
Fig4 Annual precipitations in Blagoveshchensk in 1911-2008 
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important food items for cranes and storks, while some other represent formidable enemies - predators. During the 

drought numbers of snails, fishes, amphibians, small mammals and birds that cranes and storks use as food items 

decrease. At the same time, numbers of predators （badgers, red foxes, and raccoon dogs） increase.  

In the course of the project implementation the existing lists of birds and plants of Muraviovka Park were 

supplemented; lists of amphibians, reptiles and mammals were compiled and placed on the Park's website 

（www.muraviovkapark.ru）; counts of small mammals have begun; and bird migration monitoring and bird banding 

have been resumed after a 20-year lapse.   

Computer （GIS） maps were developed for relief, plants and hydrology of the Park that allowed us to put crane 

and stork nests on the maps and describe characteristics of the sites where cranes and storks nested successfully. New 

breeding sites of Red-crowned and White-naped Cranes were found in Tambovka District of the Amur Region. 

Our hydrological and hydrochemistry studies of a model wetland within the Park, Lake Kapustikha （Fig6） 

revealed high PH value of 10.43. Mineralization varied from 58-63 to 108-110 mg/liter. The most active algal 

blooming processes were observed in the area with highest mineralization of water （110 mg/l）, where a creek that 

flows along the terrace runs into the lake. The highest correlation coefficients were found between values of 

mineralization and PH （Fig7）.  

We are also very pleased to report that the analysis of data received from the automatic weather station in 2009 had 

allowed us to choose the most optimal day and hour in early November to conduct a prescribed burning in out wetland. 

This burning was the most successful and efficient late fall burning in the Park's history and created a firebreak that 

protected the Park's headquarters and adjacent breeding sites of cranes and storks from late fall and spring grassfires. 

Continued monitoring of these parameters will allow us to evaluate aging processes in the Park's wetlands.  

（4）Breeding Success of Cranes and Storks 

In 2009, because of the drought, wetlands became accessible to predators and people. We recorded the lowest 

numbers of cranes in the entire Park’s history. In April-May two nests of White-naped Cranes were located; the nests 

were built near small open water sites where the surface water was 10 to 30 cm deep. 

Red-crowned Cranes are very sensitive to disturbance. Since their bright white plumage makes them easy to spot 

from afar, they nest only in areas well removed from and inaccessible to predators and people. It is very important to 

them to have patches of tall old grass around their nest that hides them from the eyes of potential intruders during 

 
 

Fig5 Water Level Fluctuations in model Lake Kapustikha May-July 2009 in mm 
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incubation. A pair of Red-crowned Cranes made an attempt to nest on one of the same sites as the White-naped Cranes 

but soon abandoned its attempt. However, the same pair was able to nest and successfully raise their chicks in a little 

over two months after the beginning of breeding period, when the Park's wetland were filled with water and the new 

vegetation sprouted and grew tall.  

 

 

Fig6 Distribution of minerals in Lake Kapustikha water based on 5 August 2009 survey data 

 

Fig7 Horizontal profile of distribution of mineralization （mg/l） in Lake Kapustikha water based on 5 August 2009 

survey data 

Notes: Vertical axis  --◆-- content of minerals （M） in water, mg/l;  

--■-- T - water temperature,℃; --▲-- pH 
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Red-crowned Cranes are more dependent on surface water because of their diet. During incubation and the first 

months after hatching the families practically never leave the wetlands, feeding mostly on fish, mollusks, water insects 

and juicy parts of water plants. Therefore they require large wetland areas with water above the ground.  

White-naped Cranes are more flexible in their habitat requirements. They are not so obvious on the nest and we 

know cases of successful breeding even in areas frequently visited by people. But White-naped Cranes also require 

areas of standing water around their nests that protect eggs and chicks from ground predators. Like their chicks, the 

adults also feed on insects that represent a considerable portion of their diet later in the breeding season. For feeding 

they often use elevated dry areas with steppe-like vegetation and croplands as much as they use the wetlands.  

Families with chicks also rather often come out to the crop fields to feed, where chicks pick insects and their parents 

feed on grain.  

The top layer of water in wetlands serves as major habitat for numerous food objects of cranes and storks. 

Khinganski Nature Reserve staff reported about the similar situation in 2009 （Table1）. White-naped cranes were less 

affected by the scarcity of food because during the first weeks of chick raising the bulk of their chicks’ diet consists of 

insects that are still available in dry weather, and the adults feed mostly on grain left in the crop fields adjacent to the 

wetland. 

Breeding success of the Oriental White Stork is also closely connected with the level of water in their wetland 

habitats. Storks prefer to build their nests in areas far away from places that are frequently visited by people. For their 

nests they often pick trees that grow on elevated dry areas amidst wetlands. Such nests are not approachable by 

predators, but in dry years wild fires often damage the trees and the nests. Storks lay more eggs than cranes and their 

diet mostly consists of animal food items that they catch in flooded swamps or in shallow waters of lakes and rivers.  

Due to lack of water in spring and insufficient food resources, egg clutches of the Oriental White Storks in 2009 were 

smaller （average 1.3） than long term average （3.1） and later we observed elevated chick mortality and cases when 

the hungry parents threw the chicks out of the nest. 

When floods cease to come, wetlands experience sedimentation and overgrowth by reeds and other shore 

vegetation. Water at the edge of a floating mat of vegetation is in most cases too deep for cranes and storks, which 

prevents them from using their most important feeding habitat. 

（5）Involvement of local communities, governmental agencies and experts  

Our interviews with local people showed the majority of the Amur Region population is not aware about climate 

change impacts on nature and economy. The local government, on the other hand, sees the ongoing loss of wetlands 

and decline of the endangered species populations as natural consequences of global environmental changes and 

believes that this situation cannot be helped. Such passive attitudes can result in elimination of the majority of the 

 

 

Table1 Numbers of Red-crowned Cranes at Muraviovka Park and Khinganski Nature Reserve in 1983-2009 
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mainland population of Red-crowned Cranes breeding in the western part of the species’ distribution range. 

To change this situation, the project staff put much effort and time into reaching out to the local people through 

public education and awareness programs. Lectures, interactive classes and press conferences about climate change and 

effects of the prolonged drought on wetland wildlife were conducted for over 250 students in seven schools of 

Tambovka District, over 300 students at the Amur State University and Blagoveshchensk Teacher’s University; for 50 

participants of the AmurExpoForum; for over 2,500 visitors and 110 participants of summer ecological schools at 

Muraviovka Park; and for over 200 children at a summer camp for orphans. We also discussed impact of drought with 

Amur Region governmental officials （Ministry of Nature Resources, Ministry of Agriculture, Ministry of Education）. 

Staff of the Project made presentations about the combined impacts of climate change, dam construction and 

wetland reclamation on cranes and storks, emphasizing support that we received from Pro Natura Fund, at the 

International Congress of the Society for Conservation Biology （Beijing, China, July 2009）, International Workshop 

“Establishment of a Feasible International Project for Protection of Tancho Grus japonens ”（Kushiro, Japan, October 

2009） , and International Symposium “Health Issues of Wild and Captive Birds” （Muraviovka Park, Russia, 

October-November 2009）. Research conducted by the Park’s staff and partners with support from Pro Natura Fund has 

attracted attention and coverage of the Amur Region television and newspaper media. 

Participants of the Project: S.M. Smirenski, M.V. Kolodina, G.V.Nosachenko, S.A. Kazachinskaya, N.E. Tihutin, A. 

Stein, C. Love, Natalia A.Gromova, Lubov D. Kasyan, S.M. Yakovenko, N.I. Lukyanova, S.V. Lebedeva, O.I. Nikitina, 

O.V. Stanovova, V.A. Kalinina and A.I.Kolotyi. 

 

3. Conclusions 

Until recently the Park, located in the wetlands of the Amur River, has been a prime breeding area for the 

Red-crowned Crane.  Now, however, higher average annual temperatures, drought and a drop in water levels due to 

dam construction have led to breeding failures for cranes. Reduction in water supply for wetlands has been occurring 

through much of the mainland range of this species.   

Field studies established a baseline for further evaluation and testing of methods aimed to reduce negative impact 

of climate change on the endangered birds.  Preliminary analyses of the collected data have allowed us to make the 

following conclusions.  

（1） Degradation and shrinking of wetlands in lowlands middle and upper Amur River Basin has been caused by the 

combined impacts of climate change and change in water flow regime of the Amur River tributaries after the 

construction of dams. 

（2） Due to the latter, restoration and maintenance of the Amur Basin wetlands cannot occur through natural processes; 

special measures must be developed and implemented to secure sustainability of these wetlands. 

 

4. Sustainability of the Project  

The Park will continue this research program in the following years even after the completion of activities under 

the Pro Natura Fund project work plan. This continued work has become possible by using the obtained climate 

monitoring equipment, the data on flora and fauna collected in 2009, developed GIS and other maps, and established 

cooperation with local organizations and experts. This problem raised concern among experts and in June 2010 an 

International Symposium “Climate, Cranes, and Agriculture” will be held at Muraviovka Park （sponsored by the Trust 

for Mutual Understanding, USA） with participation of experts from Russia, Japan, USA, Canada, China, South Africa, 
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Germany, Hungary, and some other countries. 

We also have actively participated in preparation of the grant proposal “Sustaining wetland biodiversity through 

climate change adaptation in Amur/Heilong River Basin” submitted to the Darwin Initiative （United Kingdom）. The 

Amur Region government has expressed interest in this international project and would like to participate in its 

implementation. These activities have created favorable conditions in the region for long-term monitoring of climate 

and studies of climate change impact on endangered species and their habitats.   

Further research should help to clarify what is happening at the Park and other wetlands in the region, including the 

impacts of fire （magnified by dry conditions） and climate change. 

Thanks to Pro Natura Fund, the Park, that has previously pioneered new approaches to protected areas management 

in Russia （such as community involvement in conservation and use of controlled burning as a management tool）, now 

has the opportunity to adjust management to the changing water regime and in part mitigate its impacts through 

small-scale water control structures.  Establishment of the monitoring and research efforts at the Park, and the 

concurrent public education programming, have been essential step toward these long-term objectives. 

Equipment purchased with support from Pro Natura Fund 2008-2009 helped us to built a foundation for the new 

Pro Natura Fund project in 2009-2010. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         Photo1 Red-crowned Crane 

               (Photo John Henderson) 

 

                                                           Photo2 Red-crowned Crane and Red Fox 

                                                                 (Photo John Henderson) 

 

 

 

 

 

 

 

 

         Photo3 Land reclamation 

               (Photo Sergei M.Smirenski) 
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要約 
 

ロシアのムラヴィオフカ自然保護区における 
水環境の変化や気候変動がツル類、コウノトリ、 

並びに湿原生態系に及ぼす影響について 
 

Sergei M. Smirenski 
 

 アムール川流域は長期に渡る畢魅とめざましい

経済の発展との影響をうけている。気候変動やダム

や湿地の干拓がどのように影響を及ぼしあってい

るかがいまだに明らかでは無い為、効果的な保護並

びに再生の対策をしぼりこむのが困難である。当プ

ロジェクトにより、タンチョウとマナヅルとコウノ

トリの繁殖成功と当自然保護区における水環境と

の関連を明らかにすべく計画された調査研究の最

初の野外シーズンが開始し、また完了した。プロ・

ナトウーラ・ファンドからの助成で最新式の水環

境・気象観測装置を購入・設置し観測が続けられて

いる。ムラヴィオフカ自然保護区の職員は気候やト

リの渡りのモニタリングを始め、小型ほ乳類のカウ 

ントを初めて行ない、ほ乳類・両生類は虫類のリス

トを作成し、モデルになっている湖の水環境並びに

化学物質の分析を行ない、当自然保護区内の地形の

高低図や湿地や植生の地図を作成し、また、地図上

にツルとコウノトリの営巣地点をおとした。これら

の調査活動を通して、絶滅の危機に瀕している鳥類

における気候変動に起因するマイナスの影響を減

らす方向に向けた手汝のさらなる評価・検証の為の

ベースラインがつくられた。これらの問題点に対す

る一般の人々の意識をより高めるために学校、大学、

また国際会議において発表をした。アムール地方政

府はこのプロジェクトの調査研究活動をより進め

る為の支援を表明した。 

（推薦者：百瀬 邦和） 
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Education and awareness building for local communities 
in East Kalimantan regarding sun bears 

and their forest environment, in Indonesia 

Gabriella M. Fredriksson 

Sungai Wain Management Board / University of Amsterdam 
 
Summary 

Sun bears have been protected by Indonesian law since 1973 and are listed as Vulnerable to extinction on the IUCN 

red list （2008）. Keeping a sun bear as a pet in Indonesia is illegal and a person could be fined Rp. 100,000,000.－ or 

to a max of 5 years in jail. Reality is different though, and sun bears are poached for their body parts, killed as pests to 

crops and gardens, or indiscriminately in snares set for other species. In addition, their forest habitat is increasingly 

shrinking due to unsustainable logging practices, clearing of forest for plantation development, or other extractive 

resource uses.  

In order to try to reverse this negative trend and raise awareness about sun bear ecology and conservation, an 

environmental education center is being developed in Balikpapan, East Kalimantan, which focuses on educating 

government, local communities, schools and other visitors about sun bears, their ecological roles in the forest, and the 

environmental services provided by the forest ecosystems in Kalimantan. The Pro Natura Fund generously provided 

funding for the printing of education panels for a new sun bear education exhibit and a visitor survey. 

 

1. Introduction 

The Malayan sun bear, Helarctos malayanus, is the smallest bear species in the world, with their distribution 

limited to the rainforests of Southeast Asia. In Indonesia the sun bear occurs on the islands of Sumatra and Borneo 

（Kalimantan, Indonesian Borneo）. The Bornean sun bear is the smallest of the sun bears, grouped as a separate 

sub-species, Helarctos malayanus eurispylus. Sun bears have been protected by Indonesian law since 1973 and are 

listed as Vulnerable to extinction on the IUCN red list （2008）. Keeping a sun bear as a pet in Indonesia is illegal and a 

person could be fined Rp. 100,000,000.－ or to a max of 5 years in jail. Reality is different though, and sun bears are 

poached for their body parts, killed as pests to crops and gardens, or indiscriminately in snares set for other species. In 

addition, their forest habitat is increasingly shrinking due to unsustainable logging practices, clearing of forest for 

plantation development, or other extractive resource uses （coal, gold and other mining）.  

One of the reasons for the declining state of the sun bear is the lack of awareness concerning this species among the 

Indonesian population and the lack of support for conservation activities by the public and local governments. Hence 

we decided to develop an environmental education center with a strong focus on sun bear conservation awareness 

building. 

In 2001 the Balikpapan municipality, one of the largest towns in East Kalimantan （Indonesian Borneo） with 

approximately 600,000 inhabitants, decided to make the sun bear its mascot and feature the bear on its’ district logo. 
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This new interest in sun bears was primarily due to the fact that the sun bear had been repeatedly publicized in the local 

media in preceding years. This attention was primarily due to a long term research project, started in 1997, on sun 

bears in the Sungai Wain Protection Forest which lies within the borders of the Balikpapan municipality [sun bear 

research project by Gabriella Fredriksson]. During her work on sun bears a great deal of time and effort was devoted in 

trying to improve the protection and management of this forest reserve. 

In 2002 a multi-stakeholder management body （the Sungai Wain Management Board） was developed. This 

management body is responsible for management of the Sungai Wain Protection Forest. In 2005 the management board 

also took over the management of the Environmental Education & Recreation Center （KWPLH） at km 23. The 

environmental education center （KWPLH） at km 23 in Balikpapan, East Kalimantan, focuses on educating local 

communities, schools and other visitors about sun bears, their ecological roles in the forest, and the environmental 

services provided by the forest ecosystems in Kalimantan.  

 

2. Methods 

The center houses 5 ex-pet sun bears that were confiscated from illegal trade in 2004. The bears were initially kept 

in cages on site, but in 2006 a small area of forest （1.3 ha） was fenced and a natural enclosure was developed for the 

sun bears where visitors can view sun bears in a forested environment, exhibiting natural behaviors.  

In order to further develop the education program focusing on sun bears a separate sun bear education exhibit was 

developed. For this end literature research was carried out on various topics relating to all bear species in the world; 

information on sun bear ecology and conservation issues was compiled from research carried out in Kalimantan by G. 

Fredriksson; and photographic materials was sourced from various bear biologists and zoo people. A graphics designer, 

a painter, and a sculpture artist were hired to assist with the development of all displays and sun bear statues. 

Consultants were hired to assist with the development of interactive displays. Additional staff was hired to assist with 

putting the exhibit together and also to function as education guides. 

In addition a small visitor survey was developed to get an idea of the effectiveness of the education exhibit to 

stimulate awareness and knowledge about the sun bears.  

 

3. Results  

The aim of the new sun bear education exhibit is to provide （local） visitors with detailed information regarding 

all aspects of the sun bears ecology, social system, research and conservation threats. A total of 86 panels were printed 

on thick outdoor plastic （mica）. Additional materials for the education exhibit are made up of paintings, statues, 

interactive displays, natural materials. The sun bear education exhibit is placed in a complex of 4 open-aired spacious 

wooden ‘pergola’s’, which are covered with natural climbing plants to create the feeling of a forest environment. The 

official opening, with the new education exhibit being inaugurated by the Mayor and Vice-Mayor of Balikpapan, was 

held on the 21st of February 2009.  

The first exhibition area covers the topic “Bears of the World”. Here all 8 species of bears are introduced together 

with their main habitat features and ecology. This exhibit guides the visitors from the largest of the bears, the polar bear 

to the smallest bear species, the sun bear. Each bear species has a large background panel depicting its habitat and other 

main ecological features, as well as a life size wooden bear cut out in front of it. The information panels in front of the 

bears and their backgrounds discuss the main aspects of each bear species: distribution, ecology, and conservation 

status.  
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The second exhibit building starts focusing on the sun bear, with first a general display of the species and its 

habitat, followed by a panel on the different subspecies of sun bears and the distribution range of sun bears in 

Southeast Asia. In the third exhibition area the sun bear’s physical features are explained, the function of chest patches 

discussed, the sun bears main senses are being displayed in an interactive display, with the long tongue shown, the 

senses of smell and eyesight of sun bears.  

Following the physical features of sun bears, next the ecology of the sun bear is the focus of attention. For this part 

of the exhibit a large number of interactive panels and information panels have been produced. This part of the exhibit 

houses two beautiful life size sun bear statues carrying out various activities. One statue depict a sun bear breaking 

open a large log in which it finds beetle grubs, and with a large information  panel discussing all the different insects 

eaten by sun bears, staring with the various termite species, ants, and beetles. In the next statue a sun bear breaking into 

a stingless bees nest is depicted, with information about stingless bees （Fam. Trigonidae） and the various ecological 

aspects of these bees producing honey.  

Opposite these statues is a large interactive display that depicts the large variety of sun bear food sources （where 

people have to open little doors to find replies to questions） and which shows the basic ecological needs of sun bears 

in the forest （water, rotten logs, fruits, termite mounds etc）. In further panels in the ecology section, the concept of 

mast fruit is explained as well as temporal food shortages that occur in the forest, as well as the importance of certain 

key-stone food resources （like fig trees, Ficus spp.）. A number of interactive display focuses on seed dispersal by the 

sun bear, showing that without sun bears various large-seeded trees cannot regenerate. 

The next exhibit section focuses on the sun bears social life and the mother-cub relationship. Here a log has been 

created with a sun bear mother and cub inside it which are visible when you turn on a light. From here visitors are 

taken to the next section of the education center, namely the research section. Here various methods of research carried 

out with sun bears in the wild are shown and what the result of those research projects has been. A large explanation is 

given regarding radio-tracking with original radio-tracking equipment being displayed, information on home-range 

sizes and activity patterns, and the results of camera trapping efforts and sign transects. 

The last exhibition area focuses on the conservation threats that sun bears face. This section starts off with 

information about deforestation and forest fires, discusses human-bear conflicts at the forest edge and what can be 

done to minimize those. Next the trade in bear parts and bear bile and how this affects the Asian bear populations is 

given in large graphic panels.  

The final section shows information from around the world how bears have been incorporated into various aspects 

of ancient and modern cultures. The exhibit ends with how the sun bear the mascot of the Balikpapan district in East 

Kalimantan and what this means for the population of this district. Finally people are asked to assist with sun bear 

conservation by means of reporting illegally held bears, by adding information on distribution, by supporting 

conservation initiatives and various other ways. 

 

4. Visitor surveys 

As KWPLH is still in development, visitors do not yet pay a fee to enter the site. In 2009 close to 50,000 visitors 

have come to the environmental education center. This is a > 150 % increase from the year before. This year a large 

increase in schools visiting the center has been seen. Many schools have been bringing students on a regular basis since 

the sun bear education exhibit was opened. A total of 50 schools have visited KWPLH this year, with a total of 5,032 

students. The bulk of the school visits was in the months of June and July when the official curricula are almost over. It 
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is hoped that in the future a visit to KWPLH will be made part of the official school curricula and this has been 

discussed with the Department of Education, but to date transport （buses） and costs of transport have been the main 

obstacle for making this an official part of the school programmes.  

 

5. Visitor survey by student from Mulawarman University 

Between May 2009 ～ October 2009 one student from the Mulawarman University in Samarinda was invited to 

come to KWPLH to carry out a survey of visitor perceptions and attitudes. The original plan was to have 2 students to 

carry out separate surveys of visitor’s attitudes and perceptions but unfortunately only 1 student was found. Hence, one 

volunteer staff from the local community which assists the education department of KWPLH during the weekends, was 

trained in assisting with the surveys. 

The plan was to survey visitor’s comprehension and perception of the exhibit and sun bear conservation in general 

through questionnaires and carry out a survey of visitors perceptions seeing sun bears in a natural enclosure compared 

to being held in cages （as they were previously）. These surveys were slightly modified to also encompass general 

experience of visitors to KWPLH. Close to 250 questionnaires were carried out over a period of 6 months, with on 

average 20 questionnaires per weekend.  

Data of these surveys are still being entered and analysed but from a preliminary look at the data it is clear that 

most of the visitors to KWPLH have been to the sun bear exhibit and have expressed a great appreciation of the 

information and layout in the exhibit. When asked which exhibit part the visitors most appreciated it ranged from all 

sections （bears of the world; ecology, research and conservation）. The information provided by the guides on the 

boardwalk of the enclosure, as well as in the sun bear education exhibit was considered very informative and useful.  

A more in depth study is planned next year, so as to get a better idea of which panels are most popular and why, as 

several more education exhibits are being planned to be built at KWPLH ranging from “Ecosystems of Kalimantan” to 

“Endemic Wildlife”. 

 

6. Discussion 

The concept of environmental education in Indonesia is much in its infancy. There are very few programs or centers 

as yet that focus on the environment, wildlife, and conservation issues, and which provide open access to the public. 

KWPLH is the only such center in Kalimantan, to our knowledge. When looking at the substantial increase of visitors 

over the last couple of years, it appears that the center and the concept of focusing on education relating to 

environmental issues is popular amongst the public. People from all layers of the community have been seen to visit 

the center （from government officials, oil and mining company employees, farmers, school groups etc）. 

As building awareness and education of younger generations is vital to achieve a change in attitudes towards nature 

and conservation, KWPLH is fulfilling a vital role in this field. The focus on sun bears is related to the fact that this 

species has become the mascot of the region, but the sun bears stands for all endangered wildlife in Kalimantan that are 

dependent on the forest habitat for their survival.  

The further expansion of the education programmes, and the KWPLH center and exhibits seems warranted due to 

the growing demand from the public. More enhanced programmes for monitoring the effectiveness of various 

programmes and exhibits needs to be developed in order to maximize the design of new exhibits, and in order to 

improve the staff capabilities as the center and visitor numbers grow. 
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要約 
 

マレーグマとその森林生息環境の保全に関する 
東カリマンタンでの地域社会への普及啓発活動 

 
Gabriella M. Fredriksson 

 
マレーグマは1973年からインドネシアの法律に

より保護されており、また2008年版のIUCNレッド

リストには絶滅危惧II類として掲載されている。イ

ンドネシア内でマレーグマをペットとして飼育す

ることは違法であり、違反者は1億ルピーの罰金ま

たは最高5年間の投獄が課せられる。しかし現実は

異なり、クマたちは体のパーツ取引のために密猟さ

れたり、農作物や庭園のために害獣として殺された

り、あるいは他の動物のために設置された罠に無差

別にかかっている。さらに、クマたちの生息環境で

ある森林は、非持続的な伐採や植林のための皆伐、

あるいはその他の資源利用によってますます縮小

してきている。 

こうした良くない傾向を逆転させマレーグマの

生態や保全についての意識を高めるために，マレー

グマの森林での生態的役割やカリマンタンの森林

生態系が提供する環境的サービスに関して、政府、

地域、学校やその他の訪問者に対しての教育に的を

絞った、環境教育センターが東カリマンタンのバリ

クパパンに設置されつつある。Pro Natura Fundは、

新設されたマレーグマ教育展示のための教育パネ

ルの印刷と、来訪者調査のための資金を寛大にもご

用意下さった。 

(推薦者：山﨑 晃司) 
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アルゼンチン国パタゴニアカイツブリの 
繁殖地における個体数と繁殖湖沼の現状調査 

アンビエンテスル協会 
佐藤 やよい 

 
 

1．はじめに 

パタゴニアカイツブリ（Podiceps gallardoi）は、

1974年にアルゼンチン南部のサンタクルス州にあ

るEscarchados湖（南緯50度24分、西経71度33分）で新

種として発見された。チリ国でも観察記録はあるも

のの、生息域は、サンタクルス州にほぼ限定されて

おり、1979年には同州の天然記念物に指定された。

2008年のIUCNレッドリストでは準絶滅危惧種とし

て掲載されている。 

繁殖期は、アンデス山麓の南緯46度45分から50度

50分、西経70度18分から72度45分に分布する玄武岩

台地の標高約500から1,500メートルに点在する湖沼

群に生息する。この地域は、年平均降水量300ミリ

以下の半乾燥地帯で、1年を通じて風が強く、冬季

には湖沼の多くが凍結する。 

越冬期の分布については、雪で閉ざされアクセス

が困難な場所が多いため詳しいことはわかってい

ないが、その一部は同州の沿岸部付近で越冬するこ

とが確認されている。 

サンタクルス州の州都リオガジェゴス市に活動

拠点を置くアンビエンテスル協会のメンバーは、

1998年から2004年にかけて、サンタクルス州沿岸の

越冬地2箇所において個体数調査を実施してきた。

その結果、観察数は過去10年間で4割近く減少して

おり、繁殖地の環境の変化、中でも特に近年盛んに

なってきた繁殖地域の湖沼におけるサケ科魚類の

移殖の影響が懸念されていた。 

本種の生息状況の調査は、過去に、当国の野生動

物保護団体Vida Silvestre Argentina財団（以下「FVSA」）

が、1983年から1987年にかけて繁殖期の大規模な個

体数調査を実施したが、それ以来、広範囲に渡る夏

季調査は行われておらず、近年の生息状況や生息環

境の変化については把握されていなかった。 

そこで、本調査では、2009年夏季に、過去の調査

結果をもとに、繁殖地域の主要な湖沼における、個

体数と生息地の現状調査を行った。 

 

2. 過去に実施された調査・保護活動について 

1974年にEscarchados湖で50羽のパタゴニアカイ

ツブリが発見された後、FVSAは、同湖における調

査・保護活動を開始した。1979年には「パタゴニア

カイツブリプロジェクト」を立ち上げ、土地所有者

 

 

図1 サンタクルス州の玄武岩台地の分布とパタゴ

ニアカイツブリの繁殖域 

●はアンビエンテスル協会が調査を行ってい

る越冬地 
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や州への積極的な働きかけにより、Escarchados湖を

私有保護区に指定するとともに、パタゴニアカイツ

ブリの州天然記念物への指定、及び同種の捕獲を禁

止する条例の成立を実現させた。最大約150羽が確

認された保護区では、繁殖期の間調査員を常駐させ、

カイツブリに詳しい外国人専門家の協力を得て同

種の生態調査と人工巣の設置や人工孵化など保護

増殖のための様々な試みが行われた。しかしながら、

水位の変化により営巣数が激減し、増殖活動は進ま

なかった。 

一方、他の地域における生息状況を確認する目的

で、1983年から1987年にかけてウニモグと航空機を

用いた広範囲にわたる大規模な調査が実施された。

5年に渡る調査の結果、北側の玄武岩台地では1,000

羽を越える群れも確認され、個体総数は3,000～

5,000羽と推定された。最小存続可能個体数を大幅に

超える数の生息が確認されたことから、保護区での

活動も含めプロジェクトは1987年この調査を以っ

て終了した。 

一方、冬期における調査は、1994年にFVSAの研

究員が州のアンデス山麓及び沿岸部において1ヶ月

半に渡り個体数調査を実施した結果、サンタクルス

州沿岸部のCoyle川河口で462羽（当時の推定生息数

の約9～15％）が確認された。 

アンビエンテスル協会は、1998年から2004年にか

けて州沿岸のCoyle川とRio Gallegos川河口の2箇所

において個体数調査を行っているが、一番多い時

（2001年5月）でも観察数は288羽で、1994年の調査結

果と比べると4割近く減少している。 

渡りルートについては、以前からその解明の必要

性が指摘されてきたが、今日まで調査は行われてい

ない。 

研究目的で一部の湖沼において調査を行ってい

る大学関係者も数名いるが、保護を目的とした大規

模な調査はFVSAの調査以来実施されていない。 

 

3. 本調査の目的 

種の繁殖地における個体数及び繁殖湖沼の現状

を調査し、繁殖に重要な地域を特定する。また、併

せて調査結果から、保護に向けたアクションプラン

を作成する。 

 

4. 調査方法 

（1）調査地域の選定 

1983年から1987年にかけて実施されたFVSAの調

査データをもとに、調査対象地域を定めた。FVSA

の調査では、アンデス山麓に分布する9つの台地に

おいて400以上の大小様々な湖を調査した結果、約

130の湖沼でパタゴニアカイツブリが観察され、そ

のうち下記の6つの湖沼で、推定生息数（3,000～

5,000）の凡そ4割が確認されていた。そのため、これ

らの湖沼を中心に、A）Lake Buenos Aires Plateau、B）

Lake Strobel Plateau、C）La Siberia Plateau、D）Basaltica 

Plateau、の4つの台地で調査を行うこととした。（表1） 

なお、Basaltica Plateauは、主要調査対象湖沼は含

まれないが、長年誰も足を踏み入れていない場所で

あるため、今次調査の対象とした。 

 

表1 主要調査対象湖沼 
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（2）調査内容及び方法 

第1回調査では、A）Lake Buenos Aires PlateauとB）

Lake Strobel Plateauにおいて、主要調査対象湖沼の1）

～4）を中心に、四輪駆動車2台を用い7名で観察を行

った。一部徒歩でアクセスが難しい場所においては

馬を利用した。 

第2回調査では、C）La Siberia PlateauとD）Basaltica 

Plateauにおいて、主要調査対象湖沼の5）、6）を中心

に、四輪駆動車1台を用い2名で調査を行った。 

観察には、双眼鏡とフィールドスコープ（20～60

倍）を使用した。各調査地点では、1）パタゴニアカ

イツブリの個体数、2）サケ科の移入状況、3）パタゴ

ニアカイツブリの巣材となる水草（Myriophyllum 

elatinoides）の繁茂状況（水面被度）、4）湖沼のタイプ

（A.透明度が高い湖沼／B.粘土粒子が堆積し濁った

湖沼）、5）気象条件、6）ギンカイツブリ（Podiceps 

occipitalis ） 、ミナミオオセグロカモメ （ Larus 

dominicanus）をはじめとするそこで観察された他の

水鳥を記録した。調査地点及びルートはGPSに記録

し、調査終了後にGoogleマップ上にダウンロードし

た。水位が極端に低い湖沼、枯渇した湖沼は記録対

象から外した。また、調査対象地域は全て私有地で

あるため、事前に所有者または管理人と連絡をとり、

調査趣旨を伝え許可を得た。また、地図に記載され

ていない道で悪路のため、アクセス状況などについ

て情報収集を行い、大まかなルートを定めた。 

現地では、要所に配置されている管理人（牧童）を

訪問し、湖までのアクセスの他、周辺で見られる鳥、

サケ科魚類の移殖の有無、近年の環境変化（気候、

積雪量他）等について聞き取りを行った。 

なお、調査地域には管理人の小屋以外に建築物は

一切ないため、キャンプ用品・食糧品の他、無線機、

救急用品、自動車修理用品、充電のための発電機等

を携行した。 

（3）調査期間 

第1回調査：2009年1月13日（月）から1月25日（日） 

第2回調査：2009年3月12日（木）から3月18日（水） 

（4）調査参加者 

（表2） 

（5）行動経過 

1）第1回調査 

・1月12、13日（日、月） 

ブエノスアイレス市からコモドロ・リバダビア

市、及びコルドバ市からリオガジェゴス市へ空

路にて移動、食材調達、車両の準備等を行う。 

・1月14日（火） 

コモドロ・リバダビア市、及びリオガジェゴス

市からペリト・モレノ町へ陸路で移動し、市内

に在住する土地所有者から聞き取りによる情

報収集及び、調査事前打ち合わせを行う。 

・1月15日（水）から1月18日（土） 

Lake Buenos Aire Plateauにおける調査を実施。 

・1月19日（日） 

Lake Buenos Aire Plateau か ら Lake Strobel 

Plateauへ移動する。 

・1月20日（月）から1月24日（金） 

Lake Strobel Plateauにおける調査を実施。 

・1月25日（土） 

ブエノスアイレス市、リオガジェゴス市へ移動

する。 

 

表2 調査参加者 
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2）第2回調査 

・3月12日（木） 

リオガジェゴス市からBasaltica Plateauへ移動し、

土地所有者からの情報収集を行う。 

・3月13日（金）から3月14日（土） 

Basaltica Plateauにおける調査を実施。 

・3月15日（日）から3月16日（月） 

La Siberia Plateauにおける調査を実施。 

・3月17日（火） 

La Siberia Plateauの土地所有者、及び今回調査し

なかった地域の土地所有者への聞き取り調査

を実施。 

・3月18日（水） 

リオガジェゴス市へ移動する。 

 

5. 調査結果 

第1回調査と第2回調査で計38の湖沼において観

察を行った結果、パタゴニアカイブツリが確認でき

たのは10箇所で合計165羽であった。求愛行動を行

う姿は１箇所で見られたが、いずれの調査でも、巣

または幼鳥は確認されなかった。全体的に湖の水位

が低く、枯渇しているところも多く見られた。80年

代に実施されたFVSAの調査で生息数の4割以上が

観察された6の湖のうち、3箇所で合計91羽が確認で

きたが、あとの3箇所では1羽も見られなかった。 

（1）調査地域別結果 

A）Lake Buenos Aires Plateau（主要調査対象湖沼：

1）Sello、2）Tolderia Grande、3）Tolderia Chico） 

州の一番北側に位置する最も広い高原地帯

で、面積は約2,800km2、標高は約900m～1,600m、

凡そ270の湖沼が点在する。アルゼンチンの

IBA（重要野鳥生息地）に指定されている。 

Sello 湖 と Tolderia Grande 湖 及 び Tolderia 

Chico湖を中心に調査を行った。Sello湖では51

羽が観察できたが、80年代の調査で100羽以上

確認されていたTolderia Grande湖及びTolderia 

Chico湖では1羽も観察できなかった。また、

Tolderia Chico湖は水位が非常に低かった。 

1992年に近隣のハドソン火山が噴火し高原

の大部分が灰に覆われ、現在ではSello湖周辺

は植生が回復してきているものの、場所によ

っては未だに一面火山灰に覆われているとこ

ろもある。 

毎年12月中旬から4月中旬までこの台地で

羊の放牧を行う牧童（使用人）5人に聞き取り

調査をしたところ、この地域ではサケ科魚類

の移殖は行われていないこと、近年積雪量が

減少していることが判った。パタゴニアカイ

ツブリについては、本種の存在を知っていた

のは1人だけで、詳しい情報は得られなかった。 

 

表3 主要調査対象湖沼における個体数調査結果 

注）A=成長、J=幼鳥、N=巣 

FVSAの調査実施時期は、*印は11月、それ以外は1月から3月 
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B）Lake Strobel Plateau（主要調査対象湖沼：4）

Islote） 

面積約2,500km2、標高700～1,700m、約690

の湖沼が点在する。IBAに指定されているが、

近年外来魚の移入が進み、大型の湖の大部分

（2003年の時点で37箇所の湖）にはサケ科魚類

が移殖されている。 

1980年代の調査で700羽以上が確認されて

いたIslote湖を中心に調査を行ったが、Isloteで

は1羽も見られなかった。 

隣接した土地の管理人によると、Islote湖は、

以前は道がなく車両でのアクセスは不可能で

あったが、数年前に稚魚が放流され、昨年に

は悪路ではあるものの湖の近くまで道が通さ

れた。Islote湖の土地は売却されたばかりで現

在は管理人が配置されていないため、近年の

湖の様子について具体的な情報を得ることは

できなかった。 

M25（Coloradas湖）は、アンビエンテスル協

会が1998年から不定期に観察を行ってきた湖

で、1998年には200の巣が確認されていたが、

今期の調査では巣は1つも確認されなかった。 

C）La Siberia Plateau（主要調査対象湖沼：5）C232、

6）C199） 

面積約1,450km2、標高900～1,200m、約135

の湖沼が点在する。 

80年代の調査で200羽前後確認されていた

C232湖とC199湖で観察された個体数は、それ

ぞれ6羽、34羽であった。 

この高原地帯は自然状態が極めて良好に保

たれており、外来魚の移入も見られなかった。 

D）Basaltica Plateau 

面積約70km2、標高約900m、凡そ60の湖沼が

点在する。 

土地所有者の話では、近年積雪量が少なく

非常に乾燥しており、調査時にも枯渇、また

は水位が極度に低い湖が見られた。外来魚の

移殖はされていない。 

 

表4 Lake Buenos Aires Plateauにおける調査結果 
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表5-1 Lake Storbel Plateauにおける調査結果 

 

 
表5-2 Lake Storbel Plateauにおける調査結果 
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 表6 La Siberia Plateauにおける調査結果 

 

 
表7 Basaltica Plateauにおける調査結果 

注）M28にはM27にいた鳥が移動したため、カイツブリ以外はカウントしなかった。 
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（2）調査の様子 

 

写真1 Sello湖での観察 

 

 

写真3 Tolderia Grande湖・Tolderia Chico湖への道 

 

 

写真5 パタゴニアカイツブリ（M38で撮影） 

 

 

 

写真2 火山灰に覆われたところ 

 

 

写真4 Tolderia Grande湖 

 

 

写真6 パタゴニアカイツブリ（M4で撮影） 
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写真7 水草M. elatinoidesに覆われた湖 

 

 
写真9 Islote湖への道 

 

 
写真11 1984年の調査時撮影の写真 

営巣するパタゴニアカイツブリ 

 

 

写真8 管理人への聞き取り調査 

 

 

写真10 枯渇寸前の湖 
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写真12-1 ワークショップの様子1 

 

写真12-2 ワークショップの様子2 

 

 

 

 

図2 調査対象地域（第1回調査：A・B、第2回調査：C・D） 
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6. パタゴニアカイツブリの保護に向けた活動につ

いて 

（1）レッドリストのカテゴリーの見直し検討依頼 

BirdLife Internationalに対し本調査結果を報告し、

2009年版レッドリストにおける同種のカテゴリー

の見直し検討を依頼した。その結果、準絶滅危惧

（NT）から絶滅危惧IB類（EN）に変更された。 

（2）メディアを通じたパタゴニアカイツブリに関す

る普及啓発 

・アルゼンチン主要全国紙La Nacionに、今回の調

査結果を含むパタゴニアカイツブリの現状に

関する記事掲載を依頼。4月2日（祝日）の新聞に

掲載された（別添）。 

・アンビエンテスル協会の代表（本調査メンバー）

がリオガジェゴス市のラジオに2回出演し、調

査の様子と本種の現状について発表を行った。 

・リオガジェゴス市の地方テレビ局9チャンネル

の25分間の番組にアンビエンテスル代表が出

演し、本種の現状について発表すると共に、調

査の際撮影した映像を紹介した。（放映された

番組の録画ビデオは協会のホームページに掲

載http://www.ambientesur.org.ar/） 

（3）アクションプラン策定におけるワークショップ

の開催 

国内2箇所においてワークショップを開催し、本

調査結果を報告するとともに、多様な主体を交えて

図3 Lake Buenos Aires Plateauにおける観察地点 

注）M5＝Tolderia Grande湖及びTolderia Chico湖

M6＝Sello湖（表示されている経緯度はM6の位

置） 

図5 La Siberia Plateauにおける観察地点 

注）M35＝C232湖、M38＝C199湖（表示され

ている経緯度はM38の位置） 

図4 Lake Storbel Plateauにおける観察地点 

注）M24＝Islote湖（表示されている経緯度は

M24の位置） 

 

 

図6 Basaltica Plateauにおける観察地点 

（表示されている経緯度はM31の位置） 
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パタゴニアカイツブリ保護のためのアクションプ

ラン草案を作成した。 

1）ワークショップ内容 

Ａ．リオガジェゴス市におけるワークショップ 

・日  時・場所：7月20日16:00～20:30、フン

ダクルス財団文化会館。 

・開催目的：アクションプラン策定に先立ち、

パタゴニアカイツブリの生息地であるサ

ンタクルス州の住民及び行政に対し、今後

の保護活動に向けた理解・参加を促進する。 

・参 加 者：州環境庁関係者2名、リオガジェ

ゴス市長代理をはじめとする市役所関係

者5名、国立パタゴニア大学関係者4名、州

立法議会議員1名、及び地元NGO関係者を

含む計31名。 

・内  容：はじめに、アンビエンテスル協会

代表から今回の調査の趣旨と調査結果を

報告し、パタゴニアカイツブリと調査の様

子を収めたビデオを上映した。その後、「南

米における野鳥保護の状況とその重要性」

と題しBirdLife InternationalのRob Clay氏が

講演、続いて、本種の発見者であるMauricio 

Rumboll氏より、発見当時の様子と近年の

パタゴニアの自然環境の変化について話

をした後、質疑応答、意見交換を行った。

参加者からは、本種の減少要因に関する質

問や保護のためのアイデアが挙げられ、活

発な意見交換が行われた。 

また、当日は、地元のメディア関係者（新

聞社、ラジオ及びテレビ局）が取材に来場

し、後日、参加者へのインタビューやワー

クショップの様子がメディアを通じて紹

介された。 

ワークショップ翌日（21日）には、パタゴ

ニアカイツブリの越冬地の一つで、アンビ

エンテスル協会が1998年から毎年冬季個

体数調査を行っているRio Gallegos川河口

において観察を行った。当日は、強風が吹

きコンディションは良くなかったものの、

7羽が確認できた。Coyle川河口での調査も

予定していたが、悪天候のため中止となっ

た。 

Ｂ．ブエノスアイレス市におけるワークショップ 

・日  時・場所：2009年7月23～24日、アル

ゼンチン野鳥の会事務所大会議室 

・開催目的：有識者との情報・意見交換を行い、

行政を含めた多様な主体の参加のもと本

種の保護に向けた今後の具体的なアクシ

ョンプランを共同で策定する。 

・参 加 者：FVSAが実施した調査に参加した

専門家・研究者（5名）、国家科学技術研究審

議会パタゴニアセンター研究者（2名）、亜国

環境省（1名）、国立公園管理局（2名）、サン

タクルス州環境副庁（2名）、サンタクルス

州観光局（1名）、The Nature Conservancy 

Argentina（2名）、アルゼンチン国際湿地保

全連合（1名）、Neotropical Bird Club（1名）、

グリーンピース（1名）、アルゼンチン野鳥

の会（7名）、アンビエンテスル協会（4名）、

その他鳥類研究・専門家5名、計34名 

・内  容：1日目は、最初にワークショップ

の モ デ レ ー タ ー を 務 め る BirdLife 

InternationalのRob Clay氏からアクションプ

ラン策定の方法と注意点について説明し、

参加者の自己紹介の後、アンビエンテスル

協会代表から、過去に実施されたパタゴニ

アカイツブリに関する調査の概略、及び今

次調査の結果報告を行った。生態及び調査

内容の詳細については、質疑応答の形式で

本種に詳しい研究者、専門家がそれぞれ補

足説明を行った。続いて、Strobel Plateauの

湖沼において、サケ科魚類移殖がパタゴニ

アカイツブリをはじめとする湖沼生物に

もたらす影響について研究を行っている

国立パタゴニアセンター所属の Julio 

Lancelotti氏がパワーポイントを用いてこ

れまでの研究結果を発表した。午後は、参

加者全員で想定される減少の要因と問題

点について議論した後、グループに分かれ、

1）保護のための法的措置、2）普及啓発活動、
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3）調査研究の3つの課題について、それぞ

れ今後取り組むべき点について話し合っ

た。 

2日目は、各グループの代表によるグル

ープワークの結果発表に続き、それぞれの

課題に取り組む上でのSWOT分析（強み、弱

み、機会、脅威の分析）を行い、午後には、

グループワークの結果を踏まえ、モデレー

ター主導のもと、今後の活動の枠組みとな

るアクションプラン草案をとりまとめた。 

2）ワークショップの結果 

ワークショップでは、野鳥の保護や研究に携わる

参加者が各々の持つ情報・知見を共有し、行政関係

者を含めて参加者全員がアクションプラン草案作

成に係わり、本種の現状と保護の必要性について認

識の統一が図られた。 

ワークショップでとりまとめたアクションプラ

ン草案については、今後アルゼンチン野鳥の会が中

心となり、各主体の役割、実施体制、具体的な活動

開始時期等について、各参加者と詳細の調整を行っ

ていくこととなった。最終的なアクションプランは、

参加者全員の合意を得た後、一般に公開し、数年毎

に経過報告と内容の見直しを行っていくことが提

案された。 

また、ワークショップの結果を踏まえ、今後自治

体や土地所有者、企業に対しパタゴニアカイツブリ

の保護活動への理解、支援を促進していくためのプ

ロジェクト紹介リーフレットを作成した（別添参

照）。 

ワークショップを通じて提案された今後取り組

むべき主要な課題と活動目標は以下の通りである。 

Ａ．今後取り組むべき主要課題 

a）土地利用にかかる法的措置 

・州の天然記念物に関する条例の改正：生物

種だけでなく生息地を含む天然保護区域の

指定 

・私有地保護区設置を促進するための優遇措置

と私有地保護区に関する法令の改善・強化 

・州自然保護政策の強化：IBA（重要野鳥生息

地）の法的規制による保護強化 

b）普及啓発 

・サンタクルス州民を対象にした、地域固有

の本種への愛着と誇りの醸成 

・生息地域の土地所有者とそこで働く牧童を

対象にした、保護活動への理解と参加促進 

・州の学校教育における州の自然保護問題に

関するカリキュラムの導入 

・エコツーリズムなどを通じたパタゴニアカ

イツブリが地域経済にもたらす価値の普及 

c）調査研究 

・現在の推定個体数の算出 

・渡りルートと越冬地の特定 

・生息地における近年の環境の変化の把握と

想定される脅威が種に及ぼす影響の程度 

Ｂ．活動目標 

【2010年】 

・パタゴニアカイツブリ保護活動の実施体制を確

定し、アクションプランを一般に公開する。 

・サンタクルス州、アルゼンチン野鳥の会及びア

ンビエンテスル協会の3者間でのパタゴニカイ

ツブリ保護活動にかかる協定を締結する。 

・推定個体数を算出する。 

・普及啓発活動の計画を策定する。 

・保全活動の対象となる地域（湖沼）を仮指定する。 

・国の天然記念物指定、または、アルゼンチン革

命200周年の記念の鳥への指定に向けて、様々

な主体に働きかけを行う。 

・協力的な土地所有者（漁業従事者）を巻き込んだ、

野鳥保護と漁業の両立のためのパイロット事

業を開始する。 

・パタゴニアカイツブリの繁殖湖沼における外来

魚類移入の規制・管理に関し、州水産副庁に提

案、要請する。 

【2011～2012年】 

・州に対し、生息地を含む天然保護区域の指定制

度の導入を働きかけ、法規制による本種の保護

を強化する。 

・毎年開催される「アルゼンチン鳥類会合」におい

て、アクションプランの見直し・調整を行う。 

・渡りルートと中継地を特定する。 
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・州民を対象に、地域固有のパタゴニアカイツブ

リへの愛着と誇りを醸成するための普及啓発

活動を行う。 

・想定される減少要因（脅威）の実際の影響につい

てより詳しい情報を収集する。 

【2013～2015年】 

・パタゴニアカイツブリの生息が確認されている

IBA（重要野鳥生息地）の保全を強化する。 

・資金の安定的な確保を可能にするため、パタゴ

ニアカイツブリ保護基金を設立する 

 

7. まとめ 

（1）パタゴニアカイツブリの生息状況 

本調査では、過去の調査で生息数の4割以上が確

認された6つの湖を中心に4地域38の湖沼において

個体数調査を実施した。観察数は合計165羽、生息

数の4割以上が確認された6つの湖ではわずか91羽

で、巣及び幼鳥は確認されなかった。1980年代の調

査で700羽以上記録されたIslote湖、100羽以上が記録

されたTolderia Grande湖及びTolderia Chico湖では1

羽も確認されなかった。 

パタゴニアカイツブリが繁殖に利用する湖沼は

その年の水位や水質、水草の状態により変わるため、

繁殖域の一部のみを対象とした今回の調査だけで

は実際の生息状況を判断することは難しいものの、

冬季に行ってきた調査の結果も踏まえると、生息数

は1980年代に比べ4割から5割近くは減少している

ものと推定される（BirdLife Species Factsheetでは、ラ

ンク変更に伴い推定生息数は「3,000～5,000」から

「250～2,499」に変更された）。 

（2）サケ科外来魚の影響 

本種の減少要因は複数が考えられるが、中でも、

サケ科外来魚の移入と漁業活動、火山噴火と積雪量

の減少による自然環境の変化、及びゴミの増加に伴

うカモメの増加が主な脅威と考えられる。 

懸念されていたサケ科外来魚の影響については、

国立パタゴニアセンターのLancelotti氏が水生生物

への調査を行っており、同氏の研究報告によると、

サケの移殖は水深があり冬期に凍結せず水生植物

の少ない大型の湖に多く、現在のところパタゴニア

カイツブリが繁殖に利用する水草が繁茂するタイ

プの湖沼への移殖率は比較的低い。冬に凍結しない

湖沼で越冬する個体群への餌の競合による影響が

懸念される。しかし、幸いこれまで移殖されたサケ

の自然繁殖は見られないため、稚魚の放流と水揚げ

の時期・量を規制・管理すれば、その影響は最小限

に抑えることができ保護と漁業活動の両立は可能

であると考えられる。サケ科の移入が盛んでIBAに

指定されているStrobel Plateauにおいては、法的措置

を促進すると同時に、土地所有者を巻き込み早期に

パイロット事業を展開し、両立の方法を確立してい

くことが重要であると考える。 

（3）今後の活動 

本調査結果をもとに、多様な主体の参加によりア

クションプラン草案が策定された。戦略的な保護活

動を行うためには、法的措置と啓発・普及活動と並

行して、更なる調査を行い、具体的な生息状況を把

握するとともに渡りルートを解明していく必要が

ある。アクションプランを具体化し、行政を巻き込

んでの実施に繋げていくにはまだ時間を要すると

想定されるが、アンビエンテスル協会では、アルゼ

ンチン野鳥の会と協力しつつ、今後も地元に根付い

た啓発活動と調査を継続していく。 

また、IUCNのレッドリストのランクが準絶滅危

惧（NT）から絶滅危惧IB類（EN）に見直されたことで、

今後本種保護への取り組みが促進されることが期

待される。 

 

8. 最後に 

本調査は、20年近く中断されてきた本種の保護活

動を再開するための原動力となったと考えている。

情報の共有や他の機関・団体との協働が得意でない

アルゼンチンにおいて、行政を含む多様な関係者が

参加し、議論しながら共同でアクションプランを策

定したことは、本事業開始当初は想定していなかっ

た大きな成果であった。 

当初の計画になかったワークショップ開催への

助成金の活用を承認下さり、本事業の実施を支援し

て下さったPRO NATURA FUNDに心から感謝申し

上げます。 
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